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　紀伊半島西部に位置する和歌山県は温暖な気候に恵まれ、黒潮がもたらす太
平洋の水産資源、豊富な水源を持つ紀伊山地の林産資源など、豊かな自然環境
から古来より多くの恩恵を受けてきました。また、このような自然の恵みが創
り出した、趣に富み且つ雄大な景観は、観光資源としても魅力の多いところと
なっています。
　自然環境のみならず、古代における行幸の記録が残された「牟婁の湯」とい
われる白浜温泉一帯は今なお訪れる人も多く、平安時代後期以降多くの参詣者
が歩いた熊野三山への参詣道は現在、ユネスコにより世界遺産に登録され、こ
のほど 10 周年を迎えました。長い歴史において人々が創造してきたものが、
これほど永く人々を魅了して止まないのは、これらが自然との調和において紡
ぎ出されてきたものであり、和歌山県の文化財における特筆すべき一面である
といえます。
　今回、和歌山県文化財センターでは、近畿自動車道紀勢線の建設に伴い、田
辺市、上富田町、白浜町内において９箇所の遺跡の発掘調査を実施してまいり
ました。
　発掘調査では、八丁田圃遺跡と稲成Ⅰ遺跡において、県内では発見例の少な
い石帯巡方が出土したほか、大古Ⅱ遺跡で出土した絵画土器は、小破片ではあ
りますが建物と屋根飾りを描いた可能性も指摘されるなど、注目すべき成果が
ありました。
　ここに調査成果をまとめ、発掘調査報告書を刊行します。
　最後になりましたが、現地調査と整理業務の実施にあたりご協力いただいた、
和歌山県教育委員会、国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所をはじめ、
地元地区の方々ならびに関係各位に対し深く感謝の意を表しますとともに、今
後とも当センターの事業により一層のご理解とご協力を賜りますよう、お願い
申し上げます。

平成 27 年 1 月

公益財団法人　和歌山県文化財センター
理　事　長　　　工　　楽　　善　　通



例　言

1．本書は、田辺市の目座遺跡、八丁田圃遺跡、稲成Ⅰ遺跡、西牟婁郡上富田町の塗屋城跡、岩

崎大泓遺跡、岩崎大泓Ⅱ遺跡、西牟婁郡白浜町の田ノ口遺跡、大古Ⅱ遺跡、安宅本城跡の発掘調

査報告書である。

2．上記の調査は近畿自動車道紀勢線事業に伴い、平成 21 年度から同 24 年度にわたって実施し

たもので、第 1 次及び第 2 次の出土遺物等整理業務を平成 25 年度から同 26 年度にかけて実施

した。

3．発掘調査及び出土遺物等整理業務は、国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所の委託

を受け、和歌山県教育委員会の指導のもと、公益財団法人和歌山県文化財センターが実施した。

4．発掘調査及び出土遺物等整理業務の組織は以下の通りである。

[ 発掘調査 ]

　専務理事　白藤正和（平成 21・22 年度）、小堀基二（平成 23・24 年度）

　事務局長　田中洋次（平成 21 〜 24 年度）、渋谷高秀（平成 24 年度）

　管理課長　冨加見泰彦（平成 23 年度）、渋谷高秀（平成 24 年度）

　埋蔵文化財課長　村田　弘（平成 21 ～ 24 年度）

　発掘調査担当

　　平成 21 年度　 八丁田圃遺跡　土井孝之

　　平成 22 年度　 目座遺跡、八丁田圃遺跡　寺西朗平

　　　　　　　    　塗屋城跡　井石好裕

　　平成 23 年度　 目座遺跡、八丁田圃遺跡、稲成Ⅰ遺跡　寺西朗平

　　　　　　　　　大古Ⅱ遺跡、安宅本城跡　川崎雅史

　　平成 24 年度　 田ノ口遺跡　寺西朗平

　　　　　　　　　大古Ⅱ遺跡　川崎雅史　森原　聖

　　　　　　　　　岩崎大泓遺跡、岩崎大泓Ⅱ遺跡　佐伯和也　山野晃司

[ 出土遺物等整理業務 ]

　専務理事　里森　修（平成 25・26 年度）

　事務局長（管理課長）　勝浦久和（平成 25 年度）、嶋田文紀（平成 26 年度）

　埋蔵文化財課長　井石好裕（平成 25・26 年度）

　出土遺物整理担当　寺西朗平

5.　本書は各発掘調査担当者と協議の上、寺西が執筆・編集した。

7.　本書で用いた現地写真は各発掘調査担当者が撮影した。また、遺物写真は寺西が撮影した。

8.　発掘調査及び出土遺物等整理業務で作成した実測図・写真・デジタルデータ・台帳などの記

録資料は、公益財団法人和歌山県文化財センターが、出土遺物は和歌山県教育委員会が保管して

いる。

9.　発掘調査及び出土遺物等整理業務に際し、下記の諸機関・諸氏よりご協力・ご教示を得た。

記して感謝の意を表したい。（敬称略・順不同）



　国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所　田辺市教育委員会　白浜町教育員会　上富田

町教育委員会

白石博則（和歌山城郭調査研究会　代表）　深澤芳樹（独立行政法人　奈良文化財研究所）

凡　例
１．発掘調査及び出土遺物整理作業は、当センターの定めた『発掘調査マニュアル（基礎編）』

(2006.4) に準拠して行った。

２．座標値は平面直角座標系第Ⅵ系（世界測地系）による。また、図上に表示した方角は座標北

による北方向を示している。今回報告した遺跡の所在地（和歌山県南部）においては、磁北は座

標北に対し 6°34′～ 6°48′西偏する。これについては、各空測図化図の成果に記載している。

３．基準高の表示は、T.P.（Tokyo Peil：東京湾標準潮位）を基準とした数値による。

４．土色は、『新版標準土色帖』小山正忠・竹原秀雄編著（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・

財団法人日本色彩研究所色標監修）2005 年度版を基準とした。

５．発掘調査コードは以下のとおりである。出土遺物及び調査記録等の資料はこれを用いて管理

している。（調査年度－市町村コード・遺跡番号）

9 − 35・064　八丁田圃遺跡（2009 年度　第 1 次調査）

10 － 35・063　目座遺跡（2010 年度　第 1 次調査）

10 － 35・064　八丁田圃遺跡（2010 年度　第 2 次調査）

10 － 39・035　塗屋城跡（2010 年度調査）

11 － 35・063　目座遺跡（2011 年度　第 2 次調査）

11 － 35・064　八丁田圃遺跡（2011 年度調査　第 3 次調査）

11 － 35・160　稲成Ⅰ遺跡（2011 年度調査）

11 － 40・003　大古Ⅱ遺跡（2011 年度調査）

11 － 40・008　安宅本城跡（2011 年度調査）

12 － 35・003　大古Ⅱ遺跡（2012 年度調査）

12 － 36・061　田ノ口遺跡（2012 年度調査）

12 － 39・044　岩崎大泓遺跡（2012 年度調査）

12 － 39・063　岩崎大泓Ⅱ遺跡（2012 年度調査）

６．遺構番号は、各遺跡毎に 1 番から始まる通し番号を付した。但し、調査区が複数ある場合

において、各調査区が離れた場所にある等といった場合には便宜上調査区毎に 1 番からの通し

番号を付している。煩雑とならない場合に限り、調査区名を先頭に付して遺構 1002（調査区 1

遺構 002）等と表記している。また、必要に応じて遺構の種類（性格）を付して通し番号を与えた。

例：掘立柱建物 1、溝状遺構 2

７．遺構及び遺物実測図の縮尺は特に統一していないが、各々に明示している。

８．遺物番号は、本文、実測図及び写真図版において一致する。

９.　挿図、写真は煩雑さを避けるため、各遺跡の成果毎に１番から始まる通し番号を付した。
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　図 2　調査位置図

    図 3　地区割　中区画及び小区画

　図 4　地形測量図（表土除去後）

　図 5　堀切セクションベルト土層図

　図 6　トレンチ土層図

　図 7　出土遺物実測図

 大古Ⅱ遺跡
    図 1　大古Ⅱ遺跡及び周辺の遺跡

　図 2　地区割　中区画

　図 3　地区割　小区画

　図 4　調査区位置図

　図 5　各調査区土層堆積状況

    図 6　調査区 1　遺構配置図

　図 7　調査区 2　遺構配置図

　図 8　調査区 4　第 1 遺構面遺構配置図

　図 9　調査区 4　第 2 遺構面遺構配置図

　図 10　調査区 4　第 1 遺構面　掘立柱建物 1

　図 11　調査区 4　検出遺構土層図

    図 12　調査区 4　検出遺構土層図

　図 13　調査区 5　遺構配置図

　図 14　調査区 5　井戸 1　

　図 15　調査区 3　第１・２遺構面　遺構配置図

　図 16　調査区 3　第 3 遺構面　遺構配置図

　図 17　調査区 6　第１遺構面　遺構配置図

　図 18　調査区 6　第 2 遺構面　遺構配置図

    図 19　調査区 7　第１遺構面　遺構配置図

　図 20　調査区 7　第 2 遺構面　遺構配置図

    図 21　調査区 7　第 3 遺構面　遺構配置図

　図 22　遺構 3002　土層図

   図 23　遺構 3006　土層図　

　図 24　遺構 3002・3003　土層図

　図 25　遺構 7004

　図 36　遺構 7005

　図 27　遺構 7002

　図 28　遺構 7002　土層図

　図 29　遺構 7002

　図 30　遺構 7002 土層図

    図 31　調査区 8　遺構配置図

　図 32　出土遺物実測図

　図 33　出土遺物実測図

　図 34　出土遺物実測図 

    図 35　出土遺物実測図

　図 36　出土遺物実測図

　図 37　出土遺物実測図  
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　図 4　基本層序

　図 5　調査区及び地区割（小区画）

　図 6　調査区北東壁土層図

　図 7　第１次調査　遺構配置図及び各遺構図

　図 8　第 2 次調査　調査区及び地区割（小区画）

　図 9　調査区 2-1　遺構配置図

　図 10　調査区 2-1　遺構 2001　土層図

　図 11　調査区 2-1　遺構 2002　平面
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　図 13　調査区 2-3　遺構配置図　　

　図 14　調査区 2-2　遺構 2258 実測図　
　図 15　調査区 2-2　遺構 2289 実測図

　図 16　調査区 2-2　遺構 2254 実測図 

　図 17　調査区 2-2　遺構 2191 実測図              

　図 18　第 3 次調査　調査区及び地区割（小区画）

　図 19　調査区 3-1　遺構配置図

　図 20　調査区 3-2、3-3、3-7-1、

　　　　　3-7-2　遺構配置図

　図 21　調査区 3-2、3-3、３-4、3-5-1、3-5-2、
　　　　　3-6、3-7-1、3-7-2　遺構配置図

　図 22　調査区 3-1　北壁土層図

    図 23　調査区 3-1　遺構 3002 土層図

　図 24　調査区 3-1　遺構 3008 土層図

　図 25　調査区 3-1　遺構 3007、3008 土層図

　図 26　調査区 3-1　遺構 3079　実測図

　図 27　調査区 3-1　遺構 3080　実測図

　図 28　第４層上面　断面図

　図 29　遺物実測図

　図 30　遺物実測図

　図 31　遺物実測図

塗屋城跡
　図 1　塗屋城跡及び周辺の遺跡



　図 38　出土遺物実測図　

　図 39　出土遺物実測図

　図 40　出土遺物実測図

　図 41　平成 22 〜 24 年度調査各調査区　

　　　　　遺構配置図 

稲成Ⅰ遺跡
　図 1　地区割　大区画

　図 2　地区割　中区画

　図 3　調査区及び小区画

　図 4　調査位置及び地区割（中区画） 

　図 5　調査区 1・2・3　遺構配置図

　図 6　調査区 2　セクション 1 南壁土層

　図 7　調査区 2　調査区東壁　断割南壁土層

　図 8　竪穴建物 1　平面遺構実測図

    図 9　竪穴建物 1　カマド実測図
　図 10　竪穴建物 2　実測図

　図 11　遺構 2　実測図

　図 12　遺構 7　実測図

　図 13　調査区 3　検出遺構　土層図

　図 14　調査区検出遺構及び

　　　　　掘立柱建物 1　平面・土層図

　図 15　調査区 1　調査区壁面土層図

　図 16　出土遺物実測図

安宅本城跡
　図 1　安宅本城跡及び周辺の遺跡

　図 2　調査区位置図

　図 3　調査区及び地区割

　図 4　調査区 1・2　第 1 遺構面検出遺構図

　図 5　調査区 1・2　第 2 遺構面検出遺構図

　図 6　出土遺物実測図

田ノ口遺跡
　図 1　田ノ口遺跡及び周辺の遺跡

    図 2　調査区位置図

　図 3　地区割　中区画

　図 4　調査区及び地区割　中区画及び小区画

　図 5　調査区 1　セクション 1　南壁土層図 

    図 6　調査区 2　セクション 1　北壁土層図

　図 7　調査区 3　セクション 1　東壁土層図

　図 8　遺構 101 土層図  

　図 9　調査区 1・2 遺構配置図　

　図 10　遺構 109　遺物出土状況図及び土層図　

　図 11　遺構 108　実測図

　図 12　遺構 112　実測図
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　図 29　遺構 352　実測図

　図 30　遺構 327　実測図　
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　図 36　出土遺物実測図
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　図 2　調査区及び小区画　

　図 3　地区割　中区画

　図 4　 岩崎大泓遺跡　遺構配置図 

　図 5　岩崎大泓Ⅱ遺跡　第 1 遺構面　遺構配置図　
　図 6　岩崎大泓Ⅱ遺跡　第 2 遺構面　遺構配置図

　図 7　岩崎大泓Ⅱ遺跡　調査区 1

　　　　　中央セクションベルト土層図

　図 8　岩崎大泓Ⅱ遺跡　掘立柱建物 1

    図 9　岩崎大泓Ⅱ遺跡　掘立柱建物 1 柱穴土層図

　図 10　岩崎大泓Ⅱ遺跡　柵列 1

　図 11　岩崎大泓Ⅱ遺跡　調査区 1

　　　　　中央セクションベルト土層図　

　図 12　出土遺物実測図

　図 13　出土遺物実測図

　図 14　出土遺物実測図
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第Ⅰ章　環　境

第 1 節　地理的環境
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໘ͨ͠ւ؛͸యܕతͳϦΞεࣜւ͕؛ਵॴʹΈΒΕɺ؍ܠతʹ΋ඒ͘͠ଟ͘ͷ஍Ҭཱ͕͍҃ࠃ͸

ఆΛड͚͍ͯΔɻࢦԂͱͯ͠ެཱݝ

　஍࣭తʹلҏ൒ౡೆ෦ͷେ෦෼Λ઎ΊΔͷ͸࢛ສेྦྷଳͰ͋Δɻ࢛ສेྦྷଳ͸๺͔Β೔ߴ઒

ଳɺԻແ઒ଳɺໂ࿒ଳʹ۠෼͞Εɺాลࢢɺ্෋ాொɺന඿ொʹ͸Իແ઒૚͔܈Β੒ΔԻແ઒ଳɺ

ໂ࿒૚͔܈Β੒Δໂ࿒ଳ͕෼෍͢Δɻ

ᏳᏯᮏᇛ遺㊧
኱ྂϩ遺㊧

ᒾᓮ኱ἰ遺㊧
ᒾᓮ኱ἰϩ遺㊧

ሬᒇᇛ㊧

ඵ୎⏣ᅡ遺㊧

✄ᡂϨ遺㊧

┠ᗙ遺㊧

遺㊧ཱྀࣀ⏣

0 5 10km

1:200,000

/

ਤ 1　֤遺跡のҐஔ（ࠃ土地ཧӃൃߦ（平੒ 24 ೥）20 ສ分の 1 地੎ਤʹҰ部Ճච）
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第２節　歴史的環境
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　縄文時代の遺跡は、田辺市に所在する高山寺貝塚が高山寺式土器の標識遺跡としてよく知られる。高

山寺式土器は早期後半或いは末の土器として近畿地方及び北陸地方の一部にまでその分布がみられる

が、日高川町和佐遺跡（B地点）で粕畑式、上ノ山式、入海Ⅰ式、入海式土器と非常によく似た土器が

出土していることからも、早期後半には既に東海地方と交流があったことを窺わせる。さらに同遺跡で

は北白川下層Ⅰ～Ⅲ式土器の出土も確認されており、前期には他地域との交流も活発化することが明ら

かとなっている。縄文時代中期の遺跡として白浜町瀬戸遺跡、平遺跡、大瀬遺跡、串本町大水崎遺跡等

があり、遺跡数は後期から晩期にかけて増加する。

　弥生時代の遺跡は現在の田辺市域をはじめ多くの地域で確認されている。特に平成22・24年度に発

掘調査が実施された立野遺跡では、前期の流路から木製品が多量に出土し水田稲作開始期の貴重な資料

となった。また紀南地方は銅鐸の出土が多いことでよく知られる。銅鐸は和歌山県内で総数40点以上

（*3）の出土があり、全国的に見ても突出した出土点数であるが、紀北地方の紀の川流域及び有田川

流域での出土総数11点に比べ御坊市以南では合計25点となり、紀中(*4)から紀南にかけ集中して分布

することがわかる。

　また弥生時代後期までに全国的に出現する高地性集落は後期後半に減少するが、日高川以南の地域で

は後期後半以降まで存続することが指摘されている。

　県内における古墳の分布は紀北の平野部に集中し、総数800基を超える県内最大の古墳群である岩橋

千塚古墳群のほか、船戸山古墳群、百合山古墳群等、紀の川流域に広く分布する。また有田川や日高川

河口域にも古墳の分布はみられるものの、南へ向かうほど減少する傾向が明らかで、田辺市域や白浜町

域では4〜5世紀に造営されるものがあるものの数は少ない。同時期のこの地域における特徴的な遺跡

として、田辺湾岸地域に分布する岩陰遺跡がある。これらは埋葬施設として海蝕洞穴内に竪穴式石室や

箱式石棺墓、土坑墓を設けたもので、立戸岩陰遺跡、磯間岩陰遺跡等がそれである。

　律令制下においては、現在の田辺市、上富田町、白浜町にあたる地域は牟婁郡に属していたと考えら

れ、牟婁郡の郷名として『和名抄』や平城宮出土木簡に牟婁、岡田、来栖、三前、神戸等の名がみえ

る。牟婁郡はほぼ現在の田辺市域と想定されており、ここには郡内唯一の古代寺院である三栖廃寺跡が

所在することから、牟婁郡内でも中心的な地域であったとされる。

　三栖廃寺跡は、左会津川北岸の台地上に所在する白鳳期創建の寺院跡で、現在も基壇跡や塔心礎が残

る。寺域の広がりや基壇、塔心礎の位置等から法隆寺式の伽藍配置が想定されており、発掘調査の結果

平安時代末期から鎌倉時代頃に廃絶したことが明らかとなっている。

　記録に残る最初の熊野参詣は平安時代の延喜7（907）年に宇多法皇によって行われたものである

が、それを契機とし以後皇族や貴族達によって盛んに熊野参詣が行われるようになったとされる。田辺

市域では出立王子から万呂王子、三栖王子を経由して上富田町域の八上王子、稲葉根王子に至るルート

が知られているが、会津川近辺は秋津王子があったと伝えられる。稲葉根王子から富田川沿いに滝尻王

子を経て山深い道を熊野本宮大社へと向かう道筋は中辺路と呼ばれ、さながら山岳信仰の修行を思い起

こさせるが、ここは平安時代から中世末頃に至るまでは多く利用されたといわれ、熊野参詣を繰り返し

た院政期の上皇達もほとんどがこのルートを辿ったとされる。また、富田川を渡り南へと向かう道筋は

大辺路と呼ばれるが、この陸路は地理的に難所が多く、ときには海路を併用しながら熊野へと向かった

ものと想定される。
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第Ⅱ章　調査に至る経緯
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第Ⅲ章　調査の方法
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第 1 節　地区割の方法
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写真 1 　遺構（土層）࣮ଌۀ࡞෩景（Ҵ੒ᶗ遺跡）

写真 2　航空ଌྔ・写真ࡱӨۀ࡞෩景
（ീஸాะ遺跡第 2 次）
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第７節　出土遺物等整理作業
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写真 4　出土遺物౳੔ཧۀ࡞෩景
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໨࠲遺跡・ീஸాะ遺跡

第Ⅳ章　各遺跡の調査成果

第 1 節　目座遺跡・八丁田圃遺跡�

第 1 項　調査に至る経緯

ͼٴळ௡ொͷീஸాะҨ੻ࢢ༧ఆ஍͕ɺాลࣄ޻ઃݐ൐͏ࣗಈंಓʹۀࣄ੎ઢلಈंಓࣗـۙ　
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۷ௐࠪΛཁ͢Δ΋ͷͱ൑அ͞Εɺஂࡒ๏ਓ࿨ՎݝࢁจԽࡒηϯλʔ͕ฏ੒ �� ʙ �� ೥౓ʹ͔͚

28.   稲成山古墳　29.   丸橋丘岩陰遺跡　30.   丸橋丘火葬墓　31.   丸橋丘遺跡　33.   東江原火葬墓　35.   糸田古墳　36.  糸田遺跡　39.  北沖代遺跡　

43.   天王原遺跡　58.   矢矧遺跡　59.  岩倉山遺跡　61.  上新田遺跡　62.  岩倉山銅鐸出土地　63.  目座遺跡　64.  八丁田圃遺跡　65.  塔の尾遺跡　

67.   峯の庄火葬墓　70.  青木古墳　72.  綾代遺跡　73.  矢矧岩陰遺跡　74.  古戸谷遺跡　87.  法丁Ⅱ遺跡　90.　目座Ⅱ遺跡　127.  礫山古墳

130.  宝乗院岩陰遺跡　132.  山崎遺跡　136.  鳥が谷岩陰遺跡　149.  下村遺跡　153.  稲成遺跡　160.  稲成Ⅰ遺跡　161.  稲成Ⅱ遺跡　

178.  万呂大谷遺跡　指 4.  高山寺貝塚

29

ඵ୎⏣ᅡ遺㊧ඵ୎⏣ᅡ遺㊧

┠ᗙ遺㊧┠ᗙ遺㊧✄ᡂϨ遺㊧✄ᡂϨ遺㊧

ਤ 1　໨࠲遺跡、ീஸాะ遺跡及びͦのपลの遺跡（ॖई೚ҙ）
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て第 1 ～ 3 次の本調査を実施した。本調査は平成 21 年度に第 1 次調査として八丁田圃遺跡、平

成 22 年度に第 2 次調査として八丁田圃遺跡及び目座遺跡、平成 23 年度に第 3 次調査として八

丁田圃遺跡及び目座遺跡について行った。

第 2 項 　位置と環境

（1）　地理的環境

　田辺市は県南部に位置し、東に紀伊山地、西に太平洋を望む中山間地域にあたる。平成 17 年

に旧田辺市、龍神村、中辺路町、大塔村、本宮町が合併して現在の田辺市となり、市総面積は和

歌山県全域の 22% を占め県内第 1 位である。市域の大半は森林となっており、日高川水系、富

田川水系、日置川水系、熊野川水系、会津川水系を有する。

　県南部の海岸線は複雑に入り組んだリアス式海岸が多くみられ、芳養湾及び田辺湾 (*5) 沿岸

には比較的発達した海岸砂丘がみられる。また紀伊山地果無山脈を源とする左会津川はその下流

域で右会津川と合流して会津川となり田辺湾に注いでいるが、この田辺湾沿岸及び会津川下流域

に広がる平野部には市街地が広がっており、近隣地域を含めた経済・産業の中心地となっている。

また、水田経営のほか、丘陵地においては梅を代表とした果樹の栽培が盛んである。

　田辺市一帯は第三紀の音無川層群が分布する音無川帯及び牟婁層群が分布する牟婁帯が占めて

いる。田辺湾沿岸の左・右会津川下流域は第四紀沖積層であり、これを中心として半円状に東方

向へ第三紀中新世の堆積とみられる田辺層群、牟婁層群が分布する。田辺層群は牟婁層群に不整

合で重なっており、上部の椿累層及び鉛山累層、下部の日置累層から成り白浜町日置付近まで分

布する。田辺層群は比較的軟質の岩盤となっていることが多く海岸部では波浪等の浸食を受けや

すいことが知られる。

（2）　歴史的環境

　田辺市域は和歌山市、御坊市に次いで遺跡数が多く、縄文時代から古代にかけて芳養川流域や

左・右会津川が合流する秋津平野及び田辺湾沿岸部に多く所在する。

　縄文時代の遺跡は会津川北岸の丘陵上に早期の高山寺貝塚 ( 指 4) があり、鹹水性の貝類に伴っ

て押型文土器（高山寺式土器、早期）が出土している。当遺跡は昭和 13 年に発掘調査が実施さ

れており、昭和 45 年に国史跡に指定されている。また発掘調査による出土遺物ではないが、目

座Ⅱ遺跡 (90) からは船元Ⅰ〜Ⅳ式、里木Ⅱ式に属する縄文時代中期の土器が出土している。

　鬼橋岩岩陰Ⅱ遺跡は海岸付近の浸食作用により形成された岩陰に営まれた遺跡であり、縄文時

代後期初頭にあたる土器のほか、石斧や石錘等の石器が出土しており、湾内での漁業活動を窺わ

せる。また、鳥が谷岩陰遺跡 (136) も同様の岩陰に営まれた遺跡であり、これらの岩陰遺跡は居

住場所としての使用というより食料獲得等のための一時的滞在によって営まれたものと考えられ

ている。また下芳養遺跡では発掘調査により前期末から中期後半の土器や石斧、石錘等の石器が

出土している。但馬遺跡は右会津川上流、中期前半から後期末の土器が確認されている。

　弥生時代は、旧田辺市域の範囲において遺跡数が急激に増加する時期であり、特に会津川流域

や芳養川流域、田辺湾沿岸部に多数の遺跡が存在する。左・右会津川に挟まれた平野に所在する

八丁田圃遺跡 (64) では縄文時代晩期や弥生時代前期、中期の土器が出土しており、拠点的な集

落遺跡であると考えられている。また弥生時代中期には会津川流域に矢矧遺跡 (58)、万呂大谷遺

跡 (178) が出現し、会津川の支流である稲成川流域には丸橋丘遺跡 (31) 等がある。また海岸線
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に近い場所に立地する遺跡として神田遺跡 (122)、田辺城下町遺跡、今福町遺跡 (103)、新庄遺

跡が確認されており、これらは出土遺物や他地域の調査例から、墓地である事がわかっている。

　後期には綾代遺跡 (72) のように低地に立地する遺跡があるものの、富山遺跡 (42)、小野遺跡、

田中遺跡、中の段遺跡、高地山遺跡、矢田ヶ谷遺跡等、やや標高の高い丘陵上に所在する高地性

集落の存在が目立つ。小野遺跡は昭和 50 年に発掘調査が行われており (*6)、眺望のきく山頂や

山腹をテラス状に整形した遺構が確認されている。

　また田辺市から御坊市にかけての地域は、全国的にみて銅鐸の出土が多いところであり、田辺

市域では 7 点が発見されているが、いずれも平野部ではなく、平野部縁辺の丘陵斜面や、山間

部においての発見である。

　古墳時代の遺跡としては、田辺湾沿岸に古目良岩陰遺跡、磯間岩陰遺跡 ( 指 5) 等の岩陰遺跡

がある。田辺層群の砂岩層に形成された海蝕洞穴を利用したものであるが、埋葬施設の存在から

古墳時代中期から後期にかけて墓地として利用されたものとみられている。磯間岩陰遺跡は発掘

調査により 8 基の石室が確認されており、被葬者とみられる人骨も残存していた。出土遺物は

土師器、須恵器、製塩土器、鉄鏃や釣針といった鉄製品のほか、鹿角製の鳴鏑や鏃等がある。後

期には田辺湾沿岸の平野部において牛の鼻古墳、後ロ谷古墳、葉糸古墳 (133)、神田古墳群 (120)、

浜田古墳群 (120) など古墳が築かれる。葉糸古墳は横穴式石室内に箱式石棺を設けて埋葬施設と

し、副葬品として須恵器のほか鉄刀、刀子、鉄鏃、馬具（金銅製飾金具）、金環が出土しており

6 世紀後半の築造とみられる。後ロ谷古墳は 2 基からなる古墳群であるが、1 基は周溝を伴うこ

とが確認されており、その形状から円墳とみられる。残存している横穴式石室からは須恵器、鉄

鏃、鉄釘のほか土師器のミニチュア炊飯具が出土しており、6 世紀末から 7 世紀前半の築造と考

えられる。

　古代の遺跡としては、8 世紀頃の創建と考えられる三栖廃寺跡があり国史跡となっている。史

跡指定地内に塔心礎も現存しており、数次の発掘調査から法隆寺式の伽藍配置が想定されてい

る。出土遺物として白鳳時代及び奈良時代の軒丸瓦のほか、石造相輪の残片がある。

　古代の瓦窯や須恵器窯跡としては中の段窯跡、奥江原窯跡 (23)、小屋川瓦窯跡 (32) 等が知ら

れている。また高尾山の中腹には高尾山経塚があり、一直線に並ぶ 1 〜 3 号の 3 基の経塚からは、

釣り環鈕を持つ青銅製経筒や和鏡、合子等が埋納品として出土している。この近くでは蓮華文軒

丸瓦、鬼瓦等も出土しており、平安時代末期から鎌倉時代初期にかかる高尾山廃寺の存在が知ら

れる。さらに田辺湾周辺の平野及びその周辺の丘陵上には火葬墓が分布する。丸橋丘火葬墓 (30)

は標高 40m の丘陵上に須恵器の蔵骨器を埋納し、和同開珎、神功開宝等を副葬する。またその

南東 500m 程に位置する標高 50m の台地上には須恵器の蔵骨器を埋納した峯の庄火葬墓があり、

いずれも奈良時代のものとみられる。

（3）　既往の調査

　八丁田圃遺跡と目座遺跡は右会津川の南にあたる沖積平野に所在し、縄文時代から鎌倉時代に

かけての遺物が確認されている。現在の地表面には条里型の地割りが顕著に残り、1 町四方ごと

に「一の坪」等、条里に関連するとみられる名称も伝えられる。

　本調査までには 2 度の発掘調査が実施されている。まず昭和 53 年に現在の会津保育所が所在

する場所において行われ、遺構は確認されていないが耕作土直下に黄褐色粘土層が存在すること
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第 3 項　調査の方法

（1）　地区割りの方法

　࣮ଌਤ࡞੒΍Ҩ෺औ্ͷࡍʹ༻͍Δ஍ׂ۠Γ͸ɺฏ
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（2）　調査区の設定

　ຊใࠂॻͰ͸ɺୈ � Βୈ͔࣍ � Δɻ͢ࠂ਺͝ͱʹ੒ՌΛใ࣍ௐࠪ·Ͱͷௐࠪ࣍

　ୈ࣍�ௐࠪ͸ௐࠪൣғ͕ߴ଎ಓ࿏ͷ٭ڮ෦෼ʹ͋ͨΔൣғ͕ର৅ͱͳͬͨɻݱঢ়͸ਫాͰ͋Γɺ

ௐࠪ༧ఆൣғͷपลʹଌྔ༻ͷج४఺Λઃ͚ɺ٭ڮ෦෼ͷҐஔΛಛఆ͢Δ࠲ඪΛٯτϥόʔεଌ

ྔʹΑΓࢉग़ͯ͠ઃఆͨ͠ɻ　

　ୈ � ઃ༧ఆൣғ͕ର৅ͱͳͬͨɻௐࠪ۠͸ௐࠪ۠ݐͼଆಓͷٴ෦෼٭ڮௐࠪͰ͸ɺ࣍ � ͔Β �

·Ͱͷ � ۠ըʹ෼͚ʢਤ �ʣɺ۷ٴ࡟ͼௐࠪ͸֤ௐࠪ۠ʹ͍ͭͯಉͨͬߦʹ࣌ɻ

　ୈ � ͼਫ࿏෦෼Λௐࠪ۠ٴಓ࿏ͷ֦ு෦෼ߦݱઃ༧ఆൣғɺݐ෦෼ɺଆಓͷ٭ڮௐࠪ͸ɺ࣍ �

͔Β̓·Ͱͷ � ۠ըʹ෼͚ͨɻಓ࿏֦ு෦෼ͱਫ࿏෦෼ʹ͍ͭͯ͸ਐ௙؅ཧ্ɺࢬ൪Λ෇ͯ͠

ʢਤͨ͠ه෼Λදࡉ ���ʣɻ֤೥౓ຖͷௐࠪҐஔ͸ਤ � ʹࣔ͢ͱ͓ΓͰ͋Δɻ

　Ҏ্ͷ௨Γઃఆͨ͠ௐࠪ۠Λɺͦͷௐࠪ࣍਺ͱௐ໊ࠪ۠ʹΑΓʮௐࠪ۠ ���ʯɺʮௐࠪ۠ �����ʯ

౳ͱݺশ͢Δɻ

（3）　基本層序

　ୈ � ʙ � ຊ૚ং͸ਤجௐࠪʹ͓͚Δ࣍ � ͷ௨ΓͰ͋Δɻ֤౔૚ͷҐஔ͸ਤ � ্ʹΞϧϑΝϕο

τ " ʙ , ʹΑΓද͍ࣔͯ͠Δɻ

　౔৭͸֤ௐࠪ۠ʹ͓͍ͯएׯҧ͍͕ݟΒΕΔ৔߹΋͋Δ͕ɺ୅දతͳ౔৭໊Λද͍ͯ͠هΔɻ
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　ୈ � ૚͸ɺ໻ੜ࣌୅ͷҨ෺แؚ૚Ͱ͋Δɻୈ �Bɺ�C ૚ʹࡉ෼͕ՄೳͰ͋Γɺ͜ͷ͏ͪୈ �B
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໨࠲遺跡・ീஸాะ遺跡

͜ͷ͏্ͪ࠷૚ʹ͋ͨΔୈ �B ૚͕࡟ฏΛड͚ɺୈ �C ૚ҎԼෳ਺ͷ૚͕࿐ग़͍ͯ͠ΔՕॴͰ͸

ͦͷ্໘ΛҨݕߏग़໘ͱͨͨ͠Ίɺୈ �B ૚Ҏ֎ͷ૚Λݕग़ͨ͠ՕॴͰ΋Ҩݕߏग़໘Λแׅతʹ

ୈ � ૚্໘ͱද͍ͯ͠هΔɻ

　Ҏ্͕جຊ૚ংͰ͋Δ͕ɺ֤ௐࠪ۠ʹ͓͍ͯ͸ਵ

ग़໘ԼݕߏԼ૚֬ೝ༻ͷτϨϯνΛઃఆͯ͠ɺҨ࣌

ͷ౔૚Λ֬ೝͨ͠ɻͦͷ݁Ռɺୈ � ௐࠪͷൣғ࣍

Λআ͖ɺୈ � ૚ҎԼʹ͸γϧτ૚͕ଯੵ͠ɺߋʹ

ͦͷγϧτ૚ͷԼ૚͸֓Ͷ઒ݪੴ͔ΒͳΔ᛽૚ͱ

ͳ͍ͬͯΔΑ͏Ͱ͋Δɻ

第 4 項　調査成果

（1）　第 1 次調査

　ୈ̍࣍ௐࠪͷௐࠪ۠ٴͼ஍ׂ۠Γ͸ਤ̑ʹࣔ͢௨

ΓͰ͋Δɻ

　஍ද໘͸ް͞ ��ᶲఔ౓ͷ੝Γ౔͕ͳ͞Ε͍ͯͨ

͕ɺඪߴ ����N ෇ۙͰݱ୅ͷਫా࡞ߞ౔ද໘Λ֬

ೝͨ͠ɻͨͩ͠চ౔͸໌֬Ͱͳ͍ɻୈ � ૚্໘ʹ͓͍ͯ໻ੜ࣌୅લظͱΈΒΕΔҨߏ໘Λ֬ೝ

͠ʢਤ �ʣɺҨݕߏग़Λͨͬߦʢਤ �ʣɻ

·ͨௐࠪͷ࠷ऴஈ֊ʹɺௐࠪ۠๺౦น෇ۙʹ͓͍ͯଯੵ૚ͷஅׂΛ͍ߦɺҨݕߏग़໘ͱͷؔ܎Λ

֬ೝͨ݁͠Ռɺਤ � ʹࣔ͢ �B ʙ �H ૚ʹ΋͔ۇͳҨ෺ؚ͕·ΕΔ͜ͱ͕൑໌͠ɺ͞ΒʹҨߏঢ়

ͷམͪࠐΈ΋ೝΊΒΕ͕ͨɺୈ � Ռɺ͜ΕΒ͸ࣗવଯੵ݁ͨ͠౼ݕௐࠪʹ͓͍ͯۙྡ஍఺Λ࣍

ͱ൑அ͞Εͨɻ

1）　遺構と遺物

遺構 1001ʢਤ �ɺਤ൛ �ʣ　୹࣠ ����N Ҏ্ɺ௕࣠ ����Nɺਂ͞ ����N ͷ౔޵Ͱɺฏ໘ܗ͸ԁܗ

Λఄ͢Δɻ໻ੜ౔ثͷখഁย � ఺͕ग़౔ͨ͠ɻຒ౔͸ ���:��� ҉փԫ৭ࠞ࠭͡ࡉΓγϧτΛج

ຊͱ͢Δɻ

遺構 1002ʢਤ �ɺਤ൛ �ʣ　୹࣠ ����Nɺ௕࣠ ����Nɺਂ͞ ���� ʙ ����N ͷ౔޵Ͱɺฏ໘ܗ͸

ฏ成 22 ೥౓ௐࠪ 	 ୈ 2 ʣ࣍
ฏ成 21 ೥౓ௐࠪ 	 ୈ 1 ʣ࣍
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ਤ 6　調査区北東壁土層ਤ
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ෆఆܗͰ͋Δɻ໻ੜ౔ثͷখഁย͕ଟ਺ग़౔ͨ͠ɻຒ౔͸ ���:��� փԫ৭ʙ ���:��� ҉փԫ৭ࡉ

࠭ࠞ͡ΓγϧτΛجຊͱ͢Δɻ

遺構 1003ʢਤ �ɺਤ൛ �ɾ�ʣ　୹࣠ ����Nɺ௕࣠ ����Nɺਂ͞ ����N ͷ౔޵Ͱɺฏ໘ܗ͸ԁܗ

Λఄ͢Δɻ໻ੜ౔ثͷഁย͕ग़౔ͨ͠ɻຒ౔͸ ���:��� փԫ৭ʙ ���:��� ҉փԫ৭ࠞ࠭͡ࡉΓγ

ϧτΛجຊͱ͢Δɻ

遺構 1004ʢਤ �ɺਤ൛ �ɾ�ʣ　୹࣠ ����Nɺ௕࣠ ����Nɺਂ͞ ����N ͷ౔޵Ͱɺฏ໘ܗ͸ԁܗ

Λఄ͢Δɻ໻ੜ౔ثͷഁย͕ग़౔ͨ͠ɻ

遺構 1005ʢਤ �ɺਤ൛ �ʣ　୹࣠ ����Nɺ௕࣠ ����Nɺਂ ͞ ����N ͷ౔޵Ͱɺฏ໘ܗ͸ԁܗΛఄ͢Δɻ

໻ੜ౔ثͷখഁย͕ग़౔ͨ͠ɻຒ౔͸ ���:��� ҉փԫ৭ࠞ࠭͡ࡉΓγϧτΛجຊͱ͢Δɻ

遺構1006ʢਤ�ɺਤ൛�ɾ�ʣ　୹࣠����Nɺ௕࣠����Nɺਂ͞����Nͷ౔޵Ͱɺฏ໘ܗ͸ԁܗΛఄ͢

Δɻ໻ੜ౔ثͷখഁยͱͱ΋ʹ໻ੜ࣌୅தظલ༿ͱࢥΘΕΔᙈఈ෦�఺͕ग़౔ͨ͠ɻຒ౔͸���:���҉

փԫ৭ࠞ࠭͡ࡉΓγϧτΛجຊͱ͢Δɻ

/
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:��56021

-�8.20N

-�8.20N

-�8.20N
"
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 1.　2.5:5�2　҉փԫ৭ࠞ࠭ࡉシルト　
礫П2ࡉ・࠭ૈ 　　 　　　　　 ʙ 3NN ඍྔ
 　　　　     　　2.5:5�3 ԫ׊৭ࠞ࠭ࡉシルト　খϒϩοクগྔ

 1.　2.5:5�2　҉փԫ৭ࠞ࠭ࡉシルト　
礫П2ࡉ・࠭ૈ 　　 　　　　　 ʙ 3NN ඍྔ
 　　　　     　　2.5:5�3 ԫ׊৭ࠞ࠭ࡉシルト　খϒϩοクগྔ

1

遺構 1006

1　2.5:6�2　փԫ৭ʙ 5�2 ҉փԫ৭ࠞ࠭ࡉシルト

　　　10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭ࠞ࠭ࡉシルト中ϒϩοクগྔ及び

　　　10:32�3 ৭ཻП5NN׊ࠇ ʙ 1DN গྔ・礫П2 ʙ 5DN ඍྔؚΉ

1

遺構 1004
1.　2.5:6�2 փԫ৭ʙ 5�2 ҉փԫ৭ࠞ࠭ࡉシルト

　　　   　10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭ࠞ࠭ࡉシルト中ϒϩοクগྔ

　　　   　10:32�3 ৭ཻП5NN׊ࠇ ʙ 1DN গྔ・礫П2 ʙ 5DN ඍྔؚΉ

1

遺構 1003

" "`"`

" "`
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60

5
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1:200
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໨࠲遺跡・ീஸాะ遺跡

　͜ͷ΄͔ɺப݀ͱ͑ߟΒΕΔϐοτج�Λݕग़͍ͯ͠Δɻ

2）　小結

　ୈ࣍�ௐࠪͰ͸Ҩݕߏग़໘্ʹ౔޵౳Λ֬ೝͨ͠ɻ·ͨ෦෼తʹαϒτϨϯνΛઃ͚֬ೝͨ͠ͱ͜Ζ

Ͱ͸ɺߋʹԼ૚ʹ͓͍ͯҨ෺แؚ૚ʢਤ�ͷୈ�Dʙ�H૚ʣٴͼҨߏͱΈΒΕΔམͪࠐΈʢਤ�ͷ"ɾ#ʣ

Λ֬ೝ͠ɺ໻ੜ࣌୅લޙظ൒ʹؼଐ͢ΔͱΈΒΕΔ౔ثย΋ग़౔͕ͨ͠ɺୈ࣍�ௐࠪʹ͓͍ͯɺ౰֘஍

఺ʹۙ઀ͨ͠ൣғΛௐࠪͨ݁͠Ռɺ͜ΕΒʢਤ�ͷୈ�Dʙ�H૚ɾ"ɾ#ʣ͸ɺҨߏ����ʢࣗવྲྀ࿏ʣʹ

ΑΔࣗવଯੵͱ൑அ͞ΕͨɻҨߏ����͸౰֘஍఺෇ۙͰ؇΍͔ͳΧʔϒΛඳ͍ͯɺ৵৯ͱଯੵΛ܁Γ

ฦ͍ͯͨ͠ͱਪଌ͞ΕΔɻ

（2）　第 2 次調査

1）　調査区の設定

　ୈ � ͼ஍ׂ۠͸ਤٴௐࠪͷௐࠪ۠࣍ � ʹࣔ͢௨ΓͰ͋Δɻ

　ਤ � ͼਤٴ � ͷ " ʹࣔ͢ͱ͓Γௐࠪ۠ ��� Ͱ͸࡞ߞ౔௚Լʹୈ � ૚͕͋Γɺ͜ͷୈ � ૚্໘

ͰҨݕߏग़Λͨͬߦɻୈ � ૚্໘͸΄΅ਫฏͰɺԼ૚͕࿐ग़͍ͯ͠ΔͱΈΒΕΔՕॴ΋͋ͬͨ

͜ͱ͔Βɺ੪Ұతʹ࡟ฏ͞Εͨ΋ͷͱ൑அ͞Εͨɻͳ͓ɺ# ͷҐஔʹୈ � ૚ͷଯੵ͕͔ۇʹଘࡏ

͢Δ͕ɺ͜ͷ෦෼͸ຒ຅ͨࣗ͠વྲྀ࿏ͷ௚্ʹ͋ͨΓɺࣗવྲྀ࿏ͷຒ຅ޙɺۼΜͩ஍ܗͱͳͬͯ

͍ͨͱ͜Ζ΁ଯੵͨ͠ୈ � ૚͕෦෼తʹ࡟ฏ͞Εͣ࢒ଘ͍ͯͨ͠΋ͷͱ͑ߟΒΕΔɻ

　ਤٴ�ͼਤ�ͷ&ɺ'ɺ(Ͱ͸ɺਫా࡞ߞ౔Ͱ͋Δୈ�૚௚Լʹୈ�૚ٴͼୈ�૚ͷଯੵ͕ΈΒΕΔɻୈ�

૚͸΄΅ਫฏʹଯੵ͠ɺલड़ͷͱ͓ΓBʙDʹ෼૚͕ՄೳͰ͋Δɻ͜ͷ͏ͪɺ্Ґͷୈ�B૚ٴͼୈ�C૚

͸ฏ҆࣌୅͔ظޙΒۙੈࠒ·ͰͷҨ෺ΛؚΈɺ͜ͷظ࣌ͷਫా࡞ߞ౔ٴͼচ౔ͱ͑ߟΒΕΔɻ·ͨԼҐ

ͷୈ�D૚͸΄΅࣭ۉͰɺฏ҆࣌୅຤͔Βதੈॳ಄·ͰͷҨ෺ΛؚΉɻ)͸ௐࠪ۠���౦ೆ୺ʹ͋ͨΔ஍

఺Ͱ͋Δɻௐࠪ۠���͸ୈ࣍�ௐࠪͷௐࠪ஍౦୺ʹҐஔ͠ɺ͜͜Ͱ͸ฏ໺෦͔Βٰྕ੄෦΁͍͔޲؇΍

͔ʹ্Δ஍ܗΛ֬ೝͨ͠ɻ·ͨҨݕߏग़໘͸ୈ�૚্໘ͱ͍ͯ͠Δ͕ɺௐࠪ۠���ͷ౦൒Ͱ͸Լ૚ͷࡉ

᛽͕࿐ग़͍ͯ͠Δɻ

ฏ成 22 ೥౓ௐࠪʢୈ 1 ʣ࣍ ฏ成 23 ೥౓ௐࠪʢୈ 2 ʣ࣍
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໨࠲遺跡・ീஸాะ遺跡

2）　遺構と遺物

調査区 2-1

遺構 2001ʢਤ �ɺਤ൛ �ʣೆ๺ʹԆͼΔࣗવྲྀ࿏Ͱ͋Δɻఈ෦

ͷϨϕϧͱௐࠪ۠पғͷඪ͔ߴΒɺ๺͔Βೆ΁ͷਫྲྀ͕ਪఆ͞

ΕΔɻຒ౔࠷Լ૚͸୸Խ෺ΛଟྔʹؚΉ΋ͷͰɺ໻ੜ౔ثย͕

ग़౔ͨ͠ɻ෯͸ �N Ҏ্ͱΈΒΕΔ͕ɺௐࠪ۠๺น౔૚Ͱ͸͜

ͷྲྀ࿏͕౦੢ํ޲ʹҐஔ΍෯Λม͍͑ͯͨࠟ੻͕Ӑ͑ɺҨ্ߏ

୺͸౦؛Ͱ໌ྎʹݕग़͞Εͨ΋ͷͷɺ੢؛Ͱ͸ۃΊͯෆ໌ྎͰ

͋ͬͨɻ·ͨ͜ͷྲྀ࿏ͷ౦؛ͱ੢؛Ͱ͸౔࣭͕ҟͳ͓ͬͯΓɺ

౦ଆ͸ࡉ᛽Λ͔ۇʹؚΉγϧτ࣭౔Ͱ͋Δ͕ɺ੢ଆ͸γϧτʹ

͕޲܏ஶͱͳΔݦͷࠞೖ͕࠭ࡉΛؚΈɺௐࠪ۠ͷ੢ଆ΄Ͳ࠭ࡉ

Ӑ͑ͨɻ͜Ε͸ྲྀ࿏౦؛Ͱ͸ਁ৯͕ɺ੢؛Ͱ͸ଯੵ͕ਐͯ͠ߦ

͍ͨ͜ͱΛࣔ͢΋ͷͱ͑ߟΒΕɺ͞Βʹ౦ଆ΁؇΍͔ͳۂઢΛ

ඳ͍͍ͯͨ͜ͱ͕ਪఆ͞ΕΔɻ·ͨͦͷྲྀྔͷมԽʹΑΓɺ੢

Γฦ͞Εͨ܁ଯੵͱྲྀࣦͱ͍͓ͯʹܗ੒͞Εͨ࠭भঢ়஍ܗʹ؛

݁Ռɺ͜͜Ͱ͸ୈ � ௐࠪͷௐࠪ۠๺౦น໘౔૚ʢਤ࣍ �ʣʹࣔ

͢Α͏ͳෳࡶͳଯੵঢ়گΛఄ͢Δ͜ͱʹͳͬͨͱ൑அ͞Εͨɻ

ຒ౔தͷ౔ثย͸ຎ໓ͨ͠΋ͷ͕ଟ͍͕ɺ໻ੜ࣌୅લޙظ൒

ͷ౔ثʢਤ ����ʣ͕੢؛ʹଯੵͨ࠭͠ࡉத͔Βग़౔͓ͯ͠Γɺ

ྲྀ࿏ͷظ࣌͸͜Εͱେࠩͳ͍΋ͷͱ͑ߟΒΕΔɻ

遺構2002ʢਤ�ɾ��ʣ　௕͞���Nɺ෯���Nɺਂ͞���ʙ���Nͷߔ

ঢ়ҨߏͰɺҨߏ����ʹྲྀΕࠐΉɻҨߏ����ʹ͸΄΅௚֯ʹ߹ྲྀ͠

͓ͯΓɺਓҝతʹ۷͞࡟ΕͨՄೳੑ͕͍ߴɻ·ͨҨߏ����ͱͷ߹

ྲྀ఺෇ۙʹ͸Ҩߏ಺͔Βݸ�ͷࣗવੴ͕ग़౔͓ͯ͠Γɺ͜͜ʹԃ౳

͕ઃ͚ΒΕ͍ͯͨՄೳੑ͕͋Δɻ໻ੜ౔ثͷᙈఈ෦ʢਤ����ʣ͕

ग़౔͓ͯ͠ΓɺҨߏ����ʹྲྀΕࠐΉঢ়͔گΒɺ͜Εͱಉظ࣌Ͱ͋

Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

調査区2-2

　ௐࠪ۠�Ŗ�Ͱ͸ܘ���ʙ���Nఔ౓ͷઙ͍ϐοτΛଟ਺ݕग़͕ͨ͠ɺ͜ΕΒ͸அ໘ʹ໌ྎͳ۷ܗΛࣔ͢

τϨϯν

τϨϯν

τϨϯν

τϨϯν

ਫ࿏

遺ߏ 2001

遺ߏ 2002A

A`

B

B`

:��5
6020

9��249610

9��249610

9��249620

9��249620

ୈ 4 ૚γϧτୈ 4 ૚γϧτ

ୈ 4 ૚
࠭ࡉ � γϧτ
ୈ 4 ૚
࠭ࡉ � γϧτ

ୈ 4 ૚࠭ࡉ�ୈ 4 ૚࠭ࡉ�

/

A`
A
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4�1�400 

-�8.00N
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33

44
5566

77
88

99
0 2m1:60

A`A

��　���:���　փന৭γϧτ　ૈ࠭ΛগྔؚΉɻܘ�ᶱఔ౓ͷࡉ᛽　　
　　　　　　　　　　　　　　ΛΘ͔ͣʹؚΉɻ
��　���:���　փന৭γϧτ　ૈ࠭Λ͔ۇʹؚΉɻ࠭ࡉΛগྔؚΉɻ
��　���:���　փԫ৭γϧτ　ૈ࠭Λ͔ۇʹؚΉɻ࠭ࡉΛগྔؚΉɻ
��　��(���　໌྘փ৭γϧτ　୸Խ෺ΛগྔؚΉɻ
��　��:3���　փԫ׊৭࠭ࡉ　ૈ࠭ΛগྔؚΉɻ

ਤ10　調査区2-1　遺構2001　土層ਤ

��　�#(���　੨փ৭γϧτ　࠭ࡉΛ͔ۇʹؚΉɻ
　　　　　ͼ୸Խ෺ΛগྔؚΉɻٴ࠭ࡉ　փ৭ૈ࠭׊　���3:��　��
　　　　　　　　　　　　　�໻ੜ౔ثยΛؚΉɻ
��　�#(���　໌੨փ৭γϧτ　෦෼తʹૈ࠭ΛؚΉՕॴ͕　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　�ΈΒΕΔɻ
��　�#(���　໌੨փ৭γϧτ　ۃΊ࣭ͯۉͰ͋Δɻجຊ૚ংͷୈ�૚
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໨࠲遺跡・ീஸాะ遺跡

΋ͷ͕গͳ͍ɻ͜ΕΒͷຒ౔͸΄΅શ͕ͯୈ�B૚ͷ

҉੨փ৭౔Ͱ͋Δɻ

遺構2191ʢਤ��ɾ��ɺਤ൛�ʣ　ܘ���Nఔ౓ͷɺ

ԁܗʹ୸Խ෺͕ूத͢ΔҨߏͰ͋Δɻ୸Խ෺͕ूத

͢Δൣғͷपғ͸౔৭͕փന৭ʹมԽ͍ͯ͠Δɻ

遺構2254ʢਤ��ɾ��ɺਤ൛�ʣ　௕ܘ���Nɺ୹ܘ

���Nɺਂ͞����Nఔ౓ͷઙ͍౔޵Ͱ͋Δɻ౔޵಺

ʹ͸໻ੜ౔͕ثਾ͑ஔ͔Εͨঢ়گͰग़౔ͨ͠ɻ໻ੜ

͸ຎ໓͕ஶ͠ث൒ͷᜱͱΈΒΕΔ͕ɺ౔ޙظ୅લ࣌

͘ɺ੬͘ଟ਺ͷഁยͱͳ͍ͬͯͨͨΊɺ෮ݩɾਤԽ

͠ಘͳ͔ͬͨɻຊདྷ༗ͬͨͱ͑ߟΒΕΔɺҨݕߏग़

໘ΑΓ্ͷ෦෼͸ܽଛ͓ͯ͠Γɺग़౔ঢ়͔گΒຒᙈ

Ͱ͋Δͱ͸͑ߟʹ͍͘ɻ

遺構2258ʢਤ��ɺਤ൛�ʣ　ܘ���ʙ���Nɺਂ͞

����Nఔ౓ͷ΍΍۱ؙํܗΛͨ͠ઙ͍౔޵Ͱ͋Δɻ

ຒ౔͸࣭ۉͰ͋Γɺ໻ੜ౔ثย͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ

遺構2289ʢਤ��ɺਤ൛�ʣ　௕ܘ���Nɺ୹ܘ���N

Λݕग़͕ͨ͠ɺҰ෦ௐࠪ۠֎ʹٴͿͨΊશ༰͸ෆ໌

Ͱ͋Δɻਂ͞͸����Nఔ౓Ͱɺຒ౔͸Ҩߏ����ͱಉ

༷Ͱ͋Δɻ

包含層の出土遺物（図29・30・31）

　ௐࠪ۠���ͷද౔૚͔Β͸ۙੈಃ࣓ثͷຎ໓ͨ͠খยͷ΄͔ɺݹ෿࣌୅Ҏ߱ͷҨ෺΋ग़౔͍ͯ͠Δɻ

͸֬ೝ͞Ε͍ͯͳ͍ɻߏͷҨظ࣌ճͷௐࠪʹ͓͍ͯಉࠓͩͨ͠

　ௐࠪ۠���ͷแؚ૚ʢୈ�૚ʣ͔Β͸໻ੜ࣌୅ٴͼฏ҆࣌୅ظޙͷҨ෺ʢਤ��ɾ�ʙ��ʣ͕ग़౔ͯ͠

͍Δɻ��͸ੴଳͰ͋Δ͕ຎ໓͕ஶ͘͠ɺ�෼ͷ�Ҏ্Λܽଛ͍ͯ͠Δɻ࢒ଘ෦෼ʹ͸ਨ͕޸Ұ෦֬ೝͰ

͖ɺજΓ޸ͱ͍ͬͨಛ௃͕Ӑ͑ΔɻજΓ޸͸Ґஔ͔ΒΈͯ�Օॴ͍҃͸�Օॴʹɺฏߦ	��
ʹઃ͚ΒΕͨ

΋ͷͱ͑ߟΒΕΔɻੴࡐ͸΍΍ԫ৭͕͔ͬͨന৭Ͱ͋Δ͕ɺछྨͷ൑ผ͸ࠔ೉Ͱ͋Δɻઠํ޸๏ʹજΓ

Ҏ߱ͷ΋ͷͱਪఆ͞ΕΔɻظޙ୅࣌ͷٕ๏Λ༻͍͍ͯΔ͜ͱ͔Βɺฏ҆޸

調査区 2-3

　ௐࠪ۠���Ͱ͸ௐࠪ۠੢൒ʹୈ�૚ͷଯੵ͕͋Γɺ౦൒Ͱ͸ݱ୅ͷ࡞ߞ౔௚Լ͕ୈ�૚ͱͳΔɻୈ�૚

ΑΓԼ૚͸᛽Λओମͱ͢Δ૚ͷଯੵ͕༗ͬͯɺௐࠪ۠౦୺෇ۙͰ͸ͦΕ͕ୈ�૚্໘·ͰٴΜͰ͍ͨͨ

Ίɺୈ�૚্໘ٴͼ͜ͷ᛽૚্໘ͰҨݕߏग़Λͨͬߦɻग़౔Ҩ෺͸ɺ໻ੜ౔ثͷখย౳͕͔ۇʹग़౔͠

ͨɻ

遺構2335ʢਤ��ɺਤ൛�ʣ௕͞���Nɺ෯���Nͷܣ൞ঢ়ͷҨߏͰ͋Δɻୈ�૚্໘ʹ͓͍ͯୈ�૚ͷ࿐ग़

͕ೆ๺ํ޲ͷଳঢ়ʹೝΊΒΕΔ΋ͷͰɺਫాҨߏͷܣ൞Ͱ͋ΔՄೳੑΛݕ౼͕ͨ͠ɺपғͱͷൺࠩߴ͸

਺ᶲͱ͔ۇͰɺ·ͨྠֲ΋ඇৗʹෆ໌ྎͰ͋Δ͜ͱ౳͔ΒɺͦͷՄೳੑ͸௿͍΋ͷͱ͑ߟΒΕΔɻ

遺構2336ʢਤ��ɺਤ൛�ʣ　ೆ๺ʹ௕͞����NʹΘͨΓݕग़͞Εͨߔঢ়ҨߏͰɺ෯͸๺ଆͰ���Nɺೆ

ଆͰ���NΛଌΔɻҨ෺͸໻ੜ౔ثย౳͕ग़౔͓ͯ͠Γɺಉظ࣌ͷҨߏͰ͋ΔՄೳੑ͕͕͍ߴɺ͍ͣΕ

-�8�00N
C C`

:�-55994

9�
-2

49
62

0 aa`

b b`

0 2m1:80

a a`
-ʹ8.00̼

ઙ͍Ԝみ

遺構 1001

1.　5:5�2　փΦϦʔϒ৭シルト　

2.　5:5�1　ԫփ৭シルト　

3.　5:5�1　ԫփ৭シルト　࠭ࡉΛগྔؚΉ

4．5B(5�1　੨փ৭ܘ　࠭ࡉ 1 ʙ 2 ᶱの礫ΛۇかʹؚΉ

1122

33
4

ਤ 11　

調査区 2-1　遺構 2002　平面及び土層・断面ݟ௨͠ਤ

4�1�80
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も摩滅の著しい小片であり、時期の特定は難しい。

3）　小結

　第2次調査では、調査区2-1から2-3にわたる東西約250mの範囲において、その旧地形を把握するこ

とができた。調査区1-1は現況で削平されているが本来は微高地であったと推定され、そこから東へ徐

々に標高が下って調査区2では低地となる。さらに調査区3では調査地東側の丘陵へ向かい緩やかに上

る傾斜となる一連の地形を復元することができる。

　調査区2ｰ2では第4層の上面において広く堆積する第3a層が確認された。第3a層の厚さは場所によっ

て不均一であるが、第4層上面の地形に沿ってより標高の低い箇所へ集中し、南北方向に延びる数条の

流路状の痕跡を残していることから、この低地に一時的な第3a層の流入があったと考えられる。

　またこの第3a層の堆積はその上面及び下面において一部撹拌された状況が窺え、調査区2-2を含む一

帯は絶えず水が流れ込む低湿地となっていたことが推定される。

（3）　第 3 次調査

1）　調査区の設定

　 調査区のうち、調査区 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5-1、3-7-4 は八丁田圃遺跡、調査区 3-5-2、3-6

は目座遺跡にあたる。調査対象地は橋脚及び側道、水路の建設予定地となった場所であり、各調

査区の地区割り（小区画）は図 18 に示すとおりである。

　調査区 3-1 と、3-2 の西半部分は第 4 層まで大きく削平を受けており、弥生時代の遺構は残存

していなかった。このことから、少なくとも調査区 3-1 から現有の道路と水路の範囲を含み調査

区 3-2 まで及ぶ東西 70m あまりにわたり削平を受けているものと考えられる。調査区 3-3 の第

4 層上面は東南方向へ緩やかに下る傾斜となっており、溝等の遺構が検出されている。

　調査区 4、3-7-1、3-5-1、3-5-2、3-6、3-7-1、3-7-2、3-7-3、3-7-4 にあたる一帯は弥生時代以

降も低湿地であったと考えられ、当該各調査区で検出された第 2 層はこれらの調査区を含む東

西 80m 以上の広い範囲にわたって堆積する。

　調査区 3-6 では、第 4 層が東へと緩やかに上ることを確認しており、当該調査区付近が低湿地

の東端にあたるようである。

2）　遺構と遺物　

調査区 3-1

　現状では水田または畑地であり、調査区内のほぼ全面において、現代の耕作土である第1層の直下に

第4層が検出された。この第4層上面では更に下層の第4b層等（図22）が露出しており、調査区の全体

にわたって斉一的に削平を受けていることが明らかである。

遺構3001（図版7）　調査区の東端に検出された遺構で、土坑の一部分であると考えられる。南北

2.7m前後、東西3.0m前後にわたり、不定形な平面形状を呈するが、底面は比較的平坦である。ここか

ら弥生土器の壺底部が出土している。

調査区3ｰ2

　調査区3-2の西半部分は削平を受けており、この範囲に遺構は検出されなかった。しかし、東端で第

2層及び第3層を確認しており、第2層上面では畦畔状の遺構を検出した（図20）。この畦畔が検出さ

れた位置にはかつて里道が存在したとのことで、その里道はこの畦畔状遺構を踏襲したものであると判

断される。この畦畔状遺構を形成する第2層を除去後に第4層を検出したが、調査区西半に検出した第
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໨࠲遺跡・ീஸాะ遺跡

写真 2　第 3a 層の堆積　（調査区 2-2 南壁、北から）

ୈ 3B ૚ଯੵൣғ

:�-55900

:�-55850

9�-249700

/

遺ߏ 2289遺ߏ 2289

遺ߏ 2254遺ߏ 2254

τϨϯντϨϯν

遺ߏ 2258遺ߏ 2258

遺ߏ 2191遺ߏ 2191

ྲྀਫࠟ跡ྲྀਫࠟ跡

10m0 1:400

ਤ 12　調査区 2-2　遺構഑ஔਤ　　4�1�400 

ਤ 13　調査区 2 Ŗ 3　遺構഑ஔਤ　4�1�300

写真 3　調査区 2 Ŗ 3 北壁土層（礫層部分、南から）
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1.　10B(4�1҉੨փ৭シルト　୸Խ物ΛগྔؚΉ
　　5B7�1໌੨փ৭シルトΛগྔ、֧፩状ʹؚΉ

ਤ15　調査区2-2　遺構2289࣮ଌਤ

1.　10B(4�1҉੨փ৭シルト　୸Խ物ΛগྔؚΉ
　　5B7�1໌੨փ৭シルトΛগྔ、֧፩状ʹؚΉ

ਤ14　調査区2-2　遺構2258࣮ଌਤ

ਤ17　調査区2-2　遺構2191࣮ଌਤ

ਤ16　調査区2-2　遺構2254࣮ଌਤ

�C૚্໘ʹ࿈ଓ͢Δ΋ͷͰ͸ͳ͘ୈ�C૚ͷ্૚ʹ͋ͨΔୈ�B૚Ͱ͋Δͱ൑அ͞Εɺ໻ੜ࣌୅ͷҨߏ໘

ଘ͍ͯ͠Δͷ͸͜ͷୈ�૚ʹ෴ΘΕͨൣғͷΈͰ͋ΔͱΈΒΕͨɻ࢒͕

遺構3008　௕͞����NʹΘͨͬͯݕग़͞Εͨߔঢ়ҨߏͰɺ෯���Nɺਂ͞����NͰ͋Δɻ෯ɺਂ͞ͱ΋

΁ͱਫͷྲྀΕ͕͋ͬͨ΋ͷͱਪఆ͞޲ҰͰɺఈ෦ͷϨϕϧ͔Β๺౦͔Βೆ੢ํۉ΅΄ग़ͨ͠ൣғͰ͸ݕ

ΕΔɻਤ��ʹࣔ͢౔૚ͷୈ�B૚͸Ҩߏ����ͷຒ౔ٴͼௐࠪ۠���Ҏ੢ʹ͓͍ͯൣ޿ғʹଯੵ͢Δ΋ͷ

Ͱ͋Δɻ౔૚͔Β͸ɺୈ�B૚͕Ҩߏ����ͷ੢ଆ͔ΒҨߏ಺ʹྲྀೖ͠ɺҨߏ���ͱͨ͠Ґஔ͔Β౦ଆ΁

ҲΕग़͍ͯΔ༷͕ࢠӐ͑ΔɻҨ෺͸ಥଳจܥͱΈΒΕΔ໻ੜ౔ثʢ��ʣ͕ग़౔͓ͯ͠ΓɺҨߏͷؼଐ

Ͱ͋Δͱ൑அ͞ΕΔɻظ୅લ࣌͸໻ੜظ࣌

遺構3009　ೆ๺ɺ౦੢ͱ΋���NҎ্ͷෆఆܗΛͳ͢ઙ͍౔޵Ͱ͋Δ͕ɺୈ�B૚͕Ҩ͔���ߏΒྲྀग़͠

ͨՕॴ͕౔޵ঢ়Λఄͯ͠ݕग़͞Εͨ΋ͷͰ͋Δͱ൑அ͞Εͨɻ

調査区3-3

　ௐࠪ۠���Ͱ͸ୈ�૚্໘ʹ͓͍ͯҨߏ����ɺ����౳Λݕग़ͨ͠ɻ

遺構3007　Ҩߏ����͸ߔঢ়ͷԜΈΛͯ͠࢒ຒ຅͓ͯ͠ΓɺͦΕ΁ྲྀΕࠐΜͩγϧτͷଯੵൣғΛҨߏ
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遺構3008　ௐࠪ۠���ʹ͓͍ͯݕग़͞Εͨߔঢ়ҨߏͱಉҰҨߏͰ͋Δͱ൑அ͞ΕΔ΋ͷͰ͋Δɻ

౰֘ௐࠪ۠Ͱ͸௕͞����N͕ݕग़͞Ε͓ͯΓɺௐࠪ۠���ͱ߹Θͤ௕͞��Nఔ౓ͱͳΔɻҨ෺͸Ꮟ͖ੴ

ʢਤ�����ʣ͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ

調査区3ｰ4

ग़͍ͯ͠Δʢਤ��ʣɻ·ͨɺୈ�૚ҎԼʹ͸ௐࠪ۠શମݕΛߏ൞ঢ়Ҩܣɺޙڈ౔ͷআ࡞ߞ୅ͷਫాݱ　

ʹୈ�B૚ͷଯੵ͕ΈΒΕɺҨݕߏग़໘Ͱ͋Δୈ�૚্໘Ͱ͸ۙ͘ج��ͷϐοτٴͼ౔ݕ͕ج�޵ग़͞Ε

͕ͨɺຒ౔͸͍ͣΕ΋ୈ�B૚Ͱ͋ΓɺҨ෺Λ൐Θͳ͍͜ͱ͔Βथࠜͷࠟ੻౳Ͱ͋ΔՄೳੑ΋͋Δɻಉ

༷ͷҨߏ͸ୈ࣍�ௐࠪʹ͓͚Δௐࠪ۠���Ͱ΋ݕग़͍ͯ͠Δɻௐࠪ۠தԝʹ͸ୈ�B૚Λຒ౔ͱ͢Δྲྀਫ

ࠟ੻͕ݕग़͞Εͨɻ

畦畔状遺構2ʢਤ��ʣ　ୈ�૚্໘ʹݕग़͞ΕͨҨߏͰɺௐࠪ۠ͷ๺੢͔Βೆ౦΁௕͞໿���N͕ݕग़͠

͍ͯΔɻ෯����̼ఔ౓Ͱ͋Δɻ౰֘Ҩߏͷ๺ଆͰ͸ୈ�C૚ɺೆଆͰ͸ୈ�B૚Λ֬ೝ͍ͯ͠Δ͕ɺ͜ͷ

͜ͱ͸ܣ൞ͷ๺ଆͱೆଆͰ͸ਫాচ౔ͷ͞ߴʹҧ͍͕͋Δ͜ͱΛࣔ͢ɻ

遺構3063ʢਤ��ʣ　ୈ�૚্໘ʹݕग़͞ΕͨҨߏͰɺຒ౔͸ୈ�B૚Ͱ͋Γɺୈ࣍�ௐࠪͷௐࠪ۠�Ŗ�౳

ͷখย͕ग़౔͍ͯ͠Δثग़͞Ε͍ͯΔྲྀਫࠟ੻ʹ͋ͨΔͱΈΒΕΔɻҨ෺͸ୈ�B૚த͔Β໻ੜ౔ݕʹ

͕ɺຎ໓͕ஶ͘͠ɺثछ౳͸ෆ໌Ͱ͋Δɻ

調査区3-5

　ௐࠪ۠���͸ٴ�����ͼ�����ʹ෼͔Εɺ͍ͣΕ΋ಓ࿏ͷ֦ு෦෼ʹ͋ͨΔɻʢਤ��ʣ

　ௐࠪ۠�����͸ಓ࿏ͷ੢ଆʹԊ͏ௐࠪ۠Ͱɺୈ�૚͔Βۄ؅ʢ��ʣ͕ग़౔ͨ͠ɻୈ�૚্໘ͰҨݕߏग़

Λ͕ͨͬߦɺҨߏ͸ݕग़͞Ε͍ͯͳ͍ɻௐࠪ۠શମʹୈ�B૚ͷଯੵΛݕग़͍ͯ͠Δ͕ɺ౔৭͸ௐࠪ۠

���Ͱͷݕग़࣌ͱಉ༷Ͱ͸ͳ͘ɺ΍΍໌Δ͍৭ௐΛఄ͢Δɻ

畦畔状遺構3ʢਤ��ʣ　ௐࠪ۠�����Ͱ͸ୈ�૚্໘ʹܣ൞ঢ়Ҩߏ�Λݕग़ͨ͠ʢࣸਅ�
�ʣɻ௕͞͸

����NΛଌΓɺ෯͸΄����NͰ΄΅ҰఆͰ͋Δɻ·ͨௐࠪ۠ೆଆͰ͸͜Εʹ൐͏ͱΈΒΕΔྻߌ΋ݕग़
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ਤ 18　第 3 次調査　調査区及び地区割（খ区ը）
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͞Εͨɻ·ͨ౰֘ҨߏΛܗ੒͢Δୈ�૚͔ΒҨ෺ͷग़౔͸ͳ͍

͕ɺ͜Εʹ൐͏ͱΈΒΕΔਫా࡞ߞ౔͔Β͸ۙੈಃ࣓ث౳͕ग़

౔͓ͯ͠Γɺۙੈࠒ·Ͱܣ൞ͱͯ͠ଘଓͨ͠Մೳੑ͕͍ߴɻஅ

໘͔Β͸ɺਫాͷচ౔͕౦ଆʹ͓͍ͯ΍΍͘ߴɺ੢ଆ͕௿͘ͳ

Δঢ়͕گӐ͑Δɻ

遺構3086ʢਤ��ʣ　௕ܘ���Nɺ୹ܘ���Nɺਂ͞����Nͷପԁ

ʹքڥͰ͋Δɻຒ౔͸�૚ʹ෼͔ΕΔ͕ɺ྆૚ͷ޵Λͳ͢౔ܗ

൘ঢ়໦ยͷࠟ੻Λݕग़ͨ͠ɻ໦ย͸थൽʹ͍ۙ෦෼Ͱ͋Γɺε

Ϊ·ͨ͸ώϊΩͱ൑அ͞Εͨɻຒ౔͸͍ͣΕ΋Ҩߏ΁ͷྲྀΕࠐ

Έͱ൑அ͞Εɺຊདྷ౔޵Λ෴͏Α͏ʹ൘ঢ়ͷ໦ย͕ඃͤΒΕͯ

͍ͨ΋ͷͱਪఆ͞ΕΔɻ

調査区3ｰ6

　ୈ�૚্໘ͰҨݕߏग़Λ͕ͨͬߦɺҨߏ͸ݕग़͞Ε͍ͯͳ

͍ɻୈ�B૚ͷଯੵ͸͜͜Ͱ΋֬ೝ͞Ε͕ͨɺௐࠪ۠ͷ੢൒෼

Λ෴͏ఔ౓ʹͱͲ·Δɻ·ͨɺୈ�૚্໘͸౦ଆ΁͔ͯͬ޲Ώ

Δ΍͔ʹ্Γɺ౰֘ௐࠪ۠ۙล͸௿࣪஍ͷ౦୺ʹ͋ͨΔ΋ͷͱ

ΒΕΔɻ͑ߟ

調査区3-7

　ਫ࿏ͷઃஔ༧ఆ஍ͱͳ͍ͬͯΔ෦෼Ͱɺௐࠪ۠�����ɺ�����

ɺ�����ɺ�����ͷ֤ௐࠪ۠ʹ෼͔ΕΔɻϐοτঢ়ͷҨ͕ߏෳ਺

ߴग़͞Ε͕ͨɺௐࠪ۠���ಉ༷ɺथࠜͷࠟ੻Ͱ͋ΔՄೳੑͷݕ

͍΋ͷͰ͋Δɻ౰֘ௐࠪ۠ʹ͓͍ͯ͸ୈ�B૚ͷ͕޿ΓΛݕग़

͍ͯ͠Δɻ

（5）　小結

　ୈ࣍�ௐࠪʹ͓͚Δ੒Ռ͸ܣ൞ঢ়Ҩߏͷݕग़ɺߔঢ়Ҩٴ����ߏͼ����ͷݕग़ɺୈ�B૚ͷൣғͱଯੵ

ঢ়گͷ֬ೝ౳͕͛ڍΒΕΔɻ

Δ͢ࡏೝΊΒΕͨɻീஸాะҨ੻͕ॴ͕ࠩߴग़͸ɺͦͷ྆ଆʹ͓͚Δਫాচ౔໘ʹൺݕͷߏ൞ঢ়Ҩܣ　

ฏ໺Ұଳ͸๺͔Βೆ΁͔͚ͯɺ·ͨɺ๺౦ଆͷࢁ੄͔Βฏ໺தԝ෦΁͚ͯ޲ඪ͕ߴԼΔ͕ɺܣ൞ঢ়Ҩߏ

ͷํ޲͸͜ΕʹରԠ͠ਫా΁ͷਫճΓΛྀͯ͠ߟ੔උ͞Εͨ͜ͱʹΑΔͱ͍͑Δɻ

ೝΊΒΕΔ΋ͷͷɺ͍ͣΕ΋๺౦͔Βೆ੢ํ͕ࠩʹظ࣌ଐؼͼ����͸ɺͦΕͧΕͷٴ����ߏঢ়Ҩߔ　

Εͨ΋ͷ͞࡟۷ʹ޲Ԋͬͨํʹܗͷ஍࣌ઢʹԊ͏΋ͷͰɺ౰ߴԆͼ͓ͯΓɺ͜Ε͸ୈ�૚্໘ͷ౳ʹ޲

ͱ͑ߟΒΕΔɻௐࠪ۠ٴ���ͼ���ʹ͓͚Δ࡟ฏͷঢ়͔گΒΈΕ͹ɺچ஍ܗͰ͸͜ͷ෇͕ۙ࠷΋ߴॴͰ

͋ͬͨ͜ͱ͕ਪఆ͞Εɺ͜ࡏݱͷҐஔʹ͋Δਫ࿏͕ओʹᕲᕱ༻Ͱ͋Δ͜ͱ͔Β͢Ε͹ɺҨٴ����ߏͼ

����΋ಉ༷ͷػೳΛ૝ఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ͞Βʹݱ༗ͷਫ࿏͸ҰଳʹΈΒΕΔ৚ཬܕ஍ׂͷ޲܏ͱ

෇߹͠ɺ͜ͷͱ͖ʹ੔උ͞Εͨ΋ͷͱਪఆ͞ΕΔɻ

　ୈ�B૚͸ɺௐࠪ۠���ɺ���ɺ�Ŗ�ʹ͔͚ͯͷൣ͍޿ғͰଯੵ͕֬ೝ͞Ε͕ͨɺௐࠪ۠�Ŗ�ʹ͓͚ΔҨ

͔����ߏग़ͨ͠΋ͷͰ͋Δ͜ͱ͕൑໌ͨ͠ɻҨྲྀ͔ͯͬ޲ʹग़ʹΑΓɺ͜ͷ෦෼͔Β௿஍ݕ����ͷߏ
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　ਤ 29 遺物࣮ଌਤ

写真 4　第 3a 層遺物出土状況　（調査区 2-2）
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塗屋城跡

第２節　塗屋城跡

第 1 項　調査に至る経緯

（1）　調査に至る経緯

　近畿自動車道紀勢線事業に伴う田辺～すさみ町間の自動車道建設により、その建設予定地が塗

屋城跡として文化財包蔵地に指定されている範囲にかかることとなった。これにより、県文化遺

産課ではこれにかかる平野部及び丘陵部について平成 21 年度に分布調査を実施した。この第 2

次調査によりそれまで知られていた曲輪と堀切の存在が改めて確認され、さらに竪堀の可能性が

あると考えられる地形も 2 箇所に認められたため、丘陵部について記録保存措置をとることと

なった。また、丘陵北側に存在する平野部についても試掘調査が実施されたが、その結果、埋蔵

文化財の存在する可能性はきわめて低いと判断された。

　以上の経緯により、財団法人和歌山県文化財センターは国土交通省近畿地方整備局紀南河川国

道事務所の委託を受け、発掘調査業務を実施した。

　掘削作業に先立ち、調査範囲内において伐木・伐竹作業を行った。伐木・集積作業は、重機の

進入できない急斜面については人力で実施した。

　掘削作業は、調査範囲内の大部分が急傾斜地であったことにより、重機の進入できない範囲に

ついては表土から人力掘削を行った。掘削土は重機により移動して用地内に仮置きした。また、

調査終了後は斜面から流出する濁水への対策として、調査地北側の丘陵裾平坦部に沈砂池を設け

た。この発掘調査と並行し応急整理として遺物の洗浄及び登録を行った。

第 2 項　位置と環境

（1）	 地理的環境

　上富田町は西牟婁郡の西部に位置し、北は田辺市、南は白浜町と境を接する。町内を北東か

ら南西へと流れる富田川は奈良県十津川村、果無山脈に源を発する延長 46㎞の二級河川である。

紀伊水道に流れ込む富田川は中流域の上富田町付近においてその両岸に沖積平野と河岸段丘を

形成しているが、塗屋城跡はその北岸の平野部北西端に位置する、丘陵から半島状に張り出す

標高約 51m を最高所とする尾根先端付近に所在し、川沿いに東方向へと広がる平野を一望する

ことができる。田辺市の会津川下流域の平野へは約 5㎞ほどの距離にあるが途中丘陵地を隔てお

り、現在は主要な交通路として国道 42 号のほか JR 西日本紀勢本線が山間を縫って南北に延びる。

なお、本遺跡は JR 西日本朝来駅の南西約 200m に位置する。

（2）　歴史的環境

　上富田町内には、縄文時代から近世にかけての遺跡が数多く存在する。

　縄文時代の遺跡としては早期とみられる石斧や後期の土器、石器が出土した平見遺跡（19）、

後期、晩期の土器、石器が出土した市ノ瀬遺跡があり、両者はともに富田川とその支流との合流

地点に立地する点が共通している。

　弥生時代の遺跡は 20 数箇所が確認されており、富田川及びその支流である岡川流域に多くが

所在する。塗屋城の西約 1.5㎞の丘陵地には朝来銅鐸出土地がある。
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ਤ 1　ృ԰৓跡及びपลの遺跡　4�1�25,000
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第 3 項　調査の方法

（1）地区割りの方法
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（2）　基本層序
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第 4 項　調査成果

（1）　遺構　
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第 5 項　まとめ
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ਤ 5　堀切セクションベルト土層ਤ
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ਤ 1　大ݹⅡ遺跡及びपลの遺跡（ॖई೚ҙ）

第 3 節　大古Ⅱ遺跡

第 1 項　調査に至る経緯

ᶘҨ੻ɺ҆୐ຊ৓੻ݹΑΓɺେʹࣄ޻ઃݐ൐͏ాลʙ͢͞Έொؒͷʹۀࣄ੎ઢلಈंಓࣗـۙ　

ͱͯͦ͠ΕͧΕຒଂจԽࡒแଂ஍ͱͳ͍ͬͯΔ �Օॴͷൣғʹࣗಈंಓ͕ݐઃ͞ΕΔ͜ͱͱͳͬ

ͨɻ͜ͷͨΊݝจԽҨ࢈՝͕ฏ੒ �� ೥౓͔Β �� ೥౓ʹ͔͚ͯ۷֬ࢼೝௐࠪΛ࣮ͨ͠ࢪɻ
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　試掘確認調査は、大古Ⅱ遺跡では開発予定範囲内の 10 箇所にトレンチを設定し調査を行った

ところ、そのうちの 8 箇所において弥生時代の遺物が出土し、遺構面 2 面が確認された。その

結果を受け、橋脚の設置が予定されている 4 箇所（調査区 1、2、3、4）について本調査が実施

されるはこびとなった。

　安宅本城跡では開発予定範囲内に 5 箇所のトレンチを設定して試掘確認調査を実施しており、

このうち１箇所で旧河道が、他の２箇所で溝状遺構や土坑が検出された。そのため当該地点が遺

跡の縁辺部にあたると判断され、橋脚の設置が予定されている 2 箇所（調査区 1、2）について

本調査が実施された。

　大古Ⅱ遺跡では平成２3 年度に、当初橋脚部分にあたる 4 箇所について本調査を実施したが、

その際各調査区は橋脚工事と調整しつつ実施しており、調査区 3 にあたる範囲は橋脚工事の作

業ヤードとして使用することとなったため、当該調査区の調査は次年度に持ち越した。また調査

区 5 は平成２４年度の調査において、調査開始後に新たに調査対象として追加となった調査区

である。

第 2 節　位置と環境

（1）　地理的環境

　大古Ⅱ遺跡は日置川下流域、河口付近の右岸に位置する。当該地域一帯は紀伊山地の西側縁辺

にあたり、急峻な山間を蛇行する河川はその河口付近においてわずかに堆積平野を形成する傾向

にあるが、日置川河口域周辺はそういった堆積平野の一つで、比較的安定した平地が広がること

から、縄文時代から弥生時代、古代、中世にかけての遺跡が集中するところとなっている。

（2）　歴史的環境

　大古Ⅱ遺跡周辺における縄文時代の遺跡としては大古Ⅰ遺跡（6）があり、ここでは縄文時代

前期末の大歳山式土器、中期初頭の鷹島式土器、後期の元住吉山式土器が出土している。

　日置川左岸の安宅遺跡（4）では 1975 年に発掘調査が実施されており、弥生時代とみられる

溝が検出された。またその北約 100m に所在する八幡山城跡（9）では弥生時代後期の土器が出

土しており、高地性集落の存在が推定される。さらにその北 100m に位置する矢田遺跡（5）で

は石包丁が採集されており、弥生時代の生活圏が河口域一帯に広がっていた様子が窺える。

　古墳時代の遺跡は、古墳時代前期とみられる集落跡が安宅遺跡で検出されているが、現在まで

のところ古墳は確認されていない。

　古代において、この日置川下流域は、律令制下の牟婁郡に属したものと推定される。八幡山城

跡では 2004 年の調査において永楽通宝等とともに富本銭が出土しており、古代から中世におけ

る貨幣の取り扱いや流通を探る資料として貴重な発見である。日置川右岸の大古集落北側に位置

する長寿寺はその創建年代が不明であるが、その境内地からは暦応 5(1342) 年の刻書がある備前

焼大甕が出土しており、紀年銘を持つ備前焼としては最古のものである。長寿寺に伝わる平安時

代中期（10 世紀後半）の作とみられる本尊の薬師如来像、脇侍の日光、月光菩薩は必ずしも創

建年代を示すものとは言えないが、少なくともその頃には当地域に寺院が造営され、一帯の中核

地域的な様相を呈していたことも推定される。

　鎌倉時代前期の天福元 (1233) 年には、当該遺跡を含む範囲における安宅荘の成立が文書によ

り明らかとなっているが、中世には安宅氏が安宅荘とその周辺一帯に大きな影響力を持つように
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第 3 項　調査の方法

（1）　地区割の方法
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（2）　調査区の設定
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第 4 項　調査成果

（1）　第 1 次調査
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2）　調査区 1

古代・中世の遺構
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遺構 1001　東西に延びる溝状遺構である。幅 0.6 ～ 1.9m、深さ 0.05 ～ 0.25m で、遺物は土器

の細片が出土する程度である。

遺構 1002　浅い溝状遺構で、柵状遺構 2 に沿って東西に延びる。幅 15 ～ 20㎝、深さ 5㎝で、

長さ 8m を測る。遺物は出土しておらず時期は明らかではないが、柵状遺構 2 との位置関係から、

柵状遺構に伴う遺構であると考えられる。

柵状遺構 1　東西に並ぶ 6 基のピットから成る。各ピットは直径 20 ～ 28㎝、深さ 10㎝程度で、

間隔は 1.5 ～ 2.6m と開きがあるが、ほぼ一直線に並び長さは 11m までを確認しているが、調

査区 2 において検出された柵状遺構 1 と位置関係や方向において同一性が認められることから、

一連のものであると考えられる。時期については遺構 1 の埋土上に検出されていることから、

遺構 1 より新しい時期に属すると判断される。

柵状遺構 2　東西に並ぶ 7 基のピットから成る。各ピットの規模は柵状遺構 1 とほぼ同じで、長

さは 11.5m を測る。柵状遺構 1 及び 2 は 9.5m の間隔を空けて平行に設けられている。

弥生時代の遺構

　第 2 遺構面（第 4 層上面）で検出された遺構は埋土に少量の弥生土器片を包含するのみであ

るが、第 3 層は弥生時代の遺物を含む包含層であり、当該遺構面で検出された遺構は弥生時代

以降に属すると考えられる。

遺構 1018　平面形が円形を呈する土坑で、直径 1.0m、深さ 0.3m を測る。

遺構 1019　平面形が楕円形を呈する土坑で、長径 1.3m、短径 1.0m、深さ 5㎝である。

畦畔状遺構 1　幅 0.3m ～ 0.7m で、L 字状に検出された。長さは東西 11.0m、南北 6.8 ｍであり、

最もよく残存する箇所で高さは 0.1m 程度である。

3）　調査区 2

近世の遺構

　第 1 遺構面では近世とみられる溝状遺構のほか、調査区 1 から連続するとみられる柵状遺構

を検出した。

遺構 2001　調査区の東壁に沿って幅 4m 以上、長さ 21m を測るが、調査区内に検出されたのは

全体のうちの一部分であると考えられ、幅は更に広くなるものと推定される。埋土は砂質土で崩

落の恐れがあったため、掘り下げは上端から 1.5m までとしたが、出土遺物には近世陶磁器があり、

近世以降に大部分が埋没したものと考えられる。

柵状遺構 1　調査区 1 において検出した柵状遺構 1 に連続するものと考えられ、ほぼ一列に並ぶ

5 基のピットを検出した。これらのピットは直径 0.1 ～ 0.28m、間隔は 1.2 ～ 2.1m で、調査区 1

で検出したものを含めれば、延長 37m 以上となる。

弥生時代の遺構

　第 2 遺構面では弥生時代に帰属するとみられる柱穴、土坑を検出した。柱穴は調査区中央付

近から東側に集中する傾向があったものの、掘立柱建物のプランを示すものはない。

4）　調査区 4

古代の遺構

　第 1 遺遺構面では、古代の掘立柱建物 1 棟分の柱穴を検出した。

掘立柱建物 1　3 間× 2 間で柱穴は 10 箇所を検出。更に建物内には補助的に設けたとみられる
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柱穴を 1 箇所確認している。また柱穴底部において、検出時とは異なる位置に柱当りを確認で

きる等、同じ位置において建て替えを行った形跡がみられる。更に建物の北側（遺構 14）、南側

（遺構 4015）及び東側（遺構 4016）に幅 30 ～ 50㎝の浅い溝を検出しており、当該建物に伴う

遺構と考えられる。柱穴間は概ね 2.0m であるが、北東隅にあたる柱穴がやや西側に食い違いを

見せており、出入口の存在等が想定できる。掘形は隅丸の正方形または長方形に近い平面形で 1

辺 60 ～ 90㎝を測り、柱痕の直径は 20㎝程度である。柱穴からの出土遺物は弥生土器の小片や

石器のみであるが、形状や規模等からみて時期は古代に帰属するものと考えられる。

弥生時代の遺構

　第 2 遺構面では、弥生時代のものとみられる多数の土坑及び集石遺構を検出した。

遺構 4020（図 11）　長径 1.6m、短径 0.9m、深さ 0.2m の楕円形を呈する土坑である。

遺構 4022（図 11）長径 0.8m、短径 0.5m、深さ 0.2m の楕円形を呈する土坑である。

遺構 4026（図 11）　径が少なくとも 0.9m 以上と考えらえる土坑である。遺物は弥生土器の甕（7・

9）が出土している。

遺構 4029（図 11）　長径 2.7m、短径 1.5m、深さ 0.68m の楕円形を呈する土坑である。

遺構 4030（図 11）　長径 1.2m、短径 0.6m、深さ 0.12m の楕円形を呈する土坑である。

遺構 4031（図 11）　長径 2.0m、短径 0.8m、深さ 0.14m の楕円形を呈する土坑である。遺物は

敲石（139）が出土している。

遺構 4032（図 11）　長径 2.1m、短径 1.4m、深さ 0.54m の楕円形を呈する土坑である。遺物は

石鏃（139）が出土している。

遺構 4047（図 11）　長径 2.0m、短径 1.4m、深さ 0.42m の楕円形を呈する土坑である。遺物は

スクレイパーとみられる石器（47）が出土している。

遺構 4048（図 11）　長径、短径、深さ　程度の楕円形を呈する土坑である。

遺構 4049（図 11）　長径 1.4m、短径 1.1m　、深さ 0.36m の楕円形を呈する土坑である。遺物

は弥生土器（6）、スクレイパーとみられる石器（125）が出土している。

遺構 4050（図 11）　長径 1.9m、短径 1.2m 以上、深さ 0.36m の楕円形を呈する土坑である。遺

物は弥生土器の甕（8・12）、スクレイパーとみられる石器（124）が出土している。

遺構 4053（図 11）　長径 1.8m、短径 1.0m、深さ 0.36m の楕円形を呈する土坑である。

遺構 4058（図 11）　長径 1.4m、短径 1.0m、深さ 0.46m 程度の楕円形を呈する土坑である。遺

物は土製の紡錘車（11）が出土している。

遺構 4059（図 12）　径 1.3m、深さ 0.2 ～ 0.34m 程度の楕円形を呈する土坑である。遺物は弥生

土器の甕（15・22）、壷（14・16）が出土している。

遺構 4060（図 11）　長径 2.3m、短径 1.4m、深さ 0.46m の楕円形を呈する土坑である。遺物は

弥生土器の甕（23）及び壷（18）、石器（120・121・137・141）が出土している。

遺構 4062（図 11）　長径 1.4m 以上、短径 1.0m、深さ 0.2m の楕円形を呈する土坑である。遺物

は軽石製品（142）が出土している。

遺構 4063（図 11）　長径 2.0m、短径 1.6m、深さ 0.51m の楕円形を呈する土坑である。遺物は

石鏃（118）及びせスクレイパーとみられる石器（131）が出土している。

遺構 4070（図 12）　長径 1.7m、短径 1.2m、深さ 0.2m の楕円形を呈する土坑である。遺物は石
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器（133）が出土している。

遺構 4073（図 12）　集石遺構である。径 100㎝、深さ 20㎝の不定形な掘り込みに、径約 10㎝の

礫、長さ約 30㎝の台石（143）を含む合わせて十数個の礫・石器が集中して出土した。礫は遺

構検出面よりも高位において検出されており、掘り込み内に礫を積み上げた状況であったことが

推定される。

遺構 4074（図 12）　長径 1.8m、短径 1.7m、深さ 0.48m の楕円形を呈する土坑である。遺物は

弥生土器の壷（24）、石器（130・140）が出土している。

遺構 4077（図 12）　長径 1.4m、短径 1.0m、深さ 0.36m の楕円形を呈する土坑である。遺物は

弥生土器の壷（19）、石器（123・126）が出土している。

遺構 4090（図 12）　長径 1.8m、短径 1.7m、深さ 10㎝の楕円形を呈する土坑内に台石等が重ね

て納められた集石遺構である。

遺構 4091（図 12）　台石を含む集石遺構である。浅い掘り込みを伴うとみられるが明瞭には検

出されなかった。遺物は弥生土器の壷（28）が出土している。

遺構 4093（図 12）　集石遺構である。長径約 10 ～ 60㎝の大小の礫及び台石等の石器合わせて

十数個が、直径約 70㎝、深さ 10㎝程度の楕円形に近い平面形を呈する掘り込み内で出土してお

り、礫はやはり遺構検出面よりも高位において検出されており、掘り込み内に礫を積み上げた状

況であったことが推定される。

5）　調査区 5

井戸 1　室町時代頃に埋没したとみられる井戸である。比較的大きな礫を、小口面にあたる部分

を内側にして積み上げている。遺物は青磁（29）、瓦質の羽釜（32）等が出土している。

　

（2）　第 2 次調査

1）　基本層序

　基本層序は第 1 次調査と同一である。第 1 層が現在の耕作土及び床土、第 2 層が近世を含む

耕作土及び床土である。第 3 層が弥生時代の包含層で、第 3-1 層と第 3-2 層に分層が可能である

が、時期的に大きな差はないものと判断された。第 4 層は地山である。

2）　調査区 3

　調査区 3 では遺構面を 3 面確認した。第 3-1 層上面を第 1 遺構面、第 3-2 層上面を第 2 遺構面、

第 4 層上面を第 3 遺構面としている。

第 1 遺構面検出遺構

遺構 3001　幅約 2.1 ～ 3.9m、深さ約 1.0m を測る溝で、断面は V 字状となっている。遺物は須

恵器の小片が出土していることから、古代に帰属すると考えられる。

遺構 3003　幅約 3.0m、深さ約 1.0m を測る溝である。延長約 10.4m を検出しており、断面は V

字状となる。遺構 3001 とともに、西側に存在する丘陵からの流水があったものと推定される。

柵状遺構 1　調査区の北端で検出した、7 基のピットからなるものである。延長約 4.5m にわた

り検出したが、さらに北側に延長する可能性が高い。

第 2 遺構面検出遺構

　第 2 遺構面では溝等の遺構を検出したが、埋土に含まれる遺物がきわめて少量であるため、
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ΒΕΔɻ͑ߟ಺ʹ͸๺͔Βೆ΁ͷྲྀਫ͕͋ͬͨ΋ͷͱߏঢ়Λఄ͢Δɻఈ໘ͷϨϕϧ͔ΒɺҨࣈ

遺構 3006　෯ ��� ʙ ���Nɺਂ͞ ��� ʙ ���N ͷߔͰ͋Δɻ໿ ����N ʹΘͨΓݕग़͓ͯ͠Γɺஅ

໘͸ 6 ঢ়Λఄ͢Δɻࣈ

遺構 3051　෯ ��� ʙ ���Nɺਂ͞ ����N ͷߔͰ͋Δɻ໿ ����N ʹΘͨΓݕग़͓ͯ͠Γɺஅ໘͸ 6

ΒΕΔɻ͑ߟঢ়Λఄ͢Δɻௐࠪ۠֎ͷೆ๺ʹԆ௕͢Δ΋ͷͱࣈ

第 3 遺構面

ग़ͨ͠ɻݕΛ޵ͷ౔جͼଟ਺ͷϐοτɺ਺ٴߔ　

3）　調査区 6

　ௐࠪ۠ � Ͱ͸ � ໘ͷҨݕߏग़໘ʹ͓͍ͯߔ౳ͷҨߏΛݕग़͕ͨ͠ɺௐࠪ۠શମʹΘͨΓҨߏ

͸رബͰ͋Δɻୈ � Ҩߏ໘Ͱ͸֊ஈঢ়Ҩߏ � Λݕग़ͨ͠ɻೆ๺ ���Nɺ౦੢ ���N ʹΘͨΓɺ౦

͔Β੢ํ޲΁Ή͚ͯ ���N ͣͭ֊ஈঢ়ʹԼ͕Δ � ஈͷஈ͕ࠩ͋Δɻ͜ΕΛ෴͏ຒ౔ͷ্૚͔Βਢ

ย͕ग़౔ͨ͠ɻୈثܙ � Ҩߏ໘͔Β͸ଟ਺ͷϐοτΛݕग़Լ͕ɺن໛ɺܗଶ͸༷ʑͰ͋Γɺੑ

ਤ 10　調査区 4　第 1 遺構面　掘立柱建物 1　4�1�60



��

大ݹⅡ遺跡

-�5�50N

-�5�50N

-�5�50N

/ 4

12

遺20ߏ౔૚図

1���10:34�1��㐓փ　γϧτ
2���10:34�2��փԫ㐓　γϧτ

୸・౔ؚثΉ

8 &
1
2

遺22ߏ౔૚図

1���10:34�1��㐓փ　γϧτ
2���10:34�1��㐓փ　೪ੑγϧτ

8 &

1

2

3
3

5
44

౔ث

遺29ߏஅ໘

1���10:34�2����γϧτ　୸　౔ث
2���7�5:34�1���೪ੑγϧτ　୸ඇৗʹଟ͍
3���10:34�1����೪ੑγϧτ　୸　౔ث
4���2�5:4�2�����γϧτ
5���2�5:3�2�����೪ੑγϧτ

)�5�30N

-�5�30N

-�5�30N

8 &

遺32ߏஅ໘

1���10:34�2���փԫ㐓　γϧτ　୸・౔ؚثΉ
2���10:34�2���փԫ㐓　೪ੑγϧτ
3���7�5:34�1��㐓փ　೪ੑγϧτ　୸ඇৗʹଟ͍
4���10:34�1���㐓փ　γϧτ

1

2
3

4 4

4 /

遺31ߏஅ໘

1���10:34�1���㐓փ　γϧτ　୸ɽ౔ؚثΉ

1

8 4&

1

遺30ߏ౔૚図
1���10:34�1���㐓փ　γϧτ　୸ɽ౔ؚثΉ

図 11　ௐࠪ۠ ౔૚図ߏग़遺ݕ　4

48

1
2
3

遺53ߏஅ໘

1���7�5:34�1���㐓փ　γϧτ
2���7�5:34�1���㐓փ　೪ੑγϧτ
3���10:34�1����㐓փ　γϧτ　

ʩ୸・౔ؚثΉ

-�5�30 4 /

̍
̎
̏̏
̐

遺58ߏஅ໘

1���10:34�2���փ㐓　γϧτ
2���10:34�1���㐓փ　γϧτ
3���7�5:34�1��೪ੑγϧτ
4���10:33�2���γϧτ

ʩ୸・౔ؚثΉ

ੴ
4 /

̍
̎

-�5�30N

遺62ߏஅ໘

1���10:34�2���γϧτ　୸Խ෺ɺ౔ثΛؚΉ　
2���10:34�1���㐓փ৭γϧτ　୸Խ෺ɺ౔ثΛؚΉ

)�5�30N
& 8

遺47ߏஅ໘

1���10:34�2���փԫ㐓　γϧτ　୸ɽ౔ث
2���7�5:34�1��㐓փ　　೪ੑγϧτ　୸ඇৗʹଟ͍ɽ౔ث
3���10:34�1���㐓փ　　γϧτ

1

2
3

)�5�30

-�5�30

4 /

遺49ߏஅ໘

1���10:34�2���փԫ㐓　γϧτ　୸ɽ౔ث
2���7�5:34�1��㐓փ　　೪ੑγϧτ　
� 　　　୸ඇৗʹଟ͍ɽ౔ث
3���10:34�1���㐓փ　　γϧτ
4���7�5:34�1��㐓փ　　೪ੑγϧτ　
　　　　　　୸ඇৗʹଟ͍ɽ

/

1
2 33

4

4

遺50ߏஅ໘
1���10:34�1���㐓փ　γϧτ
2���10:34�2���փԫ㐓�γϧτ
3���7�5:34�1��㐓փ　೪ੑγϧτ　
　　　　　　୸ඇৗʹଟ͍ɻࠎยؚΉ
4���2�5:34�1��㐓փ　�γϧτ��

1
2
3

4
4

-�5�30N

-�5�30N
8 &

遺60ߏஅ໘

1���10:34�2���փԫ㐓৭γϧτ
2���10:34�1���㐓փ　　γϧτ
3���7�5:34�1��㐓փ৭೪ੑγϧτ　
�������������������������୸Խ෺ඇৗʹଟ͍
ยؚΉࠎ���　　　　　
4���10:34�1���㐓փ　　γϧτ

/ 4

1
2
3

4

遺63ߏஅ໘

1���10:34�1���㐓փ৭γϧτ　୸Խ෺ɺ౔ثΛؚΉ
2���10:34�2���փԫ㐓৭γϧτ　
3���7�5:34�1��㐓փ৭೪ੑγϧτ　୸Խ෺ɺࠎยΛؚΉ
4���7�5:34�2��㐓փ　�೪ੑγϧτ
5���2�5:4�1�����㐓փ　�γϧτ

1
22

33 4

౔ث

1.0m0 1:40

֨౳͸ৄΒ͔Ͱͳ͍ɻҨ͔ߏΒ͸গྔͰ͋Δ͕ɺ໻ੜ౔ثย͕ग़౔ͨ͠ɻ

4）　調査区 7

第 1 遺構面
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大古Ⅱ遺跡

柱列 1　径 0.3m のピットが 3 基、北東から南西方向へ 1 列に並ぶ。溝 7002 と方向を同じくし

ており、関連性が窺える。また、ピットの一つ ( 遺構 7025) からは、柱の沈み込み防止等、礎盤

の用途を果たしていたとみられる石が出土している。

遺構 7019　幅 0.8m の溝である。南北 5.1m にわたり検出しており、深さは 0.2m である。埋土

からは少量の弥生土器片が出土している。

第 2 遺構面

遺構 7104　1.0m × 1.8m の土坑で、楕円形に近い平面形をなす。深さは 0.56m で多量の土器片

及び炭化した種子等が出土した。土器片は弥生時代中期に属するもので、種子は詳細な分析を経

ていないが、一部は大豆と考えられるものがある。廃棄のための土坑であるとみられる。

遺構 7105　1.15m × 1.0m の土坑で、円形に近い平面形をなす。深さは 0.3m で多量の土器片及

び炭化した種子等が出土した。土器片は遺構 7104 と同時期であり、弥生時代中期に属するもの

である。廃棄のための土坑であるとみられる。

遺構 7059　幅 0.15m の溝状の遺構である。深さは 0.1m で、南北 4.2m にわたり検出したが、少

量の弥生土器片が出土したのみである。

遺構 7060　幅 1.2m の溝で、南北 2.1m を検出した。

遺構 7102　東西 5m、南北 3m を測る竪穴状の遺構である。北側は調査区外となり、全容は不詳

である。遺物は、弥生土器が少量出土している。

第 3 遺構面

　土坑 1 基及び複数のピットを検出した。遺物は、弥生土器が少量出土したのみである。

5）　調査区 8

　調査区 8 は、大古Ⅱ遺跡として埋蔵文化財包蔵地に指定されている範囲の東端に位置する。

近世の石垣のほかに検出された遺構はなく、2 箇所において下層確認のためのトレンチを設定し

たところ、トレンチ 1 では地表から約 2.8m 下に河原石の堆積を確認した。またトレンチ 2 では

砂質土及びシルトの堆積があり、第 4 層の堆積はみられなかった。

第 5 項　まとめ

　今回の調査では、古代と弥生時代の遺構が確認された。

　弥生時代の遺構としては土坑、集石遺構がほとんどで、石器の出土が多い。遺構は土坑が多く、

長径が 1m 以上ある比較的大きなものが多数を占める。これらはその中で火を焚いた等の痕跡は

みられないが、埋土中に炭化物、骨片の混入がみられる。出土遺物は石鏃が比較的少量であるも

のの、刃器が多いことや、台石や敲き石の出土及び遺構 73・90・93 等にみられるような台石等

の集積状況からは、ここで調理或いは皮革の獲得等に関わる獣類等の解体といった作業が行われ

たことが推定される。遺構 4073・4090・4091 等の集石遺構が存在する部分には土坑の分布が

希薄で、集石遺構と土坑には位置関係において一定の相関関係があるものと判断される。また埋

土に炭化物や骨片が含まれることからも、上記のような作業に伴いその残滓を廃棄した可能性が

高い。

　石器の石材はサヌカイトが少量含まれるものの、日置川流域とその近辺に産出する石を多く用

いているものとみられ、大部分は頁岩またはより変成の進んだ粘板岩である。また、太型蛤刃石
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ਤ 16　　調査区 3　第 3 遺構面　遺構഑ஔਤ
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ਤ 17　　調査区 6　第 1 遺構面　遺構഑ஔਤ

ਤ 18　　調査区 6　第 2 遺構面　遺構഑ஔਤ

ਤ 19　　調査区 7　第 1 遺構面　遺構഑ஔਤ

ਤ 20　　調査区 7　第 2 遺構面　遺構഑ஔਤ

ਤ 21　　調査区 7　第 3 遺構面　遺構഑ஔਤ
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Δඞཁ͕͋Ζ͏ɻҎ্ͷ͜ͱ͸ɺຊҨྀ͢ߟΛ༺࢖ͷྨؠՐ੒ੑࢎ໺۽ҏ൒ౡೆ෦ʹ෼෍͢Δل
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　ֆը౔ث͸̎఺ʢ��ɾ��ʣग़౔͓ͯ͠Γɺ͍ͣΕ΋ᆵͷݞ෦෇ۙͷഁยͰ͋ΔՄೳੑ͕͍ߴɻ
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͸ෆ໌Ͱ͋Γɺ԰ࠜͱݟΒΕΔ෦෼͕ �� ʹඳ͔ΕΔࣃڒจͱಉ༷ͷචகͰ͋Δ͜ͱ΍ɺఐࢠͱ

ΈΒΕΔ̎ຊͷઢͷ͏ͪɺ� ຊ͸౩Λಥ͖ൈ͚ͯඳ͔ΕΔ౳ɺݐ෺ͱ͢Δʹ͸ෆࣗવͳ఺΋࢒Δɻ
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られる本例に類似するものは、池上・曽根遺跡出土例等があるが多くはない。
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΍΍ඪߴͷྕٰ͍ߴ੄͔Βɺूམ͍҃͸ਫా΁ͷਫͷ·ΘΓΛྀͨ͠ߟਫ࿏Ͱ͋ΔՄೳੑΛࢦఠ

͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

　ௐࠪ۠ � Ͱݕग़ͨ͠۷ཱபݐ෺ͷظ࣌͸ݹ୅ʹؼଐ͢Δͱ͑ߟΒΕΔ΋ͷͰɺ͜ͷ஍Ҭʹ͓͍
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Ҵ੒ᶗ遺跡

第 4 節　稲成Ⅰ遺跡

第 1 項　調査に至る経緯

　近畿自動車道紀勢線事業に伴う田辺～すさみ町間の自動車道建設予定地が田辺市稲成町の稲成

Ⅰ遺跡として埋蔵文化財包蔵地に指定されている範囲内にかかることから、県文化遺産課により

平成 21 年度に試掘・確認調査が実施された。その結果、当該工事対象地は記録保存のための本

発掘調査を要するものと判断され、平成 23 年度に公益財団法人和歌山県文化財センターが国土

交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所の委託を受け、本調査を実施した。

第 2 項　位置と環境

1）　地理的環境　

　Ҩ੻ཱ͕஍͢Δͷ͸ɺඪߴ໿ ��N ͷඌࠜঢ়Λͳٰ͢ྕͷઌ୺෦Ͱ͋Δɻ͜ͷٰྕ͸ೆྲྀ͢Δ

Ҵ੒઒ͱޫߥ઒ʹڬ·Εɺ྆Տ઒ʹΑΓܗ੒͞Εͨڱখͳԭੵฏ໺͸ຊҨ੻ͷ౦੢྆ଆʹ͓͍

ͯɺͦ ΕͧΕೆ๺ʹ௕͘ԆͼΔɻ྆ Տ઒͸Ҩ੻ͷ໿ೆ���N෇ۙͰ߹ྲྀ͠ɺߋʹձ௡઒ʹ߹ྲྀ͢Δɻ

ాล࿷ʹ஫͙ձ௡઒ͷՏޱ͸ɺຊҨ੻͔Βೆ΁໿ ���ᶳͷڑ཭ʹ͋ΓɺҨ੻ͷཱ஍͢Δٰྕ্͔

Β͸؟Լʹฏ໺ͱాล࿷Λ๬Ή͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

　Ҩ੻ͷ๺ଆ͸ඌ͕ࠜ࿈ͳΓɺपғʹ͸ل

ҏࢁ஍ͷҰ୺Λ઎ΊΔࢁմ͕࿈ͳΔ͕ɺҴ

੒઒͸ͦͷؒࢁΛ๓͏Α͏ʹ๺΁ԆͼΔɻ

Ҩ੻ͷॴ͢ࡏΔٰྕͷೆଆ͸ɺௐࠪલ͸ാ

஍΍ՌथԂͱͯ͠ར༻͞Ε͍ͯͨɻ·ͨࣼ
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໘ͷதෲʹ͸ͦͷͨΊʹ଄੒͞ΕͨͱΈΒΕΔ � ஈͷฏୱ஍͕ଘ͓ͯ͠ࡏΓɺ���� ೥ʹࠃ౔஍

ཧӃʹΑΓࡱӨ͞Εۭͨࣸߤਅʢࣸਅ �
 Ͱ΋ɺطʹ౰ٰ֘ྕͷ౦ଆࣼ໘͸ޫߥ઒ʹԊ͏Α͏ʹ

୐஍·ͨ͸ാ஍ͱͯ͠։ൃ͕ਐΜͰ͍Δ༷͕ࢠӐ͑ɺ·ͨɺपғͷඌࠜʹғ·Εͨฏ໺෦ʹ͚޲

ͯ൒ౡঢ়ʹಥग़ٰͨ͠ྕͰ͋Δ͜ͱ͕Α͘Θ͔Δɻ

（2）　歴史的環境

͸ɺʮീஸాะҨ੻ʯͷ߲Ͱड़΂ͨͱ͓ΓͰ͋Γɺ͜ڥత؀࢙୅ͷྺ࣌Ҭʹ͓͚Δ֤ࢢลాچ　

͜Ͱ͸Ҵ੒ᶗҨ੻पลͷҨ੻ʹݶΓ͜͢هͱͱ͢Δɻ

　Ҵ੒઒ྲྀҬʹ͓͍ͯ໻ੜ࣌୅ͷҨ੻͸ԞݪߐҨ੻ 	��
ɺதͷஈҨ੻ 	��
ɺ౦ݪߐҨ੻ 	��
ɺ޿

ࣳҨ੻ 	��
ɺฏ୩Ҩ੻ 	��
ɺ๥ͷ୩Ҩ੻ 	��
ɺҴ੒ᶘҨ੻ 	���
 ౳͕͋Δɻ͜ΕΒ͸΍΍ඪߴͷ

Ҩ੻ࢁΒΕΔҨ੻Ͱ͋Δ͕ɺதͰ΋෋͑ߟ஍ੑूམͱߴ৔ॴʹཱ஍͠ɺ͍ߴ 	��
 ͸ඪߴ ��N ʹ

ॴ͠ࡏɺͦͷ๷ޚతੑ͕֨ࢦఠ͞Ε͍ͯΔɻ·ͨޫߥ઒ྲྀҬͰ͸ඪߴ ��N ఔ౓ͷٰྕࣼ໘ʹؙ

Ҩ੻ٰڮ 	��
 ͕͋Γɺ๕ཆ઒ྲྀҬɺձ௡઒ྲྀҬͰ΋΍͸Γಉ༷ͷҨ੻͕ΈΒΕΔɻ

෿ݹ୅ʹ͸Ҵ੒࣌෿ݹ　 	��
ɺԼଜݹ෿ 	��
ɺݹాࢳ෿ 	��
 ͕ங͔Εɺଞʹ௕ాҨ੻ 	��
 ΍๺

ԭ୅Ҩ੻ 	��
 ͕͋Δɻ

　ಸྑ࣌୅ͷҨ੻ͱͯ͠͸ɺԞݪߐ༼੻ 	��
ɺখ԰઒נ༼੻ 	��
 ͷଞɺؙٰڮՐ૴ุ 	��
ɺ็

ͷঙՐ૴ุ 	��
ɺ౦ݪߐՐ૴ุ 	��
 ౳ɺ୆஍্ʹՐ૴ุ͕Ӧ·ΕΔɻ·ͨɺ੢ԭ୅Ҩ੻ 	��
 ͸

ग़౔͕ͯ͠ث΍྘ᬵಃثͷ΄͔փᬵಃثܙɺਢثࢣͰଓ͘Ҩ੻Ͱɺ౔·ࠒ୅࣌୅͔Βฏ҆࣌෿ݹ

͍Δɻ

第 3 項　調査の方法

（1）　地区割の方法

　஍ׂ۠Γ͸ਤ � ʙ � ʹࣔ͢ͱ

͓ΓͰ͋ΔɻҴ੒ᶗҨ੻ͷେ۠ը

͸ɺീஸాะҨ੻ୈ � ʙ � ௐ࣍

ʹͷઃఆͱಉ༷࣌ࠪ 9��������ɺ

:������� Λݪ఺ͱͯ͠ઃఆͯ͠

͍Δɻ

　·ͨɺຊௐࠪʹ͓͚Δௐࠪ۠ ɾ̍

̎ɾ̏͸͍ͣΕ΋ɺʮᶞ ��　(�ʯ

ͷൣғ಺ʹҐஔ͍ͯ͠Δɻ

　更に、排土置き場の確保等、作

業進行上の要請から、調査範囲を

調査区 1 ～ 3 に分割して調査を

進めた。まず調査区 1 について調

査を実施した後、反転して調査区

1 の範囲に排土を移動し、調査区

2 及び 3 の調査を行っており、航

空撮影・測量についてもこれに応

じて 2 回に分け実施している。
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（2）　基本層序

ୈ � ૚　ද౔

ୈ � ૚　���:��� ԫ׊৭౔ɻ᛽ΛؚΉɻҨ

෺Λ΄ͱΜͲؚ·ͳ͍ɻ

ୈ � ૚　��:3��� ୅͔࣌෿ݹ৭౔ɻ׊ࠇ

Βݹ୅ͷҨ෺แؚ૚Ͱ͋Δɻ

ୈ � ૚　��:3��� ୅ͷҨ࣌෿ݹ৭౔ɻ׊

෺แؚ૚Ͱ͋Δɻ͞Βʹ෼૚͕ՄೳͰ͋Δ

͕ɺ͜Ε͸ࣼ໘͕܁Γฦ่͠མͨ͜͠ͱʹΑΓੜͨ͡౔࣭ͷҧ͍ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ୈ � ૚　��:3��� ग़໘Ͱ͋Δ͕ɺୈݕߏ৭౔　্໘͕Ҩ׊ � ૚ͷଯੵ͕ଘ͢ࡏΔͷ͸ௐࠪ۠ �

ͼௐࠪ۠ٴ � ͷ౦୺෦෼ͷΈͰɺௐࠪ۠಺ͷҰ෦ͷൣғʹݶΒΕΔɻ

ୈ � ૚　��:3��� ԫ׊৭౔΄͔ɻୈ � ૚ͷଯੵ͕ΈΒΕͳ͍෦෼Ͱ͸ද౔·ͨ͸ୈ � ૚ͷ௚Լ
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শͯ͠ୈ � ૚ͱͨ͠ɻௐࠪ۠ �ɺ�ɺ� ຊ૚ংͱͳΔɻج௨ͯ͠Ҏ্͕ڞʹ

第 4 項　調査成果

（1）　調査区 1

　ௐࠪ۠ � Ͱ͸མͪࠐΈঢ়Ҩߏ � ग़͞ΕͨͷΈͰ͋Δ͕ɺೆ੢୺ʹୈݕ͕ �ɾ� ૚ͷଯੵ͕͋ͬ

ͯҨ෺͕ूதͯ͠ग़౔͍ͯ͠Δɻ

落ち込み状遺構 1　΋ͱ͸ํܗͷ౔޵Ͱ͋Δͱ͑ߟΒΕΔ͕ɺ۱ؙͷ۱֯ΛؚΉఈล ���N ʷߴ

͞ ���N ͷฏ໘ܗ֯ࡾΛͳ͢෦෼ͷΈ࢒ଘ͢Δ΄͔͸͢΂ͯࣼ໘ͷ่མʹΑΓࣦΘΕ͍ͯΔɻͦ

ͷܗঢ়͔Β୦݀ݐ෺Ͱ͋ΔՄೳੑ΋ࢦఠͰ͖Δ͕ɺ౔૚Ͱ͸۷ΓࠐΈ͕໌ྎͰͳ͍ɻ

（2）　調査区 2

෺ݐ୅ͷ竪݀࣌෿ݹ　 � ౩෼Λݕग़ͨ͠ɻ͍ͣΕ΋ࣼ໘ͷ่མʹ൐͍େ෦෼͕ࣦΘΕ͍͕ͯͨɺ

͜ͷ͏ͪͷ̍౩ͰΧϚυɺப݀౳Λݕग़ͨ͠ɻ

竪穴建物 1ʢਤ �ɺਤ൛ ��ɾ��ʣ　� ล ���N ͷํܗʹ෮ݩՄೳͳ୦݀ݐ෺Ͱ͋ΔɻΧϚυࠟ੻

ΛؚΉݐ෺๺੢ଆʹ͋ͨΔ໿ � ෼ͷ � ͷΈ͕࢒ଘ͓ͯ͠Γɺ͜ͷ෦෼Ҏ֎͸ࣼ໘ͷ่མͱͱ΋

ʹࣦΘΕ͍ͯΔɻ

　ΧϚυ͸྆କΛݕग़͓ͯ͠Γɺͦͷ্෦Λ෴͏ম౔ٴͼম౔ϒϩοΫ͸͔ۇʹೆଆ΁ภΓΛݟ

ͤΔ͜ͱ͔ΒɺΧϚυ೩ম෦ͷఱҪ෦෼่͕མͨ͠΋ͷ൑அ͞Εͨɻ·ͨɺম౔தΑΓ௕͞ ��

ᶲఔ౓ͷੴ͕ग़౔͍ͯ͠Δ͕ɺඃ೤ͷࠟ੻͸ݟड͚ΒΕͳ͍͜ͱ͔Β٭ࢧͱͯ͠࢖༻͞Εͨ΋ͷ

Ͱ͸ͳ͘ɺݐ෺ͷഇઈޙɺΧϚυͷ่མʹ൐ͬͯࠞೖͨ͠΋ͷͱ൑அ͞Εͨɻ·ͨԎಓ෦෼͸ࣼ

໘Λ্ํʹ఻͏௕͞ ��ᶲ΄Ͳͷઙ͍ߔͱͯ͠ݕग़͞Εͨɻ੢ଆน໘͸ൺֱత͍ݎ஍൫Λ۷Γࠐ

ΜͰ͍Δ͜ͱ͔Β࢒ଘঢ়ଶ͸Α͘ɺচ໘͔Β΄΅ਨ௚ʹཱ͕ͪ͋ΔɻషΓচ͸ೝΊΒΕͣɺݕग़

ൣғʹͯͬݶ͸นߔ΋֬ೝ͞Ε͍ͯͳ͍ɻ·ͨɺப݀ͱΈΒΕΔϐοτʢਤ �ʣΛ � ग़ͨ͠ɻݕج

竪穴建物 2ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣ　Ұล ���N ͷํܗʹ෮ݩՄೳͳ୦݀ݐ෺Ͱ͋Δ͕ɺ࢒ଘ͢Δͷ͸

๺౦۱෦෼ΛؚΉ໘ੵʹͯ͠ � ෼ͷ � ఔ౓ͷ෦෼Ͱ͋Δɻॏෳ͔ؔ܎Βɺ୦݀ݐ෺ � ग़͢Δɻޙʹ

ΧϚυͷࠟ੻͸ݕग़͞Εͣɺ஍ࢁΛ۷ΓࠐΜͩน໘ͷ্ཱ͕ͪΓ΋୦݀ݐ෺ � ʹൺ΂௿͍΋ͷ

写真 ຊ土層　調査区セクションベルトج　2 1（南から）
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ਤ 5　調査区１・2・3　遺構഑ஔਤ (4�1�250)

2.　2.5:5�3 ԫ׊৭土　ࡉ礫ΛগྔؚΉɻ

3.　10:33�2 ୅の遺物ΛؚΉ࣌୅ʙ平҆࣌෿ݹ　৭土׊ࠇ

4.　10:34�4 ୅の遺物ΛؚΉ࣌෿ݹ　৭土׊

5.　10:35�6　ԫ׊৭土

　（ຊ土層ʹ४ͣΔج）

1.　表土　

2.　2.5:5�3 ԫ׊৭土　ࡉ礫ΛগྔؚΉɻ

3.　10:33�2 ୅の遺物ΛؚΉ࣌୅ʙ平҆࣌෿ݹ　৭土׊ࠇ

4.　10:34�4 ୅の遺物ΛؚΉ࣌෿ݹ　৭土׊

5.　10:35�6　ԫ׊৭土

　（ຊ土層ʹ४ͣΔج）
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となっている。また北西側には壁溝を設けている。北東壁面にかかる柱穴は埋土の特徴からこの

遺構に伴うものとみられるが、北西側に検出された径 0.1 ～ 0.17m の 2 基の小ピットは関連性

が不明である。

溝状遺構 1（図 5、図版 34）　長さ 13m にわたって検出された幅 0.5m、深さ 0.03m 程度の極め

て浅い溝状遺構である。一部途切れる箇所もあるが、削平を受け部分的に残存したものと判断さ

れる。更に南北に延長していた可能性が高い。帰属時期は不明である。

（3）　調査区 3

　調査区内に第 3,4 層の堆積はみられず、表土層直下が遺構検出面である第 6 層上面となること

から全面的に削平を受けているものと判断される。調査区 2 における第 3・4 層の堆積状況と、

後述する遺構 7 の検出状況からみて削平は 10㎝程度であると考えられる。

遺構 7（図 12、図版 36）　長径 0.5m、短径 0.4m の楕円形に近い平面形状をなす土坑で、深さ

は 0.07m 程度である。弥生土器の鉢とみられる土器及び高坏（48）の脚部が出土しており、こ

れらを埋納したとみられる。高坏の坏部は削平により失われたものとみられるが、この高坏が完

全に埋納されていたとすれば、深さは本来 20㎝程度はあったものと推定される。

遺構 18（図 11、図版 36）　長径 1.3m、短径 0.55m の楕円形をなす土坑である。深さは 0.2m 前

後である。遺物は出土していない。

溝状遺構 2（図 5、図版 36） 　延長 4.3m にわたる溝状の遺構で、本来は南北に更に延長してい

たものと考えられる。幅 0.5m、深さは 3㎝程度である。幅、深さや延長方向は溝状遺構 1 とよ

く似ている。遺物は出土しておらず、帰属時期は不明である。

掘立柱建物 1（図 11、図版 36） 　柱穴 4 基を検出しており、少なくとも 2 間× 1 間の規模は想

定されるが、北西側に斜面が迫り、地形の制約からみて大規模なものとなる可能性は低い。柱穴

３（P3）から須恵器（46）等が出土しており、時期は６世紀末〜７世紀初頭頃とみられる。

（4）　石帯巡方について

 　表土からであるが、石帯巡方（3）が出土している。

　石帯の装着方法は時期によって異なることが分かっており、当初は外鋲によって革帯に留めら

れていたものが、後には潜り孔による穿孔方法を採用し、これに金属線を通して装着する方法に

転換すると考えられている。この転換時期については長岡京跡における出土例のほとんどが潜り

孔による穿孔方法によるものであることから、潜り孔を採用した石帯の使用は長岡京期までさか

のぼるとみられている。 

　また、石帯具は小孔、線孔、無孔に分類されるが、これらは時期差による違いであることが指

摘されており、透かし孔は消滅する方向へと変遷する（*9）ことから、無孔の石帯は、出土例か

らみて 10 世紀第Ⅳ四半期に使用のピークを迎えるとされる (*11）。

　以上のように、石帯は寸法、透かし孔の有無、装着用の孔の穿孔技法とその数等の特徴がその

生産・使用時期を示す。そこで稲成Ⅰ遺跡出土の石帯をみてみると、復元であるが寸法が 42㎜

四方で、周囲 4 面を平坦に磨き、且つ上面には面取りを施す。穿孔方法は中央から放射状に配

置された潜り孔で、この孔の表面が他の表面に比べ著しく風化または劣化が進んでいることにつ

いて使用時の摩擦等を想定することができ、実際に銅線等の金属線を通して帯に装着していたと

みられる。潜り孔は 1 箇所が欠損箇所に開けられているが、この穿孔は深さが他の 3 箇所とほ
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ぼ同じで機能に不足ない状態であることから、穿孔前において既に欠損が有ったか、当該部分の

穿孔作業時に欠損しながらも、再度穿孔を試みたことによると考えられる。更に他の１箇所は欠

損により潜り孔断面の状況をよく観察することができ、これによると穿孔は 1 度貫通点に向け

て方向を変えて穿たれており、初回の穿孔時に用いたものより径の小さい工具を使用して、2 度

目に貫通点に到達させ、これを繰り返すことにより 1 組の潜り孔を設けている。

　石材はサヌカイトであり、後世のものとみられる比較的新しい欠損部分が新鮮な剥離面となっ

ているため、この部分で石材本来の観察が可能である。あくまでも肉眼観察によるが、剥離面は

ささくれ状の痕跡を残し、樹脂光沢を思わせるガラス質であることから、讃岐金山産のサヌカイ

トに近い特徴を有するといえる。 また、大きさを平城宮・京出土例と比較してみると、正六位

に相当する官位の官人が身につけていたものとされる規格に近似するが、銙帯の規格が律令制上

の位階をそのまま現実的に反映するかという点は現在議論の決着をみておらず (*12)、これを装

着していた者の人物像は不明である。 更に今回の調査において検出された集落の遺構は古墳時

代末から飛鳥時代頃と考えられ、石帯が使用される時期とは異なる。よって当該集落遺構とは直

接的に関連がないものと判断されるが、遺物包含層第 3 層中に僅かながら黒色土器等平安時代

の遺物が混入することから、本遺跡の他地点において当該時期の遺構が存在する可能性が高い。

第 5 項　まとめ　

　稲成Ⅰ遺跡で検出されたのは 1 棟の掘立柱建物と 2 棟の竪穴建物のほか、土器を埋納した土

坑等であり、これらはすべて調査区 1 東南隅から調査区 2 の東端、調査区 3 南半にかかる限ら

れた範囲に集中して検出されている。

　遺構検出面上には第 3 層及び第 4 層が堆積しており、これらの包含層は集落の廃絶後、長い

年月のうちに、斜面の崩落とともに堆積したものであろうと考えられる。

　この第 3 層の堆積を平面上で確認してみると遺構の展開する範囲とほぼ一致しており、且つ第

3 層の堆積がみられない部分については当該山塊の地層がその表面に観察される。第 3 層から第

4 層の堆積範囲が調査範囲のごく一部分に限定されるのは、後世に削平を受けたことでこれら包

含層を含む覆土の大半が失われてしまったことによると推定され、本来遺構が展開する範囲は今

回遺構を検出した範囲に留まらないことがわかる。

　竪穴建物 1 及び 2 は一部分が比較的固い地山を削り込んで構築されており、竪穴建物 1 に設

けられたカマドが斜面上方に煙道を持つ構造となっているのは効率的であるといえる。また、竪

穴建物 1 及び 2 が掘立柱建物とよく似た方向に軸線を持つことは、集落内の建物配置の一端を

示すものとみられ、また調査区 3 の北側では斜面が東へと張り出していることから、今回検出

された遺構群を含む稲成Ⅰ遺跡の集落は、南南東方向へ広がる集落の北西端付近と推定される。

そう想定した場合、斜面裾部付近では荒光川岸付近まで至る可能性もあり、その水産資源や水運

の便といった環境的な恩恵を受けることになる。

　今回遺構が検出された範囲は丘陵中腹部にある平坦部分であり、第 3・4 層の堆積状況から、

この部分は遺構の帰属時期とみられる弥生〜古墳時代において既に存在していた可能性が高い。

集落は平坦地等高線に沿うような立地が推定されるが、これは、集落内での往来の利便性を考慮

した可能性が高く、遺物の分布状況からも集落の範囲は、丘陵頂部まで及んでいなかったと考え
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安宅本城跡

第 5 節　安宅本城跡 
第 1 項　調査に至る経緯

　　近畿自動車道紀勢線事業に伴う田辺～すさみ町間の建設工事により、安宅本城跡として埋蔵

文化財包蔵地に指定されている範囲内に自動車道が建設されることとなった。このため県文化遺

産課で平成 21 年度から 22 年度にかけ 5 箇所にトレンチを設定して試掘確認調査を実施した結果、

高架橋の橋脚が設置される 2 箇所について本調査が行われる運びとなった。また、当該地点は平

成 21 年度に白浜町により実施された発掘調査の 1 トレンチ（図 2）に近接する。

第 2 項　位置と環境

（1）　地理的環境

　安宅本城跡は、西牟婁郡白浜町安宅に所在する。白浜町は、和歌山県南部に位置し、地理的に

は田辺湾から紀伊水道を望む半島地域と富田川及び日置川の下流域に大きく分けることができる。

市街地は北部の半島地域に形成されているが、南部では海岸地域まで迫る紀伊山地の深い谷あい

に蛇行する富田川、日置川の下流域に広がる平野に集落が点在する。町域の 81% が森林であり、

田辺南部白浜海岸県立自然公園及び熊野枯木灘海岸県立自然公園の海岸線、大塔日置川県立自然

公園の渓谷や山村風景、自然林など自然環境に恵まれる。

　日置川は果無山脈に源を発し太平洋に注ぐ延長 77㎞の河川で、深い渓谷を蛇行する急流である

ために河口域でも狭小な堆積平野が広がるのみである。本遺跡はその河口域の左岸に所在し、支

流である安宅川の流れ込みにより形成されたわずかな平野に立地する。

（2）　歴史的環境

　安宅本城跡を含む日置川下流域の平野部は遺跡の集中するところである。

　縄文時代の遺跡としては大古Ⅰ遺跡（6）があり、前期末の大歳山式、後期中頃の元住吉式が出

土している。弥生時代の遺跡としては大古Ⅱ遺跡（1）で中期の土器等が出土、矢田遺跡（5）で

は石庖丁が採集されている。八幡山城跡（9）からは後期末頃の土器が出土しており、高地性集落

の存在が指摘されている。

　古墳時代の遺跡は、集落跡として安宅遺跡（4）があるが、古墳は確認されていない。古代律令

制下においてこの地域は牟婁郡に属し、その郡内に存在したとされる五ヶ郷のうち岡田郷または

栗栖郷に比定される可能性が指摘されているものの、詳細は不明である。また、八幡山城跡では

富本銭が出土しており、飛鳥池遺跡で出土したものとは字体や形状、成分が異なるため中世の模

鋳銭である可能性も指摘されているが、後に藤原宮跡で同様の字体のものが出土している。

　鎌倉時代前期の天福元 (1233) 年には、当該遺跡を含む範囲における安宅荘の成立が文書により

明らかとなっている。日置川右岸の大古集落北側に位置する長寿寺はその創建年代が不明である

が、その境内地からは暦応 5(1342) 年の刻書がある備前焼大甕が出土しており、紀年銘を持つ備

前焼としては最古のものである。長寿寺に伝わる平安時代中期（10 世紀後半）の作とみられる本

尊の薬師如来像、脇侍の日光、月光菩薩は必ずしも創建年代を示すものとは言えないが、少なく

ともその頃には当地域に寺院が造営され、一帯の中核地域的な様相を呈していたことも推定され

る。室町時代には安宅氏が一帯の領主として活躍するようになり、本拠の安宅本城跡はその安宅
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　図 1　安宅本城跡及び周辺の遺跡
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第 3 項　調査の方法

（1）　地区割の方法
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ਤ 3　調査区及び地区割
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安宅本城跡

調査区 2

　調査時の地表面下 0.9m までは水田耕作土及び床土であり、10 面程度の耕作面を確認したが、

それより下層は自然堆積であり、西側の日置川に向かって下る地形となる。水田耕作土下位に含

まれる遺物は近世末以降のものであることから、調査区 2 付近が地形的に安定するのは近代以降

であると考えられる。

第 4 項　調査成果

（1）　調査区 1

遺構と遺物

第 1 遺構面（図 4、図版 37）

　鋤痕と考えられる耕作痕跡を検出した。これらは 0.8m 程度の間隔を空けて 9 条程度が北北東

方向から南南西方向へと延びる。

第 2 遺構面（図 5、図版 38）

　遺構 1 は流路である。自然流路と考えられ、北から南への流水方向が推定される。幅 3.5 ～ 4.5m

をはかるが、調査区の北壁付近で東へと広がることから、ここで幅を大きく広げるか、もしくは

東へ屈曲していた可能性がある。埋土中に遺物は含まれない。

　遺構 2 も自然流路であり、下層確認のため調査区東側に設定したサブトレンチ内に検出したも

のである。埋土中に土師器、黒色土器（1）を含むことから、古代に帰属するものと考えられる。

黒色土器（1）は内黒で低い高台が付く。摩滅が著しく、器表面の調整は不明瞭で、内面にミガキ

の痕跡と考えられる弧状の痕跡も窺えるが不明瞭である。またその形態からは在地産のものと考

えられることから、この自然流路は遅くとも 10 世紀初頭には埋没したものと推定される。

（2）　調査区 2

第 1 遺構面（図 4、図版 37）　近世末頃と考えられる耕作痕跡を検出した。

第 2 遺構面（図 5、図版 38）　第 1 遺構面から掘り下げたものの、生活痕跡は検出されなかった。

調査区周囲の堆積状況から判断して掘削可能な深度は地表面下 2.1m であり、その時点での平面を

第 2 遺構面として平面図を作成した。

第 5 項　まとめ

　調査区 1 及び 2 において検出されたのは近世以降の耕作痕及び自然流路であり、中世以前の生

活痕跡は検出されなかった。また土層で確認された水田耕作の痕跡は短期間にもかかわらず繰り

返し上方へとかさ上げされた様子が窺え、今回調査を実施した地点は近世末頃まで、治水面で不

安定な状況にあったことが推定され、生活に適した環境であったとは考えにくい。

自然流路から出土した土師器の小片や黒色土器は摩滅が著しく、またこの自然流路以外に古代の

ものと認められる遺構は検出されていないことから、その由来は流路上流となる遺跡の中心域付

近に求めざるを得ない。

　1966 年に撮影したこの付近の航空写真では、今回の調査区より南西側に耕地が広がっており、

それらの耕地が占める範囲の東側外郭線は今回の調査区付近まで、北から南へと緩やかに孤を描

く。これには旧河岸等の地理的条件が影響している可能性もあり、その対岸（右岸）の住宅や敷

地が河岸に沿って幾重にもラインを描く様に占地する状況も、各時期における河岸のラインを示
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ਤ 4　調査区 1・2　第 1 遺構面検出遺構ਤ

調査区 1調査区 2

調査区 1調査区 2

ਤ 5　調査区 1・2　第 2 遺構面検出遺構ਤ

͍ͯ͠Δ΋ͷͰ͋ΔՄೳੑ΋͋Γɺ	���
 ۙੈ຤ࠒҎ߱ͷҨ෺ΛؚΉ౔૚͕ް͘ଯੵ͢Δঢ়گͱ΋

߹Θͤͯɺগͳ͘ͱ΋ۙੈ຤ࠒ·Ͱ͸͜ͷҐஔ·ͰՏ͕؛ഭ͍ͬͯͨՄೳੑΛࢦఠ͢Δ͜ͱ͕Ͱ

͖Δɻ

　ฏ੒ �� ೥౓ͷௐࠪͰݕग़͞Εͨ۷ཱபݐ෺੻͸ɺதੈʹ͸͜ͷۙ઀஍Ҭ·Ͱੜݍ׆ͱͳ͍ͬͯ

ͨ͜ͱΛཪ෇͚Δ΋ͷͰ͋Δ͕ɺ͜ͷ෇ۙͷҨ੻ͷ͕޿Γʹ͍ͭͯ͸Ұظ࣌ʹ͓͚ΔՏ઒ͷਁ৯

ʹΑΔӨڹ΋ྀ͢ߟΔඞཁ͕͋Δ͜ͱʹͳΓɺʮ҆୐Ұཚهʯʹඳ͔ΕΔືͷҐஔͷൺఆʹ͸ɺۙ

઀஍఺ͰͷߋͳΔௐ͕ࠪ๬·ΕΔɻ
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写真 1　遺跡पล航空写真　（ࠃ土地ཧӃࡱӨ）

ਤ 6　遺物࣮ଌਤ

ਤ 7　調査区 1　北壁土層
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ాϊޱ遺跡

第６節　田ノ口遺跡

第 1 項　調査に至る経緯

ͼ͜ͷࣗಈंಓ͔Βന඿ۭٴΔࣗಈंಓࢸʹʙ͢͞Έொࢢ൐͏ాลʹۀࣄ੎ઢلಈंಓࣗـۙ

ࢦʹแଂ஍ࡒҨ੻ͱͯ͠ຒଂจԽޱઃ༧ఆ஍ͷҰ෦͕ాϊݐ΁ͷΞΫηεಓ࿏ʹ͍ͭͯɺͦͷߓ

ఆ͞Ε͍ͯΔൣғʹ͔͔Δ͜ͱͱͳͬͨɻ

͜ΕʹΑΓɺݝจԽҨ࢈՝͕ฏ੒ �� ೥౓ʹ֬ೝௐࠪΛ࣮ͨ͠ࢪɻͦͷ݁Ռɺ౰֘ݐઃ༧ఆ஍

͸ຊௐࠪͷඞཁ͕͋Δ΋ͷͱ൑அ͞ΕɺݝจԽҨ࢈՝͕ࠃ౔ަ௨লۙـ஍ํ੔උلہೆՏ઒ࠃಓ

Δӡͼͱͳͬ͢ࢪͼฏ໺෦ͷҰ෦ʹ͍ͭͯຊௐࠪΛ࣮ٴΛਐΊͨ݁Ռɺٰྕࣼ໘ٞڠ຿ॴͱࣄ

ͨɻൃ۷ௐࠪ͸ࠃ౔ަ௨লۙـ஍ํ੔උلہೆՏ઒ࠃಓࣄ຿ॴͷҕୗΛड͚ɺެӹஂࡒ๏ਓ࿨Վ

ɻͨ͠ࢪηϯλʔ͕࣮ࡒจԽݝࢁ

ਤ 1　ాϊޱ遺跡及びपลの遺跡

33.  堅田古銭出土地　34.  西前遺跡　35.  西冨田小学校裏山遺跡　36.  後山遺跡　37.  才野遺跡　38.   権現平古墳群　39.  オリフ古墳　

40.  安久川古墳　41.  高見山古墳　45.  日神社境内遺跡　46.  血深山遺跡　58.   十九渕遺跡　60.  脇ノ谷古墳　61.  田ノ口遺跡　

62.  裏の地遺跡　64.  東條遺跡　71.  要害ヶ城跡 ( 要害山城跡 )　72.  田津原石斧出土地

田ノ口遺跡

ⲡᇽᑎ

田ノ口遺跡田ノ口遺跡
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第 2 項　位置と環境

（1）　地理的環境

　ాϊޱҨ੻͕ॴ͢ࡏΔന඿ொ͸࿨Վݝࢁೆ෦ʹҐஔ͠ɺொҬͷ ��� ͸৿ྛͰɺాลೆ෦ന඿

ւཱࣗݝ؛વެԂɺ۽໺ރ໦ಿւཱࣗݝ؛વެԂɺେౝ೔ஔ઒ཱࣗݝવެԂΛؚΈࣗવܙʹڥ؀

·Εͨͱ͜ΖͰ͋Δɻ·ͨଠฏ༸ʹ໘ͨ͠൒ౡҬʹ͸ɺւਫཋ৔ͷ΄͔શࠃ༗਺ͷԹઘ஍Ͱ͋Δ

ന඿Թઘ͕͋Γɺݯࢿޫ؍΋๛෋Ͱ͋Δɻ

　ຊҨ੻ͷ੢ଆ໿ ���N Λೆ๺ʹԆͼΔࠃಓ �� ߸͸ݝ๺෦͔Βଠฏ༸Ԋ؛Λೆ΁૸Γɺຊभ࠷

ೆ୺Ͱ͋Δ۲ຊொைິ෇ۙΛܦ༝ͯ͠ࡾॏ۽ݝ໺ํࢢ໘΁͏͔޲ओཁަ௨࿏Ͱ͋Δɻ

　ொҬʹ͸ଠฏ༸ʹ஫͗ࠐΉ෋ా઒ɺ೔ஔ઒ͱ͍ͬͨ � ͭͷେ͖ͳՏ઒͕͋ΓɺͦͷԼྲྀҬʹ

͸ԭੵฏ໺͕͕޿ΔɻాϊޱҨ੻͸෋ా઒ͷՏޱ෇ۙʹ͕޿Δฏ໺ͷ౦୺ʹ͋ͨΔ͕ɺࡏݱͷՏ

Β͸౦΁໿͔ޱ �ᶳͷҐஔʹ͋Γɺ෋ా઒΁ྲྀΕࠐΉߴ੉઒ͷ౦ܗʹ؛੒͞Εͨڱখͳԭੵฏ໺

ͷҰ෦ͱɺඪߴ ��N ఔ౓ͷٰྕ੢ଆࣼ໘͕ͦͷൣғʹؚ·ΕΔɻ

　౰֘஍఺͸ઓޙɺٰྕ্Ͱാ஍ͷ։ࠖ΍২ྛ͕ͳ͞Εɺ͞Βʹত࿨ �� ೥୅ʹࢁ੄ͷฏ໺Ͱะ

৔੔උ͕ਐΊΒΕͨ͜ͱ͔Βɺݱঢ়Ͱ͸ٰྕࣼ໘͸େ෦෼͕ฏୱ஍ʹ଄੒͞Εɺٰྕ੄෦͸ॅ୐

ͷෑ஍ٴͼ࡞ߞ஍ͱͳ͍ͬͯͨɻࢁ௖෇ۙ͸ւํ؛໘ʹோ๬ͷ͖͘৔ॴͰ͋Γɺ෋ాখֶཱ͕ߍ

஍͢Δ௿ٰྕΛڬΜͰԕ͘ଠฏ༸Λ๬Ή͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

（2）　歴史的環境

　ాϊޱҨ੻͔Β໿ ���N ๺੢ͷٰྕ্ʹ͸ɺαψΧΠτ੡ͷ༗ઉઑ಄͕ثग़౔ͨ͠े۝෵Ҩ੻

	��
 ͕஌ΒΕɺೄจ࣌୅૲૑ظͷҨ੻ͱΈΒΕ͍ͯΔɻ·ͨ͜ͷ΄͔ɺఱۡ୩Ҩ੻ʢૣظʙ൩ظɾ

��ʣɺԣӜؠӄҨ੻ʢલظʙظޙʣɺࡉ໺Ҩ੻ʢதظʙظޙʣɺ֞୩Ҩ੻ʢதظʣɺ੉ށҨ੻ʢத

ظ୅ʹ͸૲૑࣌Γɺೄจ͓ͯ͠ࡏ୅ͷҨ੻͕఺࣌ʣ౳ͷೄจظ඿Ҩ੻ʢ൩৲ాށʣɺ੉ظʙ൩ظ

͔Β൩ظ·Ͱɺ͜ͷ஍Ҭ͕ਓʑͷੜ׆ͷ৔ͱͳ͍ͬͯͨ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻ

　·ͨ໻ੜ࣌୅ͷҨ੻ͱͯ͠͸ɺ੉ށҨ੻ɺ೔ਆࣾڥ಺Ҩ੻ 	��
 ౳͕͋Δɻ

　੉ށҨ੻͸ত࿨ �� ೥୅ʹɺژ౎େֶʹΑΓൃ۷ௐ͕࣮ࠪ͞ࢪΕ͍ͯΔɻೄจ࣌୅த͔ظΒฏ

ग़౔͍ͯ͠Δɻ͕ۮ୅ͷҨ෺ͱͯ͠͸౔࣌ΒΕ͓ͯΓɺೄจ͑ߟͰଘଓͨ͠Ҩ੻ͱ·ظ୅த࣌҆

ͷҨ੻ظߦҨ෺͔Β͸ւʹ໘ཱͯ͠஍͢Δঙ಺ซू࠾඿Ҩ੻͸ɺग़౔ɾ৲ాށ௡ྑҨ੻ɺ੉ߐ　

Ͱ͋Δ͜ͱ͕ਪఆ͞Εɺ੡Ԙ౔ث΋͞ू࠾Ε͍ͯΔɻ୺ాಕҨ੻͸ඪߴ ��N ఔ౓ͷٰྕ্ʹॴ

ͷ؛಺Ҩ੻͸෋ా઒౦ڥΕ͍ͯΔɻ·ͨɺ೔ਆࣾ͞ू࠾͕ثΔҨ੻Ͱɺੴ᭲΍ੴිͳͲͷੴ͢ࡏ

Տ؛ஈ্ٰʹॴ͠ࡏɺాϊޱҨ੻͔Β͸͍ۙڑ཭ʹ͋Δɻ

Ҩ੻ͷ΄͔ɺࢁాࡔ᛾ʹ൐͏ͱΈΒΕΔҨ෺͕ग़౔ͨ͠ࡇੴ੡඼౳׈୅ͷҨ੻ͱͯ͠ɺ࣌෿ݹ　

܈෿ݹฏݱݖ෿Λ͸͡Ίݹ੻Ͱ͋ΔՐӍ௩࢙ݝ 	��
ɺ࿬ϊ୩ݹ෿ 	��
ɺΦϦϑݹ෿ 	��
ɺ҆ٱ઒

෿ݹ 	��
 ౳ͷݹ෿͕ଘ͢ࡏΔɻ͜ΕΒͷݹ෿͸͍ͣΕ΋ւ؛ʹ͍ۙ৔ॴ͍҃͸Տޱ෇ۙʹ଄Ӧ

͞Εͨ΋ͷͰ͋ΔɻՐӍ௩ݹ෿͸ۙੈ͔ࠒΒͦͷଘ͕ࡏ஌ΒΕ͓ͯΓɺओମ෦͸ԣ݀ࣜੴࣨͰੴ

ࣨ಺ʹ͸૊߹ࣜੴ͕׹ଘ͢ࡏΔɻ෿ٰ͸౔ͷྲྀग़͕ஶ͍ͨ͠ΊෆৄͰ͋Δ͕ɺԁ෿Ͱ͋Δͱ͑ߟ

ΒΕ͍ͯΔɻ·ͨݱݖฏݹ෿܈͸ � ߴͰɺඪ܈෿ݹ෿͔Β੒Δݹͷج ��N ఔ౓ͷ୆஍্ʹॴࡏ

͢Δɻຒ૴ࢪઃ͸ശࣜੴ׹Ͱɺত࿨ � ೥ͷࣗવ֐ࡂʹΑΔ่མͷࡍʹ͸ɺ� ߸෿͔Β௚౛΍మ᭲

͕ग़౔ͨ͠ɻ
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஍ࡏҨ੻ͷॴޱ୅ʹ͸ɺాϊݹ　

ΛؚΉҰଳ͸ໂ࿒܊ʹଐͨ͠ͱߟ

͑ΒΕ͍ͯΔɻh ೔ຊॻلʱʹ͸

ͱ͞ΕΔ͢ࢦͷ౬࡚ԹઘΛࡏݱ

ʮໂ࿒ͷԹ౬ʯʹؔ͢Δهड़͕ొ

৔͠ɺ͔͘ݹΒͦͷ໊͕஌ΒΕΔɻ

　͞Βʹฏ҆࣌୅͔ظޙΒח૔࣌

୅ʹ͔͚ͯ੝Μʹͳͬͨ۽໺ࢁࡾ

΁ͷܮࢀʹ͸ɺେล࿏͕෋ా઒ྲྀ

Ҭ͔Β৽ํٶ໘΁ଓ͘͜ͱ͔Βɺ

ాϊޱҨ੻ΛؚΉҰଳ͕౰࣌ɺଞ

஍Ҭͱͷަ௨࿏ʹ͍ۙ৔ॴͰ͋ͬ

ͨ͜ͱ͕Θ͔Δɻ

ࢯͱͯ͠༏Εͨ੎ྗΛ༗ͨ҆͠୐܉Δɻਫ͑ߏΛڌຊ͕ࢯ୅ʹ͸ɺ೔ஔ઒ԼྲྀҬʹ҆୐࣌૔ח　

͸தੈҎ߱΋ͦͷւӡྗΛ͠࢖ۦɺ౦ւ஍ํ͔ΒلೆΛͯܦ੉ށ಺஍ํ΁ͱԆͼΔւ্ަқ࿏ʹ

ଟେͳӨྗڹΛͨͬ࣋ͱ͑ߟΒΕΔɻ҆୐ࢯ͸೔ஔ઒Ԋ͍ʹ਺ʑͷ৓Λ͕ͨ͑ߏɺ্෋ాொʹ

ॴ͢ࡏΔཾদࢁ৓Λͦͷຊڌͱͨ͠ࢁຊࡔ͕ࢯຊ෇৓ɺ௼ළࢁ৓ɺࠃਞࢁ৓ɺ৲෇ࢁ৓ɺ໺ా

৓ɺऄ۬৓ʢҎ্͸ � ৓ֲ੻͸্෋ాொ಺ʹॴ͢ࡏΔʣ౳෋ా઒ྲྀҬʹଟ͘ͷ৓ֲΛங͍͓ͯΓɺ

Δ஍ҬͰ͋ͬͨͱ͍͑Δɻ͢߅ͷ੎ྗ͕፰ࢯຊࢁͱࢯͷന඿ொΛؚΉҰଳ͸҆୐ࡏݱ

（3）　既往の調査　

ాϊޱҨ੻ʹ͓͍ͯ͜Ε·Ͱൃ۷ௐࠪ͸࣮͞ࢪΕ͍ͯͳ͍͕ɺฏ੒ �� ೥౓ʹ࣮͞ࢪΕͨ෼෍

ௐࠪͰ͸ɺ౔ثࢣ΍ಸྑ࣌୅ͷ੡Ԙ౔͞ू࠾͕ثΕ͍ͯΔɻ

第 3 項　調査の方法

ௐࠪ۠͸ௐࠪ۠ � ʙ � ͷ � ͭʹ෼͚ɺ͜ͷ͏ͪഉ౔ͷ

൓సͳͲۀ࡞ਐ্ߦɺௐࠪ۠ � Λௐࠪ۠ ��� ͼௐࠪ۠ٴ

���ɺௐࠪ۠ � Λௐࠪ۠ ��� ͼௐࠪ۠ٴ ��� ͷͦΕͧΕ �

۠ըʹ෼ׂͨ͠ɻௐࠪ͸ௐࠪ۠ � ͱௐࠪ۠ ���ɺௐࠪ۠

��� ͱௐࠪ۠ ��� ͼௐࠪ۠ٴ ��� ۠ͱ � ͭͷ޻ఔʹ෼͚ɺ

ॱۀ࡞࣍ΛਐΊͨʢਤ �ʣɻۭࣸߤਅଌྔ͸̏ճʹ෼͚ͯ

ܭ߹Γɺௐࠪ໘ੵ͸ɺ͓ͯ͠ࢪ࣮ �
���ᶷͰ͋Δɻ

（1）　地区割りの方法

ௐࠪ۠ͷ஍ׂ۠Γ͸ɺฏ໘௚֯࠲ඪܥʢੈքଌ஍ܥʣୈ

ᶜܥʹΑΔɺ9����
���Nɺ:���
���N Λج఺ͱͨ͠த۠

ըʢਤ �ʣٴͼখ۠ըʢਤ �ʣΛઃఆͨ͠ɻ͜ΕΒͷ۠ը

͸ � Օॴͷௐࠪ۠૬ޓͷҐஔؔ܎Λ೺Ѳ͠қ͘͢ΔͨΊɺ

֤ௐࠪ۠Λ໢ཏ͢ΔΑ͏ઃఆ͍ͯ͠Δɻ

·ͨɺج४఺ଌྔʹΑΓɺ̏جڃ४఺ٴͼ̐جڃ४఺Λ

ௐࠪ۠ 1ௐࠪ۠ 1

ௐࠪ۠ 3ௐࠪ۠ 3

ௐࠪ۠ 2ௐࠪ۠ 2
高
瀬
川

高
瀬
川

෋田খֶߍ෋田খֶߍ

/

ਤ 2　調査区Ґஔਤ

X=-270,000.000

Y=-54,000.000
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ਤ 3　地区割　( 中区ը )
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ઃஔͨ͠ɻ

　ਫ४ଌྔ͸ɺ� ౳ਫ४఺͔Β � ४جڃ

఺·Ͱ؍ଌΛ͍ߦɺ͞Βʹ � ४఺جڃ

·Ͱ؍ଌ͠ਫ४ҠಈΛͨͬߦɻ

（2）　基本層序

ຊ૚ং͸ௐࠪ۠ج　 � ͔Β � ʹ͓͍ͯ

શͯҟ͓ͬͯΓɺ֤ௐࠪ۠ʹڞ௨͢Δ૚

Ґ͸ͳ͍ɻΑ֤ͬͯௐࠪ۠ʹ͍ͭͯҎԼ

ͷͱ͓Γݸผʹઃఆͨ͠ɻʢਤ �
�
�ʣ

1）調査区 1ʢਤ �ʣ�

第 1 層ʢද౔ʣ　ะ৔੔උޙͷਫా࡞ߞ

౔Ͱ͋Δɻ

第 2 層　ฏ҆࣌୅ظޙҎ߱ͷҨ෺แؚ

૚ɻෳ਺ͷ૚Ґʹࡉ෼͕ՄೳͰ͋Δ͕ɺ

͜ͷ૚ͷଯੵ͸ߴ੉઒ͷ૿ਫ΍ௐࠪ۠౦

ଆʹ͋ͨΔࣼ໘͔Βͷ౔ͷྲྀग़͕ओͳཁ

ҼͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ౔ثͷ΄͔ɺہ

ॴతʹඍࡉͳࠎยΛؚΉ୸Խ෺͕ܘ ��

ʙ ��ᶲͷൣғʹ·ͱ·ͬͯࠞೖ͢Δʢࣸ

ਅ �ʣɻ

第 3 層　ୈ �B ૚ٴͼୈ �C ૚ʹ෼૚͕ՄೳͰ͋Δɻୈ �B ૚͸ฏ҆࣌୅ظޙҎ߱ͷҨ෺แؚ૚Ͱ

͋Γɺߔ � ͷຒ຅ޙʹଯੵ͍ͯ͠Δɻୈ �C ૚͸ബ͘ଯੵͨ͠୸Խ෺ͷ૚ͰɺҨߏ ��� Λઔ௖ͱ

ͯ͠੢ଆʹ͍͔޲ઔঢ়ͷ͕޿Γ͕͍Ӑ͑Δɻඍࡉͳ౔ثยΛଟྔʹؚΈɺҨߏ ��� ౳पลͷҨ

ೖ͍ͯ͠Δɻྲྀʹߏ

第 4 層　஍ࢁͰ͋Δγϧτ૚ʢୈ �B૚ 
ɺؠ൫ٴͼҨ෺Λؚ·ͳ͍࠭૚ʢୈ �C૚ 
 Λୈ �૚ͱͨ͠ɻ

্໘͕Ҩݕߏग़໘Ͱ͋Δ͕ɺௐࠪ۠౦൒෦෼Ͱ͸

౰֘౔૚·Ͱ࡟ฏ͕ٴͿͨΊɺௐࠪ۠ͷ౦ଆͰ͸

ද౔૚௚Լʹؠ൫͕࿐ग़͓ͯ͠Γɺͦͷ··ٰྕ

ࣼ໘΁ଓ͘ͱ͑ߟΒΕΔɻ࠭૚͸ւ඿࠭ͱ൑அ͞

Εɺཻܘͷখ͍͕࠭͞ओମͰɺΑΓਂ͍ҐஔͰ͸

ΒΕΔ֋ؚ֪͕·ΕΔɻݟʹਫҬؿ

2）　調査区 2ʢਤ �ʣ

　ௐࠪ۠ � ʹ͋ͨΔ৔ॴ͸ۙ୅Ҏޙʹॅ୐ͷෑ

஍ͱͯ͠଄੒͞Ε͓ͯΓɺجຊ૚ং͸ෑ஍ͱͯ͠

ར༻͞Εͳ͘ͳͬͨޙͷ෴౔ͱɺ஍ࢁͰ͋Δɻฏ҆࣌୅ظޙҎ߱ͷҨߏ΋ݕग़͞Ε͍ͯΔ͕ɺෑ

஍଄੒࣌ͷ࡟ฏ͸஍ࢁʹ·ͰٴͿͱΈΒΕɺҨ෺แؚ૚͸ۙ୅ҎޙͷҨ෺ΛؚΉɻ

第 1 層　ۙ୅ͷഇغ෺ΛؚΉ෗༿౔͕ओମͱͳͬͨද౔Ͱ͋Δɻ

第 2 層　ۙੈҎ߱ʹߏங͞Εͨͱ͑ߟΒΕΔੴ֞ͷɺ࢒ଘ͢Δ࠷ԼஈΛ෴ͬͯଯੵ͢Δɻ

写真 1　第 2 層中ʹみらΕΔ୸Խ物のू中
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7
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19
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22 S=1/1500

W U

* )
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7

1�16000 40m

XYZabDEFGHIiKLMNOPQRST QRST
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9�-270600

9�-270640

9�-270680

9�-270560

Y
=
-
5
4
8
0
0

Y
=
-
5
4
8
4
0

Y
=
-
5
4
7
6
0

ௐࠪ۠ 1ௐࠪ۠ 1

ௐࠪ۠ 2�2ௐࠪ۠ 2�2

ௐࠪ۠ 3�2ௐࠪ۠ 3�2

ௐࠪ۠ 3�1ௐࠪ۠ 3�1

ௐࠪ۠ 2�1ௐࠪ۠ 2�1

ਤ 4　調査区及び地区割　中区ը及びখ区ը
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-�4�00N
ਫ࿏11

3	3B` 
3	3B` 


3	3B


3	3C


2B 2C 2D

1�　2�5:4�3　ΦϦʔϒ׊৭γϧτ　ද౔　圃৔੔උޙͷਫ田࡞ߞ౔
2B�　2�5:5�3　ԫ׊৭γϧτ・ඍ࠭
2C�　2�5:4�6　ΦϦʔϒ׊৭γϧτ・ඍ࠭
2D�　10:34�2　փԫ׊৭γϧτ・ඍ࠭
3B�　2�5:5�3　ԫ׊৭γϧτ・ඍ࠭　ฏ安࣌୅ظޙͷ遺෺แؚ૚
3B`　2�5:5�3　ԫ׊৭γϧτ・ඍ࠭　3B ʹൺ΂৭ௐ͕΍΍҉͍　ฏ安࣌୅ظޙ遺෺แؚ૚
3C�　10:32�1　ࠇ৭୸Խ෺૚　ඍࡉͳ౔ثยΛଟྔʹؚΉ　ฏ安࣌୅ظޙͷ遺෺แؚ૚
4B�　2�5:6�1　ԫփ৭γϧτ　஍ࢁ
4C�　2�5:6�2��փԫ৭γϧτ　஍ࢁ
"�　5#7�1　໌੨փ৭γϧτ
#�　5#5�1　੨փ৭γϧτ　

ຒ౔ߔ

図 5　ௐࠪ۠ 1　ηΫγϣϯ 1　ೆน౔૚図

遺ߏ 104ʢۙੈͷߔʣ
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図 6　ௐࠪ۠ 2　ηΫγϣϯ 1　๺น౔૚図

1�　10:33�1 ʙ ৭෗༿౔・҉փԫ৭γϧτ　ද౔׊ࠇ　2�5:5�2
2�　2�5:4�2 ʙ 5:7�6　҉փԫ৭γϧτ・໌ԫ׊৭γϧτ　ૈ࠭ΛؚΉ　ੴ่֞མޙͷ෴౔
3�　2�5:6�1　ԫփ৭γϧτ　ੴ֞ߏஙҎޙͷ遺෺แؚ૚ʢۙ୅ʣ
4�　2�5:6�4　ʹͿ͍ԫ৭γϧτ　஍ࢁ
B�　2�5:6�1　ԫփ৭γϧτ・࠭ࡉ
C�　2�5:6�1　ԫփ৭γϧτ
D�　2�5:6�1　ԫփ৭γϧτ

" "`

2a

3a3a

3b3b

3a3a

2D

2b2b

1

-�36.0N

-�37.0N

2E
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図 7　ௐࠪ۠ 3　ηΫγϣϯ 1　౦น౔૚図

$
$`

44 1�　10:35�6　ԫ׊৭γϧτ　ද౔　᛽ɺ໻ੜ࣌୅ٴͼ古୅ͷ遺෺ΛؚΉ෗༿౔
2B�　10:35�6　ԫ׊৭γϧτ　ද౔　২ྛ࣌ͷ଄成ʹΑΔʁ　　
2C�　10:35�8　ԫ׊৭γϧτ　ද౔　　
2D�　10:35�8　ԫ׊৭γϧτ　ද౔
2E�　2�5:5�6　ԫ׊৭γϧτ　ാ஍଄成·ͨ͸২ྛ࣌௨࿏ͷ෴౔
3B�　10:35�8　ԫ׊৭γϧτ　古୅ͷ遺෺แؚ૚
3C�　10:34�6　׊৭γϧτ　古୅ͷ遺෺แؚ૚
4�　2�5:7�6 ʙ 10:36�8　໌ԫ׊৭γϧτ　஍ࢁ　

-�38.0N

1

遺ߏ 101ʢམͪࠐΈঢ়遺ߏʣ

圃৔੔උ࡟ʹ࣌ฏ

4B4B 4C4C

3	3B
 ਪఆ

ਪఆ

͜ͷ͋ͨΓͷҐஔ͔Β੢΁མͪࠐΈʁ

ੴ֞ 1 ཪࠐΊ

ੴ֞ 1

0 5.0m1�160

0 2.5m1�100

0 2.5m1�100

第 3 層　ۙੈʢນ຤Ҏ߱ʣͷҨ෺ΛؚΉแؚ૚Ͱ͋ΓɺԼஈͷੴ͔֞Β੢ଆʹଘ͢ࡏΔɻੴ֞ͷ

ஙʹ൐͏੔஍౔Ͱ͋ΔͱΈΒΕΔɻߏ

第 4 層　஍ࢁͰ͋ΓɺҨݕߏग़໘Ͱ͋Δɻ্ஈͰ͸ୈ � ૚௚ԼͱͳΓɺॏػʹΑΔͱΈΒΕΔ

ɻ·ͨௐ͍ࠪ۠ͨͯͬ࢒ʹ੻͕֤ॴࠟ࡟۷ ��� ͷೆ୺Ͱ͸ɺ͜ ͷ૚ͷ্໘ʹؠ൫͕࿐ग़͍ͯ͠Δɻ

3）　調査区 3ʢਤ �ʣ

ຊ౔૚͸ௐࠪ۠ج　 ���ɾ��� ௨Ͱ͋Δɻௐࠪ۠ڞ͍ͯͭʹ � ʹ͸ാ஍ͱͯ͠։ࠖ͞Εͨฏୱ෦

෼ͱٰྕࣼ໘෦෼ͱ͍ͬͨɺ஍͕ܗେ͖͘ҟͳΔ෦෼ΛؚΉɻฏୱ෦෼͸ࣼ໘Λେ͖͘࡟ฏͯ͠

͓ΓɺͦͷԑลͱͳΔࣼ໘্୺෇ۙͰچʹ͔ۇ஍ܗΛཹΊ͍ͯΔͱ͑ߟΒΕΔ΋ͷͷɺେ෦෼͸

஍ࢁͰ͋Δୈ � ૚্໘ʢҨݕߏग़໘ʣΛാ࡞ʹ൐͏౔͕෴͏ɻٰྕࣼ໘͸஍্ܗɺઈ่͑ͣམ

ͱଯੵΛ܁Γฦ͢ঢ়گʹ͋ͬͨ͜ͱ͕૝ఆ͞Εɺാ஍ͷ։ࠖʹ൐͏ഉ౔΍౔ͷྲྀग़΋ྀͤ͟ߟΔ

Λಘͣɺଯੵ౔ͷؼଐظ࣌Λ൑அ͢Δͷ͸΍΍ࠔ೉Ͱ͋Δ͕ɺୈ � ૚͸ฏ҆࣌୅Ҏ߱ͷҨ෺แ

ؚ૚ͱ൑அ͞Εͨɻ

第 1 層　ද౔ɻݱ஍ද໘Λ෴͏෗༿౔Ͱɺ᛽ٴͼ໻ੜ࣌୅͔Βݹ୅ʹ͔͚ͯͷҨ෺ΛؚΉɻ

第 2 層　ද౔ɻാ஍։ࠖʹ൐͏ഉ౔ͱΈΒΕɺ᛽ٴͼ໻ੜ࣌୅͔Βݹ୅ʹ͔͚ͯͷҨ෺ΛؚΉɻ

第 3 層　ฏ҆࣌୅Ҏ߱ͷҨ෺แؚ૚ɻB ʙ D ʹ෼૚͕ՄೳͰ͋Δɻࣼ໘্Ͱ஍ࢁʹฏͯ͠ߦଯੵ

͢Δൺֱత࣭ۉͳ౔૚Ͱ͋ΔͨΊɺฏ҆࣌୅͔Βۙ୅ͷാ஍։ࠖࢸʹ࣌Δ·Ͱࣗવʹଯੵͨ͠΋

ͷͱ൑அ͞Εͨɻͨͩ͠گݱͰ΋ࣼ໘֤ॴʹ่མ͕ΈΒΕɺҨ෺ͷ࿐ग़͕ΈΒΕΔ͜ͱ͔Βɺ�D

૚Ҏ֎ʹ͍ͭͯ͸ɺ͜ΕΒͷΑΓࡉ෼͞Εͨ૚͝ͱʹؼଐظ࣌Λಛఆ͢Δ͜ͱ͸ࠔ೉Ͱ͋Δɻ

第 4 層　஍ࢁͰ͋Γɺ্໘͸Ҩݕߏग़໘Ͱ͋Δɻ࡟ฏʹΑΓҰ෦࿐ग़ͨ͠ؠ൫ΛؚΉɻ
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第 4 項　調査成果

1）　調査区 1

　ௐࠪ۠ � Ͱ͸ୈ �ʢ�Bɾ�Cʣ૚্໘ͰҨݕߏग़Λ͍ߦɺۙੈҎ߱ͷ֧ཚٴͼฏ҆࣌୅ͷҨߏΛ

ಉҰ໘্ʹݕग़ͨ͠ɻ·ͨௐࠪ۠ೆ൒Ͱ͸ะ৔੔උʹ൐͏ͱΈΒΕΔɺ໮֪Λॆరͨ͠҉͕ڎ෯

໿ ���Nɺਂ͞໿ ���N Ͱᐩ໨ঢ়ʹ۷͞࡟Ε͍ͯͨʢਤ �ʣɻ

遺構 101ʢਤ �ɺਤ൛ ��ɾ��ɾ��ʣ౦੢෯ ��N Ҏ্Ͱ੢ଆ͸ௐࠪ۠֎ʹٴͼɺೆ๺͸ �� ̼ʹ

ΘͨΔɻ౰ॳௐࠪ۠๺ଆ͔Βೆํ޲΁ͱԆͼΔɺ෯͘޿ઙ͍ߔঢ়Ҩߏͱ͑ߟΒΕ͕ͨɺௐࠪ۠ೆ

൒Ͱೆ੢ํ޲΁མͪࠐΉ༷૬ΛͤݟΔ͜ͱ͔Βɺ஍ܗʹ൐͏ࣗવྲྀ࿏҃͸མͪࠐΈঢ়Λͳ͢஍ܗ

Ͱ͋Δͱ൑அ͞Εͨɻ·ͨ͜ͷҨߏͷ౦ଆ্୺͸Ҩߏງܗͷ্୺Ͱ͸ͳ͘ɺะ৔੔උ࣌ʹ؇΍͔

ͳࣼ໘ͱͳ͍ͬͯͨͱ͜Ζ͕શ໘తʹਫฏʹۙ͘࡟ฏ͞Εͨ͜ͱʹΑΓɺ౦ଆͷୈ �B ૚͕࡟Γ

औΒΕͯ஍ࢁʢୈ �Bɾ�C ૚ʣ͕࿐ग़ͨ݁͠ՌɺҰݟམͪࠐΈঢ়Ҩߏͷ্୺ʹ͍ۙܗΛఄ͍ͯ͠

Δ΋ͷͱ൑அ͞Εͨʢਤ �ʣɻͦͷͨΊɺ౰֘Ҩߏຒ౔ͷҰ෦Λجຊ౔૚ͷୈ �B ૚ͱ͍ͯ͠Δɻ

ͨͩ͠Ҩߏ ��� ΛڬΜͩ౦੢Ͱఈ໘ͷ͞ߴʹҧ͍͕ΈΒΕɺࣼ܏ͷ࿈ଓੑ΋ೝΊ೉͍͜ͱ͔Βɺ

Ҩߏ ��� ౦ଆ্୺ʹԊͬͨҐஔʹ੢΁མͪࠐΉஈࠩঢ়ͷ্୺͕ଘ͍ͨͯ͠ࡏՄೳੑ͕͍ߴɻҨ

෺͸౔ثࢣ 	� ʙ �ʣɺਢثܙʢ��ɾ��ɾ��ʣɺࠇ৭౔ثʢ��ʣ͕ग़౔͍ͯ͠Δ͕ɺҨ෺ͷ෼෍͸ɺ

͜ΕΒ͕ຊདྷҨߏ ��� ۙลʹଘͨ͠ࡏҨ෺Ͱ͋Γɺ͔ͦ͜ΒҨߏ ��� ʹམͪࠐΜͩͱΈΒΕΔ

ঢ়گΛࣔ͠ɺҨߏ ��� ʹ͍ۙҐஔͰ͸ूதͯ͠ग़౔͢Δ΋ͷͷɺௐࠪ۠੢น෇ۙͰ͸ૄͱͳΓ

΄ͱΜͲग़౔ΛΈͳ͔ͬͨɻ

遺構 104ʢਤ �ɺਤ൛ ��ʣۙੈҎ߱ʹ۷͞࡟ΕͨߔͰ͋Δ͕ɺͦΕҎલʹۼ஍ͱͯ͠ଘͯ͠ࡏ

͍ͨͱΈΒΕΔམͪࠐΈঢ়Ҩߏ ��� ͷࠟ੻Λ౿ऻ͍ͯ͠ΔՄೳੑ͕͘ߴɺઌड़ͨ͠Ҩߏ ��� ͷ
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2�　2�5:5�3 ԫ׊৭γϧτ・࠭ࡉ
3�　2�5:5�2 ҉փԫ৭࠭ࡉ　
　　　5:6�6 ΦϦʔϒ৭γϧτΛগྔؚΉ
　　　୸Խ෺ΛগྔؚΉʢ౔޵ 109 ෇͔ۙΒͷྲྀೖʣ

4�　2�5:5�1 ԫփ৭γϧτ
5�　5#3�1 ҉੨փ৭γϧτ　
ΛগྔؚΉ࠭ࡉ　　　
　　　2�5:6�6 γϧτΛϒϩοΫঢ়ʹ͔ᷮʹؚΉ
6�　2�5:7�2 փന৭γϧτ　࠭ࡉΛ͔ᷮʹؚΉ
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　ग़౔Ҩ෺͕ଟ͍ͨΊɺҨ෺ʹ͍ͭͯ͸छྨ͝ͱͷઆ໌Λ࣍ʹड़΂Δɻ·ͨɺग़౔Ҩ෺ͷ૯ׅత

ͳݕ౼͸ʮখ݁ʯʹͯޙड़͢Δɻ

土師器小皿ʢ�� ʙ ��ɺਤ൛ ��ɾ��ʣ　

�ʙ͕ܘޱ　 ��ᶲఔ౓ͷɺख፻ͶʹΑΓ੒͞ܗΕͨࡼͰ͋Δɻ֓ Ͷମ෦಺֎໘ΛϤίφσௐ੔͠ɺ

ఈ෦͸ະௐ੔Ͱ͋Δɻ΄ͱΜͲͷݸମͷମ෦֎໘ʹ͸ɺଟஈঢ়Λͳ͢ɻ

ઢతʹͭ͘Δ΋ͷͱ௚ઢతʹͭ͘Δ΋ۂԑ෦ʹ͔͚ͯମ෦Λޱଶ্େ͖͘෼͚ͯɺఈ෦͔Βܗ　
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಺໘ʹ௜ઢΛ΄Ͳ͜͢΋ͷʢ��ʣ౳͕͋Δɻମ෦͕௚ઢతʹԆͼΔ΋ͷ͸ఈ෦͔Βମ෦ʹ͔͚

ͷ۶͕ۂஶ͘͠ɺޱԑ୺෦Λ֎൓ͤ͞Δ΋ͷ 	���ʙ ��
 ΋ଘ͢ࡏΔɻ྆ऀͷ۠ผ͸ඞͣ͠΋໌֬

ਤ 10　遺構 109 　遺物出土状況ਤ及び土層ਤ
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土師器椀（�� ʙ ��ɺਤ൛ ��ɾ��ʣ

　౔ثࢣ࿶͸ʮଟஈϤίφσٕ๏ʯʢ���ʣΛ͢ࢪ΋ͷͰɺମ෦֎໘ͷྏઢ͸΍΍ෆ໌ྎͳ΋ͷ
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ʙ ��ʣɺஅ໘ܗ֯ࡾΛఄ͢Δ΋ͷ 	�� ʙ ��
 ·Ͱ༷ʑͰ͋Δɻ·ͨɺࠐݟΈʹॏͶমͷࠟ੻Λ࢒

͢΋ͷ 	��
 ΍ɺఈ෦ʹ໦ͷ༿ͷѹࠟΛ͢࢒΋ͷ 	��
 ΋ଘ͢ࡏΔɻ

土師器皿ʢ�� ʙ ��　ਤ൛ ��ʣ
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田ノ口遺跡

　土師器皿としたものには 2 種類あり、浅く広がる体部に径の小さい高台がつくものと、椀をの

器高のみを低くした形態のものがあるが、この細分については「小結」において後述する。53、

54 は体部下位で屈曲する特徴を持つもので、白磁の皿Ⅰ類 (*4) に近い形態をとり、高台の形状

も角高台に似る。さらに 56、57 は口縁から底部まで体部は緩やかに弧を描き外面が多段状を呈

する

黒色土器（65 ～ 74、図版 63）

　黒色土器は、椀のみで A 類（内黒、65 ～ 70）が大半を占め、B 類（両黒、71 ～ 74）は少量である。

　A 類には体部が丸みをもって外湾し径の大きい高台を持つもの（65・66）、体部が直線的に延

び、径の小さい高台を持つもの（67）、やや小型で体部は丸く、径の小さい高台を持つもの（69、

70）がある。これらは黒化処理した内面にヘラミガキの痕跡は不明瞭で、外面は多段状をなす。

　B 類（71・72）は薄いつくりで器の内外面にヘラミガキが施される。図に示したものは高台

部分を欠損しているが、73 のような内側までヘラミガキを施した低い高台が貼り付けられてい

たものと考えられる。

土師器甕（75 ～ 77、図版 64）　

　4 個体分が出土しており、いずれも口縁部及び胴部の形態が異なる。

　75 は屈曲した口縁にヨコナデを施し、端部を上方につまみ上げる。頸部以下は調整が不明瞭

ではあるが、内外面ともにハケ目の痕跡、外面のみに指頭圧痕が観察される。肩部以下を欠損し

ているが、胴部は球形をなすものと考えられる。胎土は砂粒及び結晶片岩の細礫を含む。76 は

やや肥厚した口縁に横方向のハケ調整を施すもので、頸部以下は摩滅のため調整が不明である。

最大径が頸部よりやや下がった位置になると考えられ、やや長胴になるものと考えられる。77

は口縁部から頸部にかけての屈曲が強く、口縁端部は僅かに外側へ折り返す。口縁部から頸部ま

でにヨコナデを施し、頸部以下は内外面にナデを施すが、内面は上位にヘラ状工具の使用痕跡が

観察される。肩部に最大径を持つとみられ、底部に向かって径を小さくする長胴の形態をとるも

のと考えられる。78 は口縁部は直線的に斜め上方へ開くもので、肩部付近までの出土であるが、

寸胴の形態を示すと考えられる。摩滅のため調整は不明瞭であるが、ハケ目の痕跡及び指頭圧痕

が観察される。

　以上の形態的差異は時期的変化を示す可能性があり、その帰属時期については土釜 (79) の出

土とも合わせ検討する必要があるものと考えられる。

土釜（79、図版 64）

　土師器釜で、口縁部に極めて近い位置に幅の狭い鍔を巡らせるものである。胎土に含まれる砂

粒は径 1 ～ 3㎜の石英が大部分であるが、雲母片も観察される。やや丸みを帯びる体部下位から

底部付近までが残存しており、口径とほぼ同じ 22㎝前後の器高が復元される。形態からは摂津

C 型 (*16) とされるものに近いと考えられ、搬入品である可能性が高い。時期は 10 ～ 11 世紀後

半頃と考えられる。

灰釉陶器（58 ～ 61、図版 63）

　灰釉陶器は、椀、皿、長頸壺が出土している。

　58 は椀で、体部は薄く、底面は高台貼付後糸切り痕をナデ消す。釉を内面にハケ塗りしてい

るとみられる。時期は、K-90 から O-53 窯式の時期 (* 注 ) であると考えられる。59 も椀で、底
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ͱྲྀΕΔՕॴ͕༗Δͷ͸ɺΑΓඪߴͷ௿͍ߴ੉઒ํ

ͷ࣌΋ͷͰ͋Ζ͏ɻะ৔੔උ͔ͨͬ޲΁ͱྲྀΕ͕޲

Ε͍ͯΔͱ͜Ζ͔Β΋ɺ͞࡟۷ʹ޲ಉ༷ͷํ͕ڎ҉

౰֘஍఺ͷਫͷྲྀΕͱͯ͠͸ࣗવͰ͋Δͱ͑ߟΒΕ

ΔɻҨߏ ���ʢۙੈߔʣ͕Ґஔతʹॏෳ͜͠Εʹ੾

ΒΕ͍ͯΔ͕ɺ౰֘Ҩߏͷຒ౔͸஍ࢁʹ༝དྷ͢Δͱ

ΈΒΕΔඍ࠭ΛଟྔʹؚΉγϧτͰ͋Γɺ྆ऀͷຒ

౔ͷ൑ผ͸༰қͰ͋Δɻਢثܙᙈ಑෦ͷഁย͕·ͱ·ͬͯग़౔͓ͯ͠Γɺ·ͨɺҨߏ ��� ͔Β

Ҩߏ ��� ʹؔΘΔͱΈΒΕΔ୸Խ෺͕·ͱ·ͬͯग़౔͍ͯ͠Δ͜ͱ͔Βɺ౰֘Ҩߏͷؼଐظ࣌

͸౔޵ � ͱ΄΅ಉظ࣌Ͱ͋Δ͔ɺઌ͢ߦΔͱ͑ߟΒΕΔɻҨ෺͸ਢثܙͷ΄͔ɺݖঢ়ੴ੡඼ʢ��ʣ

͕ग़౔ͨ͠ɻ

遺構 112ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣ௕ܘ໿ ���Nɺ୹ܘ໿ ���N ͷɺฏ໘͕ପԁܗΛͳ͢౔޵Ͱ͋Δɻਂ

͞͸ਂ࠷෦Ͱ໿ ���N ΛଌΔ͕ɺ੢൒෦෼͸ςϥεঢ়ͷฏୱ໘ͱͳ͍ͬͯΔɻຒ౔͸ୈ �C ૚ͷ

ྲྀΕࠐΈͱݟΒΕΔ୸Խ෺ΛଟྔʹؚΉ΋ͷͰɺܘ �ᶲఔ౓ͷখ͞ͳԁ᛽͕ࠞೖ͢Δɻ

遺構 114ʢਤ �
��ɺਤ൛ ��ʣҨߏ ��� ͱಉ༷ͷߔঢ়ҨߏͰ͋Δɻ෯໿ ���N ͰɺԆ௕ ���N Λݕ

ग़ͨ͠ɻਂ͞͸ฏۉ �ᶲఔ౓Ͱ͋ΓۃΊͯઙ͘ʢਤ ��ʣɺҨߏ ��� ͔ΒԆ௕͢Δਫྲྀͷࠟ੻Ͱ͋

Δͱ͑ߟΒΕΔɻҨ෺͸౔ثࢣ࿶·ͨ͸ࡼͷߴ୆෦͕ग़౔͓ͯ͠Γɺظ࣌͸Ҩߏ ��� ͱಉظ࣌

ΒΕΔɻ͑ߟଐ͢Δͱؼʹ

遺構 115ʢਤ ��ʣܘ ���� ʙ ���N ఔ౓ͷੴ͕ �� Ͱ͋Δɻ᛽͸ಉߏఔ౓ɺूੴঢ়ʹूத͢ΔҨݸ

༷ͷେ͖͞ͷ΋ͷ͕ୈ � ૚தʹ΋֬ೝ͞Ε͍ͯΔ͕ɺ͜ΕΒ͸΋Ζ͍࠭ؠ᛽Ͱܗঢ়΍৭ௐ͕େ

͖͘ҟͳ͓ͬͯΓɺ౰֘Ҩߏग़౔ͷ᛽͸ද໘ͷຎ໓͕ਐΜͩॴҦՏݪੴͰ͋Δɻງܗ͸ݕग़͞Ε

͓ͯΒͣɺ্෦ͷ΄ͱΜͲ͕࡟ฏ͞Εͨ౔޵౳ͷఈ໘෇ۙͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

遺構 116ʢਤ �ɺਤ൛ ��ʣ෯໿ ���N ͷߔঢ়Ҏ߱Ͱɺௐࠪ۠๺୺෇ۙʹ௕͞໿ ���N ʹΘͨΓݕ

ग़͞Εͨɻਂ͞͸தԝ෇ۙͰ໿ �ᶲͱۃΊͯઙ͍΋ͷͰ͋ΔɻҨߏ ���ɺ��� ͱಉ༷ʹɺ๺͔Β

ೆํ޲΁ͷྲྀਫࠟ੻ͱ͑ߟΒΕΔɻ

写真 2　自然石 (1) 及びप囲の断割
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遺構 117ʢਤ �ɺਤ൛ ��ʣ௕ܘ໿ ����Nɺ୹ܘ໿ ���N

ͷ౔޵Ͱ͋Δɻਂ͞͸ ��� ʙ ���N ͰɺҨߏ ���

ʹ༝དྷ͢Δ୸Խ෺૚ʢୈ �C ૚ʣԼʹݕग़͞Εͨɻ

遺構 118ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣ௕ܘ໿ ���Nɺ୹ܘ໿ ���N

ͷɺฏ໘͕ܗ΍΍ํܗʹ͍ۙପԁܗΛͨ͠౔޵Ͱ

͋Δɻਂ͞͸࠷΋ਂ͍ҐஔͰ ���N ΛଌΓɺୈ �C

૚ͷྲྀΕࠐΈͱݟΒΕΔ୸Խ෺ΛଟྔʹؚΜͩࠇ

৭ͷຒ౔͸ܘ �� ʙ ��ᶲͷ᛽ΛؚΉɻ੢୺ʹςϥ

εঢ়ͷฏୱ໘Λ༗͢Δɻ

遺構 123ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣܘ໿ ���� ʙ ����N ͷɺ

΍΍ԁܗʹ͍ۙฏ໘ܗΛͳ͢౔޵Ͱ͋Δɻਂ͞͸

໿ ���N Ͱɺ୸Խ෺ΛଟྔʹؚΉຒ౔͔ΒҰล ��

ᶲఔ౓ͷ᛽͕౤͛ࠐ·ΕͨͱΈΒΕΔঢ়ଶͰग़౔

ͨ͠ɻ

自然石 (1)ʢਤ �ɺࣸਅ �ʣ্໘͸ฏୱͰ͋Γɺද

໘ͷ෩Խٴͼຎ໓ͷঢ়ଶ͔Βɺຊདྷ͸஍දʹ௕͘

࿐ग़͍ͯͨ͠΋ͷͱ͑ߟΒΕΔ͕ɺද໘ʹ͸ԿΒ

͔ͷ࢖༻ࠟ੻ͱΈΒΕΔ΋ͷ͸͞࡯؍Εͳ͔ͬͨɻ

पғΛ۷ΓԼ͛ͨͱ͜ΖʢࣸਅʣɺԼ൒͸஍ࢁʹຒ΋Εͨঢ়ଶͰ͋ͬͨɻௐࠪ۠౦ଆͷٰྕࣼ໘

ʹ͸࠭ؠͷ࿐ग़͕ΈΒΕɺଞॴΑΓࠐͪ࣋·Εͨ౳ͷՄೳੑ͸ແ͘ɺ஍ࢁͰ͋Δ࠭૚ʹ͸ܘ ��

ᶲҎ্ͷൺֱతେ͖ͳ᛽΋ଟؚ͘·Ε͍ͯΔ͜ͱ͔Βɺௐࠪ۠पลʹ͓͍ͯ͸ීวతʹಉ༷ͷస

ੴ͕ݟΒΕΔ΋ͷͱਪఆ͞ΕΔɻௐࠪ۠๺୺ʹ֧ཚ͕͋޵Γɺܘ ���N Ҏ্ͱΈΒΕΔڊେͳࣗ

વੴΛ֬ೝ͕ͨ͠ɺ͜ΕΒ͸͔ͭͯۙลͷ஍දʹଘ͍ͨͯ͠ࡏసੴͰ͋ΔՄೳੑ͕͋Δɻ

（2）　調査区 2

　ௐࠪ۠ � ͸ௐࠪ۠ � ౦ଆͷ༻ਫ࿏ΛڬΜͰࢁ੄ʹ͋ͨΔҐஔʹઃఆͨ͠ɻ༻ਫ࿏͸ௐࠪ � Ͱ

ߏग़ͨ͠Ҩݕ ��� ʹมΘΔਫ࿏ͱͯۙ͠୅Ҏ߱ʹ۷͞࡟Εͨ΋ͷͰɺຊདྷͷ஍ܗ͸ௐࠪ۠ � ͔

Βௐࠪ۠ � ʹ͔͚ͯɺ؇΍͔ͳࣼ܏Λͳ͍ͯͨ͠ͱਪఆ͞Εʢਤ ��ʣɺௐࠪ۠ � ͷฏୱ෦෼͸ࢁ

੄෦෼Λ੾ΓऔΓɺ୩ଆ΁͸ੴ֞Λߏங͢Δ͜ͱͰෑ஍ͷฏୱ໘Λ֬อͨ͠΋ͷͱ͑ߟΒΕΔɻ

　ௐࠪ۠ � Ͱݕग़ͨ͠Ҩظ͍࣌ۙʹߏͱ͑ߟΒΕΔͷ͸Ҩߏ ��� ͷΈͰɺ΄ͱΜͲ͸Ҩ෺Λؚ

·ͳ͍͔ɺۙੈ຤Ҏ߱ʹؼଐ͢ΔͱΈΒΕΔછ෇ย౳ͷग़౔ΛΈΔͷΈͰ͋Δɻ

遺構 228 ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣ௕ล໿ ���Nɺ୹ล໿ ���N ͷɺฏ໘۱ؙ͕ܗͷ௕ํܗΛͳ͢౔޵Ͱ

͋Δɻਂ͞͸໿ ���N Ͱɺຒ౔͸ܘ ��ᶲҎ্ͷ᛽ΛؚΉɻҨ෺͸ಃثͷᙈʢ��ʣ౳͕ग़౔ͯ͠

͓Γɺؼଐظ࣌͸ۙੈ຤Ҏ߱ͱ͑ߟΒΕΔɻ

遺構 234 ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣೆ๺໿ ���Nɺ౦੢໿ ���N ͷෆఆܕͳฏ໘ܗΛͳ͢౔޵Ͱɺਂ͞͸

෦Ͱਂ࠷ ���N Ͱ͋Δ͕ɺچ஍ܗͷԜΜͩ෦෼͕ґଘͨ͠΋ͷͰ͋ΔՄೳੑ΋͋Δɻ੢ଆ͸ੴ֞

ງܗʹΑΓ੾ΒΕ͓ͯΓɺҨ෺΋গྔͷͨΊظ࣌Λ൑அ͢Δͷ͸೉͍͕͠ɺ౔ثࢣ΍ࠇ৭౔ثͷ

খย͕ຒ౔தʹؚ·ΕΔ͜ͱ͔Βɺௐࠪ۠ � ͷݕग़Ҩؼʹظ͍࣌ۙʹߏଐ͢Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

4.3　調査区 3　

    写真 2　調査地पลの空中写真

        写真 3　遺構 346 出土ম土մ・礫
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U7

ਤ 21　調査区 3　遺構഑ஔਤ（第 4 層上面）
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　ௐࠪ۠ � Λઃఆٰͨ͠ྕࣼ໘ͷ౔஍ར༻ঢ়گʹ͍ͭͯ͸ɺऴઓ௚ޙͷ ���� ೥ʹถߴ͕܉౓

����N ͔ΒࡱӨۭͨࣸ͠ߤਅʢࠃ౔஍ཧӃ 8&# αΠτɺࠃ౔มભΞʔΧΠϒ্Ͱͷެ։ը૾ʣ

ʹΑΓɺ͜ͷط࣌ʹ౰֘ࣼ໘ʹ͓͍ͯൣ޿ғʹെ໦͕ͳ͞Εɺ։͕ࠖߦΘΕ͍ͯΔ༷ࢠΛ೺Ѳ͢

Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻʢࣸਅ �ʣ·ͨ࣍ʹड़΂Δͱ͓Γɺௐࠪ۠ � ͷશମʹٴͿ࡟ฏ͸ௐࠪ۠ ��� ͷ

๺ଆʹ͓͍ͯஶ͘͠ɺඪߴͷ͍ߴ৔ॴΛ੾ΓऔΓฏୱ஍Λ଄੒͍ͯ͠Δ͜ͱ͕౔૚͔ΒӐ͑Δɻ
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図 22　ௐࠪ۠ 3�1　ௐࠪ۠๺น౔૚図

図 23　ௐࠪ۠ 3�2　ηΫγϣϯ 5 ೆน౔૚図

図 24　ௐࠪ۠ 3　ηΫγϣϯ 1 ౔૚図
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図 25　遺ߏ 302 ࣮ଌ図

図 28　遺ߏ 381 ࣮ଌ図

図 26　遺ߏ 348 ࣮ଌ図

図 29　遺ߏ 352 ࣮ଌ図

図 30　遺ߏ 327 ࣮ଌ図

図 31　遺ߏ 301 ࣮ଌ図
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写真 状石੡඼出土Ґஔݖ　5
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ʙ ���ʣ͕͋Δɻ

弥生時代後期末から古墳時代初頭の遺構及び遺物

遺構 301 ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣ୦݀ݐ෺ͱ͑ߟΒΕΔҨߏͰɺݕग़͞Εͨͷ͸۱֯෦෼ΛؚΉҰ෦
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ஔ͔Εͨঢ়ଶͰग़౔ͨ͠ɻ·ͨɺঙ಺ࣜซظߦͱ͑ߟΒΕΔظ࣌ͷᙈͷখย΋ग़౔͕ͨ͠ɺຎ໓

ͷஶ͍͠΋ͷ͕΄ͱΜͲͰ͋Δɻ

遺 構 327ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣҰล ���N ͷ΄΅ਖ਼ํܗΛͳ͢ҨߏͰɺ୦݀ݐ෺੻ͱ͑ߟΒΕΔɻ

షচ͸ݕग़͞Ε͓ͯΒͣɺதԝʹઃ͚ΒΕͨܘ ���N ͷϐοτ͸ப݀Ͱ͋ΔͱΈΒΕΔ͕ɺਂ͞

͸ �ᶲͱઙ͍΋ͷͰ͋Δɻ๺౦۱෇ۙΑΓ୆ੴͱΈΒΕΔੴثʢ���ʣ͕ग़౔ͨ͠΄͔ɺঙ಺ࣜ

ซظߦͱΈΒΕΔظ࣌ͷᙈͷఈ෦ʢ���ʣɺߴᆀʢ���ʣ͕ग़౔ͨ͠ɻ

平安時代の遺構

遺 構 302ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣܘ ���N ͷฏ໘͕ܗ

ԁܗΛͳ͢౔޵Ͱ͋Δɻਂ͞͸ ����N Ͱ͋Γɺ

ఈ໘͸΄΅ฏୱͰҰ෦෼͕ԜΉɻน໘ʹඃ೤ʹΑ

Δ੺ม෦෼͸ೝΊΒΕͣɺຒ౔தʹ·ͱ·ͬͨ୸

Խ෺ͷࠞೖ΋ΈΒΕͳ͍ɻ

遺構 348ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣ௕ܘ ����Nɺ୹ܘ໿ ���N

ͷ౔޵Ͱ͋ΔɻҨߏ಺͸ܘ � ʙ ��ᶲͷম౔մ ��

৭γϧτ͕׊Εͨঢ়ଶͰɺؒܺΛԫ·ࠐ٧Ί͕ݸ

઎ΊΔɻম౔մ͸ԫ׊৭Ͱද໘ʹ͸ᚧঢ়ͷԜತ͕

໨ཱͪɺܘ � ʙ �ᶲఔ౓ͷԁ᛽΍֯᛽ΛؚΉɻ઀߹͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨͷ͸͔ۇ � ఺Ͱ͋Δ͕ɺ෯

�ᶲఔ౓ɺް͞ � ʙ �ᶲఔ౓ͷଳঢ়ͱͳΔՄೳੑ͕͋Δɻͳ͓ɺ͜ΕΒͷম౔մ͸ඃ೤ͷఔ౓ʹ

͓͍ͯ෦෼తࠩҟ͕ೝΊΒΕΔɻ

遺構 352 ʢਤ ��ɺਤ൛ ��ʣ௕ܘ ���Nɺ୹ܘ ���N ͷฏ໘͕ܗପԁܗΛͳ͢౔޵Ͱ͋Δɻਂ͞͸ ���N
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で、一部分が削平されている。土師器や須恵器の小片が出土した。

遺構 358（図 21、図版 48）1 辺 0.4m の長方形に近い、やや不定形な平面形をなす土坑で、深

さは 0.03m と非常に浅い。二彩または三彩（52）が出土した。

遺構 366 （図 27、図版 47）径約 1.0m の平面形が円形をなす土坑である。深さは 0.3m で断面は

半円形となる。壁面には被熱による赤変部分が 3 箇所に認められ、第 1 ～ 4 層に分層可能な埋

土の最下層（第 4 層）には炭化物の集中がみられる。以上のことから、この土坑内で火を焚く

行為が行われたと考えられ、その後埋め戻されることなく放置された結果、第 1 ～ 3 層にあた

る埋土が遺構内に流れ込んで堆積したものと考えられる。第 1 層からは土師器皿（154）が出土

しているほか、黒色土器片等が第 2 ～ 4 層中から出土しており、遺構の帰属時期はこれらの遺

物に極めて近いものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　

第 5 項　まとめ

（1）　遺構 109 及びその出土遺物について

　今回の調査において検出した遺構は遺構 109 及びその周囲に位置する遺構 108、112、117、

118、123 等の土坑群であり、それらの一部は遺構 101 とした落ち込み内にも存在する。

　遺構 109 周囲の土坑群は径 0.5 ～ 1.5m まで様々な大きさがあるが、比較的大きな石が出土す

ることと、埋土の大部分が炭化物で占められることが共通する。また、いずれも土層にはマーブ

リング状の模様を観察することができることから、一部は地表面の炭化物が雨水等によって流さ

れ遺構内に侵入し堆積したものと考えられるが、その炭化物中には多量の土器小片が含まれてお

り、人為的に投げ込まれた可能性がある。また地形的にみても、これらの土坑群は必ずしも地表

面の堆積物が流れ込み易い地形的条件にあるとはいえない。以上のことから、これらの遺構は埋

め戻すという行為を伴わず、埋土中の遺物も埋納されたものではなく、煮炊き後の炭化物や台石

等として使用した自然石を集めて随時これらの土坑に廃棄したものと推定される。各土坑の炭化

物は検出面上で確認が可能であったことから、土坑が炭化物で満たされた時点で、新しい土坑を

掘削したと考えられ、その間には雨水等による炭化物の流れ込みもあったものと推定される。

　遺構 109 の埋土を洗浄した結果、上層に含まれる微砂は、その粒度や組成から基本層序第 4

層（地山）に含まれるものと同一であると判断され、埋土第 1 層は表土の流れ込みによる堆積で

あることが分かった。炭化物を多量に含む埋土第 2 層の堆積は土坑の下位中央付近において顕

著であるが、これは遺構の西側に広く堆積する第 3b 層の流れ込みによるものとみられる。第 3b

層が土坑上端から連続して流入する状況は土層断面において確認されてはいないが、これには雨

水等が上端から第 3b 層を洗い流しつつ土坑内へ流入したことにより堆積したものが埋土第 2 層

であると理解することができる。このことから、遺構 109 内に土器が持ち込まれ始めた時点で

遺構西端付近或いは遺構 117 付近で火を焚く行為が行われたとみることができ、その後も土器

を持ち込む行為は続けられたものの、遺構 109 内には、雨水等とともに周囲から容易に土が流

れ込む状態で有ったと推定される。また遺構 109 の底面に検出した 3 基のピットは埋土内に第

2 層の流入が見られず、第 1 層の流入により土坑が完全に埋没するまで、これらを柱穴とした掘

立柱の覆い屋が設けられていた可能性もある。

　炭化物の検出範囲は土坑の西側に限られるが、遺構 117 付近から西側へ広がるように極めて

薄く堆積しており、遺構 117 付近においては大きさ 5 ～ 10㎜の微細な土器片を多量に含む。こ
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残る。

　遺構 109 では形態の異なる土師器甕 4 個体及び土釜は、10 世紀末〜 11 世紀前半頃のものと

みられ（*16)、それは土器が持ち込まれ始めてから放棄されるまでの時期にあたる可能性がある。

また遺構 109 の出土遺物は土師器を主体とする椀、皿の器種構成が指摘できるが、黒色土器は

椀が主体であるものの B 類の割合は少なく、瓦器は含まれない。土師器椀、皿については法量

未分化の傾向（*17）がみられ、10 世紀後半頃の特徴を示すといえる。灰釉陶器折縁皿 (27) は

O-53 期 (*18) に相当するとみられる。遺構 101 において、遺構 109 が帰属すると考えられる時

期の前及び以後の遺物を出土をみていることは、遺構 109 が掘削される以前にも、この場所で

同様の行為が行われていたことが推定されるが、検出された調査区 1 の遺構群は概ね、10 世紀

後半〜 11 世紀前半の時期に帰属すると考えられる。また土師器椀は、高台の断面が長方形をな

し「ハ」の字に開くものや、断面三角形をなすもの、さらには体部下位がやや屈曲するもの等が

みられ、これらは灰釉陶器の影響を検討する必要があると考えられる。

　調査区 1 に存在する自然石（1）は周囲を断ち割って土層を観察した結果、移動の形跡が窺えず、

本来この近辺に産出する砂岩の転石であることが分かった。また上面が平坦で風化・摩滅してい

ることから、かつて長期間地表面に露出していたことが推定され、その平坦面を何らかの目的で

使用した等の可能性は残る (*19)。

（2）　権状石製品について

　遺構 101 から出土した権状石製品は、滑石製で頂部に紐を作り、底部は平坦に磨かれている。

管見では、同形の遺物は類例に乏しいとみられるが、形状及び紐の存在から紐にひも等を通して

使用する用途の石製品に近いとみて、棹秤のおもりである「権」を模した可能性の高いものと判

断し「権状石製品」とした。ただし重さは 756.0g(*20) で、同時期の権衡の基準とされた唐の 1 両（約

41.9g）から計算するとほぼ 18 両 (18.0429) という値が算出される。同様に、やや下る時期では

あるが１匁（3.73g）からは、200 匁（202.681.）が算出され、分銅としての使用も考慮に入れ

る必要がある。県内では、形状や大きさは異なるものの、岡田遺跡で分銅形石製品の出土があり、

円柱に近い形状をなし頂部に紐を作り出すところは類似する。

（3）　遺構 366 について

　調査区 3 における出土遺物の分布状況をみると、c13 区画が最も遺物量が多く、その区画に位

置するこの土坑が本遺跡の中心的な遺構の一つとなり得る可能性は高い。埋土に含まれる遺物は

9 世紀前半頃のものと考えられ、周囲から出土する遺物もほぼ同時期とみられる。

（4）　調査区 3 出土土師器について

　調査区 3 では庄内式併行期に相当する土器の他、古代の土器が出土している。次に、これら

について述べる。 

　土師器坏・皿・須恵器坏・長頸壺、製塩土器、緑釉陶器、二彩或いは三彩とみられる小片等が

あり、 第 3a,b 層からの出土が多く、大部分が斜面上に廃棄されたとみられる状況で出土してい

るが、152 のように土坑からの出土もあり、投棄の際には地表面を浅く掘り窪める場合もあった

ものと推定される。 119、120 は土師器坏で、119 は 蓋（130）と組み合わされるものである。

120 は直線的な体部が広い口縁をつくり、底部に低い高台がつく。体部内面は右回りのナデを施

し、外面はヘラ削りの後ヘラによるミガキを施すが、間隔の広い粗雑なものを弧状に数回に分け
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て施すものである。130 は蓋で、上面中央が浅く窪んだツマミを持ち、外面、内面とも不定方向

のナデを施す。外面にはヘラミガキを施すが、数度往復し方向を変え 4 回行うもので、ミガキ

というよりは沈線状の装飾となっている感があり粗雑な印象を受ける。これらはいずれも搬入品

とみられるが、120 は平城京跡 SE311-B に同様の出土例があり、これによれば時期は天長 2（825

年）以降と推定されている (*21)。 また、形態及び技法等からみて、調査区 3 出土の古代の遺物

は概ねその時期に帰属するものとみられる。

（5）　墨書土器について

　墨書土器は 3 点 (130、146、147）出土している。147 は「佐夜」の文字が読み取れる。「佐

夜」からは「佐夜部氏」等が連想されるが、この 2 文字が本来何を表現したものかは不明である。

また 130 は判読できない。146 は土器片の一端に残るのみで、文字の一部分とみられる。

（6）　緑釉陶器について

　調査区 1 遺構 101 で出土した緑釉陶器はすべて小片で器種は不明であるが、軟質の素地に濃

い緑色の釉がかかり、近江産である可能性が高く、時期は 10 世紀中頃以降とみられる。

　調査区 3 では包含層中より 3 点出土しており、椀 (98）及び皿とみられる器種（101）があるが、

胎土や釉の特徴から、同一個体である可能性がある。硬質で淡い緑色の釉が掛けられ、表面には

ラスター現象がみられる。高台は底部外面の中央がやや凹んだ円盤状の平高台で、縁辺に沿って

使用時のものと考えられる釉の剥落がある。釉及び胎土から東海産の可能性を検討したが、平高

台である等の特徴から洛北産であると考えられ（*23)、時期は 9 世紀前半頃とみられる。

（7）　遺構の性格等

　調査区 3 から出土した二彩（三彩）は県内において出土例の少ないもので、全国的にみれば

官衙跡等での出土が顕著な遺物である。また灯明皿に使用したとみられる坏に付着した多量の煤

及びこれらの土器が斜面に廃棄されたとみられる出土状況を示す。

　また遺構はその性格を明らかにし得たものはないが、円形に掘られた火を焚く行為を伴う土坑

や、焼土塊を詰め込んだ土坑等単なるたき火や廃棄に伴うものと考えにくい遺構の存在は祭祀的

な行為を想起させ (*24)、これらが仏教または山岳信仰等の祭祀に伴うものであるという解釈に

ついて、検討の余地があるといえる。また多彩陶器はその産地を特定し得なかったが、緑釉陶器

の出土と併せ、当時の政権中枢部と関わりの深い、官的な性格を想起させる。

　調査区１の出土遺物は、調査区 3 の出土遺物と比べ帰属時期が下ることから、調査区 1 の遺

構群は調査区 3 に後出するものと考えられる。検出遺構群の性格としては、祭祀に伴うものと

の見方が可能な点で共通しており、双方において検出された遺構には何らかの関連性を想定す

ることが可能で、調査区 1 でも権状石製品の出土をみていることから、ともに官的な要素を帯

びるといえる。出土遺物の産地からみれば、調査区 1 出土土器は僅かに白磁が含まれるものの、

紀の川流域産とみられる片岩礫を含んだものや、体部外面が多段状をなすものなどが多く、在地

産のものが多数を占めるといえる。同様に灰釉陶器も、東海地域には太平洋側からアクセスし易

いという地理的条件から、本遺跡に直接持ち込まれた可能性が高い。調査区 3 では猿投産とみ

られる須恵器が出土しているものの、搬入品とみられる坏のほか、墨書土器や緑釉陶器、多彩陶

器等、政権中枢と関わりの深い地域において多くみられる遺物の出土がより顕著である。
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岩崎大泓遺跡・岩崎大泓Ⅱ遺跡

第７節　岩崎大泓遺跡・岩崎大泓Ⅱ遺跡
　

第 1 項　調査に至る経緯

　近畿自動車道紀勢線事業に伴う田辺～すさみ町間の自動車道建設により、その建設予定地の一

部が西牟婁郡上富田町の岩崎大泓遺跡として埋蔵文化財包蔵地に指定されている範囲内にかかる

ことから、県文化遺産課により平成 23 年度に確認調査が実施された。その結果、当該工事対象

地は記録保存のための本発掘調査を要するものと判断され、平成 24 年度に公益財団法人和歌山

県文化財センターが国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所の委託を受け、本調査を実施

した。

第 2 項　位置と環境

　岩崎大泓遺跡、岩崎大泓Ⅱ遺跡は塗屋城跡と非常に近い位置にあり、地理的環境及び歴史的環

境については塗屋城跡の項において先に述べたとおりである。両遺跡の立地するところは富田川

西岸にあたり、岸に沿って北東から南西へと長く連なる丘陵地にある、狭小な平野部を有する谷

筋である。遺跡の範囲は北、西、南方を丘陵に囲まれた盆地状の地形を呈する平野部を中心に、

丘陵斜面の裾部分を含む。（図 1）

　　　　　　　第 3 項　岩崎大泓遺跡
　岩崎大泓遺跡は北西から南東方向に延びる細い谷筋に

立地する。岩崎大泓Ⅱ遺跡とは指呼の距離にあり、現況

は水田である。これらの水田は谷筋の北西から段をなし

て標高を下げ東南端は低地となるが、今回の調査区は谷

筋で最も標高の低い部分（標高 14.0 ｍ付近）に位置す

る（図 1）。

（1）　調査の方法

1）　地区割の方法

　調査地は中央を現有水路によって南北に分断されるこ

とから、便宜的にこの水路より北側を調査区 1、南側を

調査区 2 とした（図 3)。調査面積は調査区 1 が 1013㎡、

調査区 2 が 302㎡である。

　地区割り（図 2・3）は岩崎大泓遺跡及び岩崎Ⅱ遺跡

の両遺跡について共通で、X=-255,700、Y=-54,200 を

原点として中区画を設定している。両遺跡とも中区画

C8・C9・C10 の範囲にあり、小区画は図 3 の通りである。

2）　基本層序（図 5）

第 1・2 層　現在の水田耕作土及び床土

第 3・4 層　近世の水田耕作土及び床土。弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、近世陶磁器を含む。

X=-255800Y=
-5
42

50

X=-255800

岩崎大泓遺跡岩崎大泓遺跡岩崎大泓遺跡

岩崎大泓Ⅱ遺跡岩崎大泓Ⅱ遺跡岩崎大泓Ⅱ遺跡岩崎大泓Ⅱ遺跡岩崎大泓Ⅱ遺跡

2区

1区

調査区1

調査区1

調査区2

調査区2

ਤ 1　調査区及びपลの地4　ܗ�1�3000
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第 5 層　中世の遺物包含層。3 層に分層可能であり、土師器、瓦器等を

含む。

　第 2 ～ 5 層においては磨滅の著しい弥生土器片（時期は弥生時代後

期末）が含まれる。第 5 層を掘削後、第 6 層上面において遺構検出を行っ

た。

（2）　調査成果

1）　調査区 1

　調査区は中央が狭まり、東西両端で広くなる亜鈴状の平面形と

なる。その東側で鋤溝群を、西側で土坑群（遺構 1 ～ 13）と落

ち込み状遺構（遺構 31・32）を検出した（図 4）。遺構 1 ～ 13

は浅いものが多く、遺物の出土がみられないものについては自然

地形である可能性も検討したが、埋土の特徴から遺構であると判

断された。

　また、遺構検出面以下の堆積状況を確認するため、トレンチ (A

～ E) を設定した。各遺構の規模等は以下のとおりである。

遺構１( 図 4・6)　長径 1.1 ｍ、短径 0.6 ｍ以上、深さ 0.08m の

楕円形をなすとみられる土坑である。埋土は 1 層で、出土遺物

はない。

遺構２( 図 4・6 )　長径 1.1 ｍ、短径 0.9 ｍ、深さ 0.08m の楕円

形をなす土坑である。埋土は 1 層で、弥生土器の細片が出土した。

遺構３( 図 4・6、図版 49 )　長径 1.2 ｍ、短径 0.6 ｍ、深さ 0.2

ｍの楕円形をなす土坑である。埋土は１層である。弥生土器の細

片 2 点が出土した。

遺構４( 図 4・6、図版 49 )　長径 1.15 ｍ、短径 1 ｍ、深さ 0.1m

の楕円形をなす土坑である。底面には凹凸がある。埋土は１層で

ある。出土遺物はない。

遺構５( 図 4・6)　長径 0.75 ｍ、短径 0.45 ｍ、深さ 0.05m の楕

円形をなす土坑である。埋土は１層である。土師器細片 1 点、

近世とみられる陶器の甕（54）、染付碗（55）が出土した。

遺構７( 図 4・6、図版 49 )　長径 0.6 ｍ、短径 0.4 ｍ、深さ 0.05m

の楕円形をなす土坑である。埋土は 1 層で出土遺物はない。

遺構８( 図 4・6)　長径 1.3 ｍ、短径 0.6 ｍ、深さ 0.05m の楕円形をなす土坑である。埋土は 1

層で出土遺物はない。

遺構 11( 図 4・6)　長径 1.15 ｍ、短径 0.5 ｍ、深さ 0.05m の楕円形をなす土坑である。埋土は 1

層である。弥生時代後期末の高坏脚部（60）、底部（58）が出土した。

遺構 12( 図 4 ・6)　径 0.5m の円形をなす土坑である。埋土は 1 層である。出土遺物はない。

遺構 13( 図 4・6、図版 49 )　長径 1.1 ｍ、短径 1 ｍ、深さ 0.5 ｍの楕円形をなす土坑である。埋

土は 3 層で、出土遺物はない。
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遺構 14( 図 4・6)　長径 1.95 ｍ、短径 1.1 ｍ、深さ 0.14 ｍの土坑である。鋤溝を切っており、

これより新しい。埋土は 3 層に区分可能で、第 4 層から、陶器（天目茶碗）の細片 1 点が出土した。

遺構 21( 図 4・6)　径 0.35 ｍの円形をなす土坑で、深さ 0.15 ｍ、埋土は 1 層である。

遺構 22( 図 4 )　径 0.26m の円形をなす深さ 0.1m の土坑で、弥生土器片及び須恵器片が出土した。

遺構 24( 図 4 )　長径 0.4 ｍ、短径 0.25 ｍの楕円形をなす土坑で、深さ 0.15m である。遺物は、

瓦器皿の小片、土師器片、瓦器皿が出土した。瓦器皿は 13 世紀代に帰属するとみられる。

遺構 26( 図 4・6 )　長径 0.45 ｍ、短径 0.2 ｍの楕円形をなす土坑で、深さ 0.25 ｍのピットである。

25㎝の柱痕跡が確認できるが出土遺物はない。

遺構28( 図 4・6 )　長径 0.42 ｍ、短径 0.3 ｍ、深さ 0.05m の楕円形をなす土坑である。埋土は 1 層で、

出土遺物はない。

遺構 29( 図 4・6)　直径 0.25 ｍ、深さ 0.1 ｍを測る円形のピットである。埋土は 1 層である。

遺構 30( 図 4・6)　直径 0.35 ｍの円形をなす、深さ 0.15 ｍの土坑である。埋土は 1 層で出土遺

物はない。

遺構 31( 図 4・5) 北西方向への落ち込む状をなす遺構である。埋土には中世の遺物を含む。

遺構 32( 図 4・5 ) 　西側への落ち込み状をなす遺構である。出土遺物はない。

A トレンチ ( 図 4・5 )　遺構 31 に対し設定した。遺構 31 埋土は水平堆積のシルト層及び粘土層

で、上層から古墳時代から中世にかけての遺物が出土し、下層から古墳時代の遺物が出土した。

Ｂトレンチ ( 図 4 )　遺構 32 に対し設定した。遺構 32 の埋土は水平堆積のシルト層及び粘土層で、

A トレンチにおいて確認した土層と同様である。

C トレンチ ( 図 4 ・5 )　遺構 33 に対し設定したトレンチである。遺構 33 の埋土は水平堆積のシ

ルト層及び粘土層の堆積である。

Ｄトレンチ ( 図 4 )　遺構 33 に対し設定した。遺構 33 の埋土は水平堆積のシルト層及び粘土層

であり、C トレンチにおいて確認した土層と同様の状況が観察された。

E トレンチ ( 図 4・5  )　遺構 20 に対し設定した。遺構 20 の埋土は水平堆積のシルト層及び粘

土層であるが、上端から下端方向への傾斜が遺構 31・32 と比べ幾分急角度となる状況が窺えた。

2）　調査区 2

　水田遺構とみられる落ち込み状の遺構 18・19 を検出した、いずれも平面形状は方形をなすと

考えられる。また、北東～南西方向への水流が推定される溝状遺構を検出しており、遺構 18・

19 に関わるものとみられる。遺構検出面以下の堆積状況を確認するため、E トレンチを設定した。

遺構 15( 図 4・6、図版 49・50 )　南西方向から北東方向に延び幅 0.6 ～ 0.8 ｍ、深さ 0.4 ｍを測

る。断面Ｕ字形をなし、底部で長さ 3.25 ｍ、幅 5 ～ 10㎝、厚さ 0.5㎝の薄い板状の木片を検出

した（写真 1）。底部のレベルから北東から南西への水流が推定され、水田跡と考えられる遺構

18 に流れ込む。堆積土は 4 層に分層が可能で、第 2 層から細片の黒色土器片、土師器椀の小片、

弥生土器及び焼土片が出土した。

遺構 16( 図 4・6、図版 49 )　幅 0.7 ～ 1 ｍを測る溝である。断面形状は肩部に段をなすもので、

段は幅約 0.3 ｍを測る。底部は断面 U 字形を呈し、残存する深さは約 0.25 ｍを測る。堆積土は

3 層に分層可能で、第 1,2 層からは、土師器、瓦器、須恵器坏蓋の細片が出土した。

遺構 17( 図 4・6、図版 49 )　遺構 16 に平行して掘削された遺構 17 は、途中で二股となるが、
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両者の切り合い関係は明瞭でなく、双方ともに幅約 0.35 ｍを測る。深さは北側が 0.25 ｍ、南側

が 0.35 ｍである。ともに断面はＵ字形を呈し、底部のレベルから遺構 16 同様、遺構 19 へと流

れ込んでいたものと推定される。埋土から弥生土器の細片が出土した。

遺構18( 図 4・6、図版 50 )　水田遺構と考えられる方形の区画である。11 ～ 13 ｍ× 5.5 ｍにわたっ

て検出され、深さは 0.14 ｍである。堆積土は 2 層に分層可能で、白磁の細片が出土した。
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遺構 19( 図 4 )　遺構 18 同様、水田遺構と考えられる。遺構 18 に南面し、検出された範囲は方

形区画をなす遺構の一辺とみられることから、遺構 18 とは同時期に存在した水田の可能性があ

る。水路とみられる遺構 16・17 が流れ込み、埋土からは、瓦器椀底部とみられる小片や土師器、

ふいごの羽口、須恵器片などが出土した。瓦器椀は細片であるが、復元高台径 5㎝で高台の断面

形は台形を呈することから、13 世紀前半の椀とみられる。

遺構 20( 図 4)　現有の溝に並行し、幅 3.5 ｍ以上、深さ 1.1 ｍ以上を検出した。Ｅトレンチの土

層観察によれば、北方向へなだらかに落ち込む傾斜をもつことがわかる。調査区 1 では当該遺

構とみられるものは検出されていないが、現有の溝に平行することから、この溝の前身である可

能性がある。埋土からは外面に叩きをもち、煤がついた弥生土器甕の細片が出土した。

遺構 23( 図 4 )　マンガン粒を多量に含む黄色系のシルト土からなる畦畔状の遺構である。長さ

10.5 ｍにわたって検出され、幅 0.7 ～ 0.8 ｍ、高さ 0.5m を測る。須恵器片が出土した。遺構

15・16・19 を切っており、これらに後出するものと考えられる。

（3）　小結

　落ち込み状遺構は、調査区 1 及び 2 の北側と西側に存在しており、この場所は調査区中央付
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近を中心として、中世頃まで島状の微高地となっていたことが推定される。またこれらの落ち込

み状をなす遺構は水田遺構と判断されることから、当該調査区周辺においては中世頃から水田が

営まれていたとみられる。

第 4 項　岩崎大泓Ⅱ遺跡

（1）　調査の方法

1）　地区割の方法

　岩崎大泓Ⅱ遺跡は新規に発見された遺跡である。今回の調査地は岩崎大泓遺跡が立地する谷筋

から、北東方向へ延びる小規模な谷及び丘陵の南西裾を占める南北約 90m にわたる範囲である。

この範囲は丘陵斜面に設けられたコンクリート擁壁によって南北に分断されることから、南側を

調査区 1、北側を調査区 2 とし、併行して調査を進めた。調査面積は調査区１が 307㎡、調査区

２が 671㎡である。

2）　基本層序

　両調査区で堆積状況及び土層に差異が認められたため、基本土層は調査区毎に設定した。

調査区 1

第 1・2 層　現在の水田耕作土及び床土である。

第 3 層　中世から近世に堆積したとみられる遺物包含層。中世及び弥生時代の遺物を多量に含む。

第 4 層　丘陵から続く傾斜に沿って堆積する。中世及び弥生時代の遺物を多量に含む。

調査区 2

第 1・2 層　現在の整地土層、水田耕作土及び床土。

第 3 層　中世の遺物包含層。中世及び弥生時代後期末頃の遺物を含む。

第 4 層　丘陵から続く傾斜に沿って堆積する。中世の遺物を含む。

（2）調査成果

1）調査区 1

　遺構検出面は 2 面で、第 3 層上面及び第 5 層上面である。

第 3 層上面 ( 第 1 遺構面）検出遺構

　検出した遺構は井戸、土坑、ピット等である。井戸は平面円形の掘形に漆喰を塗りかため円柱

状の井筒をつくるもので、ここからは近世陶磁器等が出土した。当該遺構面上に検出された遺構

はいずれも近世に帰属するとみられるもので焙烙、すり鉢等の近世陶磁器が多く出土したが、ほ

かには少量且つ小片ながら弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、灰釉陶器等がある。

第 5 層上面 ( 第 2 遺構面）検出遺構　

落ち込み 1（図 5)　西側に落ち込む自然地形に沿ってシルト及び粘土の堆積（第 3・4 層）があり、

ここから弥生時代後期末の遺物等が出土した。第 3 層は近世の遺物を含むことから、この頃ま

では斜面から低地に土砂が自然に流れ込む状態であったことがわかる。第 4 層の除去後、下位

の第 5 層上面では落ち込み状の地形が検出され、斜面裾部分にあたるものと推定された。調査

はこの落ち込み状の地形と谷筋の方向に直交するセクションベルト及びトレンチ 1 ～ 4（図 6）

を設けて進めた。

　出土遺物は、小片で磨滅の著しいものが多いが、弥生時代後期末頃に帰属するとみられる弥生
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土器が大半を占める。出土遺物については以下のとおり層位ごとに述べる。

第 1・2 層　土師質の焙烙（1）、近世陶磁器、弥生土器が出土した。

第 3 層　土師質の羽釜（17）及び弥生土器が出土した。

第 4 ～ 9 層　弥生土器片が出土した。時期は弥生時代後期末に帰属するとみられ、壺・甕・高坏・

鉢・器台・小型土器等がある。壺は広口壺（21 ～ 23・25）と二重口縁壺（25）がある。広口

壺は口縁部を拡張せずその端部に加飾を施さないもの（21 ～ 23）や、口縁部を拡張をするもの

（24）がある。口縁部を拡張するものには竹管文を施すもの（24）がみられるが、二重口縁壺（25）

には、口縁端部の加飾がみられない。高坏は、屈曲する坏部を持つもの（12・27・28・31）と

椀状の杯部（40 ～ 42）を持つものがある。脚柱部は中実のもの（29・30・36 ～ 39）と中空の

もの（31・33・42）があって、裾部は逆漏斗状に開くもの（34 ～ 36・42）がみられる。また、

中実で短い脚柱部をもつもの（15・16）も認められる。

　以上のとおり、高坏は坏部及び脚柱部の形状が多様であるが、坏部の形状が椀状をなすもの

は、脚柱注部が短く、逆漏斗状に開く裾部を付けるものが多いという傾向が認められる。また裾

部に穿たれる透孔は径 1.6 ～ 1.8㎝で比較的大きいものが目立つ。器台（26）は、中実の脚柱部

に低い坏部を持つもので、高坏と作りは同一である。鉢は脚台を伴うもの（46）がみられるが、

残存状態からは全体の形状を復元することができない。　他に小型のコップ型をなす手づくねの

土器（50）があり、底部内面には年輪状の同心円をなす痕跡が窺え、これについては棒状の木

材のやや尖った先端に粘土を貼り付ける等といった成形方法も検討する必要があると考えられ

る。甕は全体を復元できる個体がなく、底部のみの観察であるが、外面にタタキをもつもの（43・

47）ともたないもの（44・45・48・49・51）がある。

2）調査区 2

　調査区は北東から南西方向へと短く延びる、谷状をなす地形の底部に設定した。谷底部は南西

方向に段をなして標高を下げる。現状は水田及び宅地であり、3 段の平坦面が認められた。遺構

検出は第 4 層上面及び第 5 層上面で行い、いずれも室町時代とみられる遺構を検出した。段状

をなす地形は、緩やかな傾斜を残しながらも各遺構検出面上で確認されたことから、この谷底部

では室町時代以降、整地により斜面の平坦地化を試みつつ土地の利用が続けられたものと推定さ

れる。次に述べる各遺構等の説明では、調査区内の各段について北東側に位置する上位のものか

ら、それぞれ上段、中段、下段と表現する。

第 4 層上面（第 1 遺構面）検出遺構

　上段には溜池であったといわれる大規模な土坑状の撹乱があり遺構は検出されなかったが、中

段では掘立柱建物 1 を検出した。下段は遺構密度が高く、土坑、ピット等を検出した。上段の

最高所から下段上面までの標高差は約 3.5m である。

中段検出遺構

建物 1（図 7）　中段に検出した遺構 99 ～ 102、104、106、107 からは、桁行２間、梁行１間

の規模で、柱間が約 2.1 ｍを測る掘立柱建物が復元される。建物の方向は長辺が等高線に平行し

ており、段状の地形を意識して建てられたことが窺える。

遺構 95（図 7）　幅、深さ共に 0.1 ～ 0.15 ｍを測る。谷状地形の西側斜面に沿って検出された溝

状の遺構で、敷地内の排水を目的とした溝と考えられる。遺物は出土しない。
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遺構 97（図 7）　楕円形を呈し、0.8 × 0.4 ｍ、深さ 15㎝を測る。遺物は出土しない。

遺構 108（図 7）　建物１の東南、丘陵裾部で検出した土坑である。遺物は出土しない。

下段検出遺構

柱穴群（図 7）　掘立柱建物にともなうとみられる柱穴群である。溝 1 の西側に集中し、総数 65

基を数える。規模は概ね直径 0.15 ～ 0.4 ｍ、深さ 0.1 ～ 0.4 ｍである。溝に平行、或いは直交す

る方向に並ぶ傾向をみせ、谷筋を意識した配置であると考えられる。複数時期の建物が重複して

いるものとみられ、同一の場所において建て替えがなされたものと考えられるが、１棟分として

の組合せを明らかにできるものはない。柱穴 38 からは 15 世紀後半～ 16 世前半の時期とみられ

る青磁椀の小片が出土しており、当該柱穴群はこの時期に帰属するものと考えられる。

溝１（図 7）　調査区中央東よりの位置に、谷筋が延びる方向に平行して掘削された溝である。

幅 0.7 ～ 0.8 ｍ、深さは約 0.2 ｍを測り、北側では幅約 0.25 ｍとなる。下段の遺構はこの溝によ

り東西に大きく分断され、この溝から西側で、より遺構密度が高くなる。このような遺構分布か

ら、この溝は敷地を区画するために設けられたものと考えられる。出土遺物は弥生時代後期末の

器台（73）や土師質の焙烙（74）等がある。

第 5 層上面（第 2 遺構面）検出遺構

　第 5 層上面では明瞭な段差が確認されず、地形は谷筋に沿ったなだらかな傾斜となる。遺構

密度は低く、検出された遺構は、東西方向にならぶ２列の柱穴と柱穴とみられるピット群である。

掘立柱建物 2（図 8）　規模は 1 間× 6 間以上で、柱間は約 1.4 ～ 1.6 ｍを測る。直径は概ね約 0.2

～ 0.3m で、深さは約 0.1 ～ 0.3m である。明瞭な柱痕を持つことから掘立柱建物としたが、2 列

の柵である可能性もある。谷筋の方向とは関連性が窺えないが、これについては傾斜地であると

いう立地条件と、細く長い建物の形状及びその規模から、建物の一辺に負荷が集中することを避

け倒壊を防ぐ等、安定性を求めたことによる可能性がある。位置的にはやや東側斜面に接して建

てられる印象があり、斜面への登坂施設的な性格も考慮する必要があろう。

掘立柱建物 3（図 6）規模は 2 間×２間で、総柱となる。柱間は約 1.7 ～ 2.0 ｍで、柱痕は検出

されていない。各柱穴は径約 0.25 ～ 0.3m で、深さは約 0.1 ～ 0.2m である。出土遺物はない。

柱穴群（図 8）　調査区南端で、柱穴群を検出した。最も標高の低い位置において遺構密度が高

くなる傾向は第 4 層上面と同様である。概ね径約 0.15 ～ 0.2m 前後、深さ 0.1 ～ 0.2m である。

一群の柱穴は、明確な組合せを特定できないものの、掘立柱建物に伴うものと考えられる。 

トレンチ A・B　( 図 7・8・11)　東側の丘陵裾部では流路の肩口を検出しており、谷中心部方向

への堆積を確認していることから、当該時期の谷部は丘陵からの雨水等が流れ込む谷地形となっ

ていた可能性が高い。遺構検出面より下層の堆積を確認するため、トレンチ (A ～ A') を設定した。

谷筋の東西の岩盤を垂直に掘削して整形を行っている状況が窺えるが、これは敷地面積の確保を

狙ったものと考えられる。

　また、トレンチ B においても、トレンチ A と同様の堆積状況が確認された。堆積状況は、上

層が 2.5 Ｙ 4.5/1 ～ 2.5 Ｙ 5.5/4（黄褐）シルトで軟岩礫が混入し、下層は 10 ＹＲ 4/5（褐色）

～ 10 ＹＲ 5/4（にぶい黄褐色）シルト層で同様に軟岩礫が混入する。これらの層からは弥生土

器片が多量に出土した。さらに下層は 10 ＧＢ 6/1（青灰色）シルトとなるが、出土した弥生土

器は少量である。
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（3）	 小結

　調査区 2 においては掘立柱建物のほか、低地部分においても多数のピットが存在し、当時に

おいて生活空間の一部となっていたことが窺える。また標高の高低により遺構の粗密がみられ

る。

第 5 項　まとめ

　岩崎大泓遺跡と岩崎大泓Ⅱ遺跡は相互に関連性が高い遺跡であることから、弥生時代後期末及

び鎌倉時代～室町時代の各時代毎に、両遺跡について包括的に述べる。

弥生時代後期末

　岩崎大泓Ⅱ遺跡の調査区 1 に検出した落ち込み 1 からは、多量の弥生土器片が出土した。こ

れらは概ね弥生時代後期末の時期に限られるもので、ほぼ全ての遺物が著しく摩滅しており調整

の不明なものがほとんどであるものの、高坏は器種別にみて最も出土量が多く、なかには坏部と

脚部で色調の違う粘土を用いるもの (10) や、透孔の径が大きいもの (29・33) がある等、有田川

流域以南にみられる当該時期の土器に共通する特徴をもつ。ただ高坏は脚部の 5 箇所に透孔を

有するもの (32) が有る等、やや独自的な要素も含む。

　これらは土層観察から、遺跡の東側にある標高 30m 程度の丘陵上から流れ込んだものである

可能性が高く、当該丘陵頂部には集落跡の存在が推定されるが、現況では平坦地を有するものの、

遺物の散布等はこれまで確認されていない。

鎌倉時代～室町時代

　岩崎大泓遺跡では水田遺構のほか、それに関連した水路とみられる溝（遺構 15・16・17）等

が検出された。岩崎大泓遺跡を含む一帯は富田川沿いに南へ向かって標高を下げるが、今回検出

された溝は丘陵裾から標高の低い南へと導水することが可能で、岩崎大泓Ⅱ遺跡の所在する狭い

谷筋からの流水に対し排水機能を有したものとみられ、低地に営んだ水田への給水量を調整して

いた可能性がある。

　岩崎大泓遺跡で検出された水田遺構とみられる方形の落ち込みは、全体のごく一部分であると

考えられるが、これらは谷筋の中央寄りに位置し、且つ北西から南東へと連続していることは、

導水を考慮し、谷筋における自然の水流をトレースするように配してされたものと考えられる。

遺構 16 及び 17 はこれらの水田に水関わるものであろうと考えられる。当該谷筋における現在

の水田も北西方向から段をなして南東側に低くなるよう区画されており、やはり導水を考慮され

たものといえ、生産域及び生活域における導排水を重視したことが窺える。なお、この谷筋に設

けられた現有水路は、今回検出されたこれらの溝と位置をほぼ同じくする。

　岩崎大泓遺跡が主に生産域としての性格を帯びたものであったとみられるのに対し、岩崎大泓

Ⅱ遺跡は居住域としての性格が窺え、この２つの遺跡は北、西、南の三方を丘陵に囲まれた盆地

を以て生産域を含む生活空間となした一単位の集落跡としての見方も可能である。遺構 95 は敷

地周縁にあたる斜面裾に設けられた、細く溝状をなす遺構であるが、谷筋の中では比較的標高の

高い中段に位置しており、掘立柱建物 1 が建つ敷地内への浸水を防ぎ斜面下方へと排水するた

めのものと考えられる。このように、より高所にあって周到に敷地内を整備した掘立柱建物 1 は、

集落内において優位を占めるといえ、居住域における階層の存在が窺える。
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　ところで、岩崎大泓Ⅱ遺跡調査区 1 で出土した多量の弥生土器が丘陵頂部に当該時期の集落

の存在を想定させることは前述したとおりであるが、丘陵頂部と調査区 1 は比高差が大きく、

且つ調査区 1 のほぼ西半分にわたる広い範囲に土器の出土がみられることは、丘陵頂部から意

図的に谷部へ投げ込んだ可能性も指摘でき、これらの遺物が斜面を伝って自然に落ち込んだとす

る解釈にやや不自然さを残すといえる。　

　また、現在岩崎大泓Ⅱ遺跡東側の丘陵頂部付近にみられる平坦地が人為的な造成によるもので

あるとすれば、これらの土器はその造成時に生じた排土中に含まれるものであった可能性も指摘

することができ、本来ここに存在した集落が平坦地の造成により地山ごと削平され、それに伴っ

て多量の土器を含む排土が西側へ押し出され、時間とともに（例えば雨水とともに）少しずつ斜

面下方へと転落を続けたとすれば、出土したほとんどの弥生土器がこれほど摩滅の進行した状態

であることも頷ける。少なくとも、調査区 2 にあたる谷部分は大きく改変されており、調査区 1

で検出された落ち込み 1 の埋土は、その部分からの排土も含まれるものと推定される。当該遺

構の第 3・4 層中に含まれる軟岩礫は、そのとき掘削された地山の一部である可能性もある。

　仮に丘陵頂部等において造成がなされたものとすれば、その時期については室町時代以降との

見方も可能であるが、今回の調査において明確にし得なかった。ただし、調査区 2 を平坦地と

した時期を室町時代頃に想定することは可能であろう。岩崎大泓遺跡の両調査区では、土地を造

成し敷地を得る行為のあったことを窺わせる。

　また、掘立柱建物 2 は傾斜に対応した建て方がなされておらず、且つ壁面寄りの位置にあって、

建築物としてはやや不自然な建て方をしているといえるが、これについては、当該掘立柱建物が

居住を目的としたものではなく、丘陵頂部へ至ることを容易にするための構築物であるという見

方が可能であり、検討の必要があると考えられる。更に、岩崎大泓Ⅱ遺跡の所在する谷地形や、

その調査区 1 で検出された落ち込み状の遺構に対しても、例えば人為的な掘削である等といった、

異なる観点からの解釈も可能となろう。近隣地点における更なる調査が望まれる。
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図版　1

1.　

第 1 次調査区及び

第 2・3 次調査地

（西から）

2.　

第 1 次調査区完掘状況

（北から）

3.　

調査区北東壁断割断面土層

（南南西から）



図版　2

1.　1002 土坑　掘削状況（西から）

3.　1004 土坑　掘削状況（西から）

2.　1003 土坑　掘削状況（南南東から）

4.　1006 土坑　掘削状況（西から）

5.　遺構掘削状況（西北西から）



図版　3

1.　調査区 2-2、2-3　全景

　   （上空から・上が東）

4.　調査区 2-1　遺物（1)　出土状況

（東から）

3.　調査区 2-1 調査区西端　第 4 層検出状況

（東から）

2.　

調査区 2-1　遺構 2001（東から）



図版　4

1.　調査区 2-1　遺構 2001 土層

　   （北から）

2.　調査区 2-1　遺構 2001 完掘状況

　   （北から）

4.　調査区 2-1　遺構 2002

　   掘削状況及び土層（北西から）

3.　調査区 2-1　調査区東壁土層

　   （北西から）

5.　調査区 2-1　遺構 2002　a-a' 土層

　   （東から）

7.　調査区 2-2　遺構 2254 検出状況 （南西から）

6.　調査区 2-1　遺構 2002　b-b' 土層

　   （西から）
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図版　5

3.　調査区 2-2　遺構 2258　土層（東から）

1.　調査区 2-2　遺構 2254

　   土器内埋土除去後の状況（南西から）

6.　調査区 2-2　遺物（28）出土状況（東から）

4.　調査区 2-2　遺構 2289 完掘状況（北から）

2.　調査区 2-2　遺構 2254 完掘状況（南西から）

7.　調査区 2-2　調査区中央部分遺構半裁状況

　   （南から）

5.　調査区 2-2　遺構 2191 検出状況（東から）
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図版　6

3.　調査区 2-3　遺構完掘状況（東から）2.　調査区 2-3　調査区西壁土層（北東から）

1.　調査区 2-2・2-3 全景（南から）

4.　調査区 2-2・2-3 航空写真（西から）
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2.　調査区 3-1

　   調査区北壁土層

　   （南から）

1.　調査区 3-1　全景

（南から）

5.　調査区 3-1　遺構 3002

　   遺物出土状況（北から）

4.　調査区 3-1　遺構 3001

　   遺物 (37) 出土状況

　  （西から）

3.　調査区 3-1　遺構 3001

　   完掘状況（南から）

6.　調査区 3-1　遺構 3002

　   土層 a-a'（南から）
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図版　8
1.　調査区 3-1

遺構 3002 完掘状況

（南から）

2.　調査区 3-2,3

遺構 3008 完掘状況

（南から）

3.　調査区 3-2　遺構 3008 土層 a-a'（南西から） 4.　調査区 3-3　遺構 3008 土層 b-b'（北東から）

6.　調査区 3-2　遺構 3079・3080 検出状況

（西から）

5.　調査区 3-2　遺構 3079 土層（東から）
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3.　調査区 3-2　遺構 3080 完掘状況（西から） 4.　調査区 3-2　調査区北壁土層（西から）

5.　調査区 3-2　畦畔状遺構検出状況（南東から）

2.　調査区 3-2　遺構 3080 土層（西から）1.　調査区 3-2　遺構 3079 完掘状況（東から）

6.　調査区 3-2　畦畔状遺構断割及び土層

（南東から）



図版　10

1.　

調査区 3-3

調査区北壁土層

（南から）

2.　

調査区 3-4

調査区西壁土層

( 北東から）

4.　調査区 3-5-2　調査区南壁土層（北から）

3.　調査区 3-4　遺構検出状況（南から）

5.　調査区 3-5-2　畦畔状遺構土層（北から）

4
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3.　

調査区 3-5-2　調査区東壁土層

（南西から）

2.　

調査区 3-5-2　遺構 3068 土層

( 西から）

3.　

調査区 3-5-2　遺構 3068

　樹皮検出状況

( 西から）

4.　

調査区 3-5-2　遺構 3068　完掘状況

( 西から）



図版　12

1.　調査区 3-7-1

　   調査区南壁土層

　   （北西から）

4.　

調査区 3-7-4　遺構検出状況

（東から）

6.　調査区 3-7-4　第 3a 層堆積状況（北から）

2.　調査区 3-5-1

　   調査区東壁土層

　   （南西から）

3.　

調査区 3-5-1　遺構検出状況

（南から）

5.　調査区 3-7-3　遺構検出状況（東から）
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図版　13

1.　調査地航空写真

（北から）

2.　調査地遠景

（北から）

3.　堀切遠景

（北西から）



図版　14

1.　

堀切完掘状況及び

セクションベルト 1

（北から）

2.　

堀切完掘状況及び

セクションベルト 2

（北から）

3.　

表土堆積状況及び地山



図版　15

2.　

調査範囲北側平坦部

完掘状況（南東から）

3.　

調査範囲北側平坦部

完掘状況（西から）

1.　

調査区（尾根北側）

完掘状況（北から）



図版　16

2.　

調査区全景（西から）

1.　

調査区南側

及び丘陵尾根

（西から）

3.　

調査区全景（北から）



図版　17

1.　調査地及び調査区 1 全景

（南西から）

2.　調査区 1 第 1 遺構面　遺構検出状況

（上空から・上が東）

3.　調査区 1 第 2 遺構面　遺構検出状況

（上空から・上が東）

4.　調査区 2 第 1 遺構面　遺構検出状況

（上空から・上が東）
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4.　調査区 2　調査区西壁土層（東から）

2.　調査区 1 調査区南壁土層（北から）

1.　

　調査区 2 第 2 遺構面　遺構検出状況

（上空から・上が東）

3.　調査区 1 畦畔状遺構土層（西から）

5.　調査区 2001　遺構 1 土層（北から）

6.　調査区 2　調査区北壁土層（南から） 7.　調査区 2　調査区北壁土層（南から）
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2.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 1（北から）

1.　調査区 4 第 1 遺構面遺構検出状況

（上空から・上が東）

3.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 2（東から）

4.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 3（東から）

4

5

6

75.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 4（東から）

6.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 5（北から）

7.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 6（南から）

8.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 7（西から）



図版　20

1.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 8（西から）

2.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 9（西から）

3.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 10（西から）

4.　調査区 4　掘立柱建物 1 柱穴 11（東から）

5.　調査区 4　遺構 4020 土層（西から）

6.　調査区 4　遺構 4022（南から）

7.　調査区 4　遺構 4026（西から）

8.　調査区 4　遺構 4029（南から）

9.　調査区 4　遺構 4030（南西から）
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1.　調査区 4　遺構 4031 土層（東から）

2.　調査区 4　遺構 4032 土層（南から）

4.　調査区 4　遺構 4032 遺物 (116)

3.　調査区 4　遺構 4032 完掘状況（東から）

5.　調査区 4　遺構 4032 骨片出土状況

6.　調査区 4　遺構 4047 土層（北から）

7.　調査区 4　遺構 4049 土層（西から）

8.　調査区 4　遺構 4050 土層（南から）
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1.　調査区 4　遺構 4053 土層（東から）

3.　調査区 4　遺構 4059 土層（西から）

2.　調査区 4　遺構 4058 土層（東から）

5.　調査区 4　遺構 4062 土層（東から）

4.　調査区 4　遺構 4060 土層（南から）

6.　調査区 4　遺構 4063 土層（西から）

8.　調査区 4　遺構 4073 検出状況（北から）7.　調査区 4　遺構 4070
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1.　調査区 4　遺構 4074 土層（南から）

5.　調査区 4　遺構 4091（西から）

2.　調査区 4　遺構 4077 土層（北東から）

4.　調査区 4　遺構 4090 検出状況（北から）3.　調査区 4　遺構 4077 礫出土状況（北西から）

6.　調査区 4　遺構 4093 検出状況（南東から）

7.　調査区 4　第 2 遺構面

（上空から・上が北）
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1.　調査区 5　井戸 5001（北西から）

5.　調査区 3　全景（南東から）

2.　調査区 5　井戸 5001　断割（北から）

4.　調査区 3 　第１遺構面（西から）

3.　

第 2 次調査

　調査地全景

（西から）

6.　調査区 3（南から）
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1.　調査区 3　遺構 3001 土層（南東から）

5.　調査区 3　遺構 3006 セクション 3 土層

（南から）

2.　調査区 3　遺構 3002 土層（南から）

4.　調査区 3（南西から）3.　調査区 3　遺構 3003 土層（東から）

6.　調査区 3・６　全景（上空から・上が北）
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1.　調査区 6　第 2 遺構面（南から）

5.　調査区 7　第 1 遺構面検出遺構（上空から・上が北）

2.　調査区 6　第 2 遺構面（北から）

4.　調査区 8 　全景

（上空から・上が北）

3.　調査区 6　第 2 遺構面（西から）

6.　調査区 7　第 2 遺構面検出遺構（上空から・上が北）
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1.　調査区 7　遺構 7013 完掘状況（北から）

6.　調査区 7（北から）2.　調査区 7　遺構 7004i 遺物出土状況（北から）

4.　調査区 7 　遺構 7102 完掘状況（北から）

3.　調査区 7　遺構 7059 完掘状況（南から） 7.　調査区 7　遺構 7005 遺物出土状況（南から）

8.　調査区 7　遺構 3001 土層（南東から）

5.　調査区 7　遺構 7102 土層（南から）
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1.　調査地航空写真（東から）

2.　調査区 1 全景（上空から・上が西） 3.　調査区 2 及び 3 全景（上空から・上が西）
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2.　調査区 1

調査区西壁及び丘陵頂部現況

（東から）

3.　調査区 1

　調査区東壁土層　C-C'

（南から）

1.　調査区 1　全景（北西から）
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1.　調査区 1　調査区東壁土層北半（西から）

3.　調査区 1

　   セクションベルト 1　A-A'

　   南端北壁（北西から）

2.　調査区 1　調査区東壁土層南半（西から）

4.　調査区 3

　   セクションベルト 1　A-A'

　   北壁（北西から）

4

6.　調査区 2

　土層断割部分　E-E'

（南から）

5.　調査区 2

　セクションベルト　F-F'

（北から）
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1.　調査区 2

　セクションベルト 2

　D-D'　南面（南から）

2.　調査区 2

　第 3 層・遺構検出状況

（南から）

3.　調査区 2

調査区東壁北半土層

（西から）
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2.　調査区 2

　竪穴建物 1　カマド検出状況

（北東から）

3.　調査区 2

　竪穴建物 1　カマド内土層

（北東から）

4.　調査区 2

　竪穴建物 1　カマド内土層

（南東から）

1.　調査区 2

　竪穴建物 1　検出状況

（西から）
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1.　調査区 2

　竪穴建物 1　カマドセクションベルト土層

（南東から）

2.　調査区 2

　竪穴建物 1

（南西から）

3.　調査区 2

　竪穴建物 1　Ｐ 1 土層

（南東から）

4.　調査区 2

　竪穴建物 1　完掘状況

（北東から）
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3.　調査区 2

　竪穴建物 2　セクションベルト土層

（北東から）

1.　調査区 2

　溝状遺構 1 土層

（南から）

2.　調査区 2

　竪穴建物 2　完掘状況

（南東から）

5.　調査区 2

　竪穴建物 2

　Ｐ 2 完掘状況

（南から）

4.　調査区 2

　竪穴建物 2

　Ｐ 1 土層

（南から）
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1.　調査区 3　掘立柱建物 1

　   ( 北東から）

2.　調査区 3

　掘立柱建物 1

P1 土層及び遺物出土状況

（北西から）

3.　調査区 3

　掘立柱建物 1

P4 土層

（北西から）
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2.　調査区 3　遺構 18　完掘状況

( 南東から）

3.　調査区 3　遺構 7　遺物出土状況

( 北から）

1.　調査区 3　遺構 18　土層

（北西から）

6.　調査区 3　地山地層露出箇所

( 北から）

5.　調査区 3　完掘状況

( 北から）

4.　調査区 3　完掘状況

( 南から）
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1.　調査区１・２　第１遺構面遺構検出状況（上空から・上が北）

2． 調査区 1　第 1 遺構面　遺構検出状況（北から）

3.　調査区 2　第 1 遺構面　遺構検出状況（西から）
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1.　調査区１・２　第 2 遺構面遺構検出状況（南から）

2． 調査区 1　第 2 遺構面　遺構検出状況（北から）

3.　調査区 2　第 2 遺構面　遺構検出状況（北から）
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1.　調査区 1

　   北壁土層

（南から）

2.　調査区 1

　   自然流路土層

　   （北から）

3.　調査区 2

　   南壁土層

（北から）
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2． 調査区 1

　遺構 101・104・111・116

（北から）

1.　調査区１　航空写真（上空から・上が東）
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1.　

　調査区１

セクションベルト A-A' 土層（南西から）

2.　

　調査区１

セクションベルト A-A' 土層（南から）

3.　

調査区１

遺構 101 土層（北から）

4.　

調査区１

遺構 104 壁面　第 3a,3b 層断面（西から）
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1.　

調査区１

遺構 101 遺物（25）出土状況（南西から）

２.　

調査区１

遺構 101 遺物（25）出土状況（北西から）

3.　

調査区１

遺構 108 土層（北から）

4.　

調査区１

遺構 108 土層（西から）
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1.　調査区１　遺構 109 遺物出土状況（西から）

2.　調査区１　遺構 109 遺物出土状況（東から）
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3.　調査区１　遺構 109 遺物 (58) 出土状況

　   （西から )

4.　調査区１　遺構 109 遺物 (79) 出土状況

　   （西から )

5.　調査区１　遺構 109 遺物出土状況（西から )

6.　調査区１　遺構 109 遺物出土状況（西から )
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1.　調査区１

　   遺構 137 完掘状況

　   （西から）

2.　調査区１

　   遺構 139 完掘状況

　   （西から）

3.　調査区１

　遺構 109 完掘状況

（東から）

4.　調査区１　遺構 111 土層 a-a'（北から )

5.　調査区１　遺構 111 完掘状況（南から )

2
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1.　調査区１　遺構 112 完掘状況（西から） 2.　調査区１　遺構 111 土層 b-b'（南から）

3.　調査区１　遺構 117 完掘状況（南東から ) 4.　調査区１　遺構 119 完掘状況（西から )

5.　調査区 2　石垣 1 南端検出状況（北西から ) 6.　調査区 2　遺構 228 完掘状況（西から )

7.　調査区 2　土層 B-B'（北から )
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1.　

調査区 3　遠景

（西から）

2.　調査区 3　遺構 301 完掘状況（西から）

3.　調査区 3　遺構 301 土層（南西から )

4.　調査区 3　遺構 302　土層（北から )

6.　調査区 3　遺構 381 土層（南から )

5.　調査区 3　遺構 303 土層（北から )
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1.　調査区 3　土層（西から） 2.　調査区 3　遺構 327 完掘状況（西から）

3.　調査区 3　遺構 352 完掘状況（西から ) 4.　調査区 3　遺構 348 土層（北から )

5.　調査区 3　遺構 366 検出状況（南から ) 6.　調査区 3　遺構 366 土層（南から )

7.　調査区 3

　遺構 366 遺物 (154) 出土状況

（南から )
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1.　調査区 3　

　   遺構 358 検出状況（西から）

3.　調査区 3

土層 F-F'　南端部分（東から）

5.　調査区 3

　調査区全景

（上空から・上が西 )

2.　調査区 3

　   遺構 358 遺物 (152) 出土状況

　   （西から）

4.　調査区 3

土層 E-E'（北から）

2
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3.　岩崎大泓遺跡　遺構 3 土層（南から）

4.　岩崎大泓遺跡　遺構 4 土層（南から）

6.　岩崎大泓遺跡　遺構 13 土層（西から）

5.　岩崎大泓遺跡　遺構 7 土層（南から）

7.　岩崎大泓遺跡　遺構 15、16、17（南から）

1.　岩崎大泓遺跡　全景（南西から）

2.　岩崎大泓遺跡　全景（南西から）
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3.　岩崎大泓遺跡　南壁土層（北から）

4.　岩崎大泓遺跡　西壁土層（北東から）

7.　岩崎大泓遺跡　C トレンチ断割（北から）

6.　岩崎大泓遺跡　遺構 18 土層（南東から）

1.　岩崎大泓遺跡　遺構 15 土層（北東から）

2.　岩崎大泓遺跡　遺構 15 （北東から）

5.　岩崎大泓遺跡　西壁土層（北東から）
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3.　岩崎大泓Ⅱ遺跡　落ち込み土層

（南西から）

4.　岩崎大泓Ⅱ遺跡　調査区 1 遺構 1

（北から）

5.　岩崎大泓Ⅱ遺跡　調査区 2

（北から）

1.　岩崎大泓Ⅱ遺跡　第 1 遺構面全景

（南西から）

2.　岩崎大泓Ⅱ遺跡　第 2 遺構面全景

（南西から）
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塗屋城跡
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安宅本城跡
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